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悪臭が消え、通気もよくなり、いつも谷わ

やか。防水・防錆も完ぺきで長寿命です。
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鉄路を護る保線手と建物を護る防水エ

何れも 11 立たぬ経の存在で、すが絶えず利下 Jj の人命を、又総ゆる住物

のヌI (.ir を黙々と巡って、大切な役占IJ を込して民ります

メシヌルシi't 18JIC

の補強材料は35{!: の経肢と{ 吉川を，汚る

位 置 盈d EEzf.8 

株 主 民 会 社

ヱ 英 語 ま



旧東幼 l

の建築材料・・・・・

本 米7

T包囲

的と

F の

R枝，
P 術 -

f采提 . .  

光 携 ー

ヰオに -

料よ ，

る

三3 5 J・ーシ

絶 対不燃で、組!t;¥ーの美し い

パターンの天井l吸音板

京、干、_" 噌，，，、

凡ゆる 材質にも施行可能 な

l阿寸方式のロ y グウ ール新製 品

D  ::1 ｾ＠ ｾ＠ - /1 I  :1 ｾ＠ X  '.1 Ji シ 民

i呆滋 ・{呆冷 . D，及音にすばらし い |  全ゆるタイフ・のジョイントに

性能の断熱 ・吸音付 |  完 全 防 IJ(3長き' 目 封 紙 付

日 東 紡 績 株 式 会 社

大阪支庄 大阪市東区高麗橋 5 - 1 ｾＢｾ銀ピノレ T  E  L  (202)  1301 

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 浜 松 ・ 札 幌 ・ 仙 台 ・ 広 島 ・ 福 岡
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リノタイル

す ぺ ら な い 大 理 石 調 の 高 級 床 タ イ

マーヲγι “ F"

苦H 重製品・リノリューム・ビニラートタイル ・N タイル

塩 ピ の 床 タ イ ノ レ は ど れ も 同 じ 色 模 様 で 個 性 が

なし、 。 リ ノ タ イ ル マーブノレ/ / F  // は 独 特 の

色 と 柄 を も ち 、 す ぐ れ た 品 質 を そ な え て い る

の で や は り 床 材 を 本 当 に 選ぶ の な ら リ ノ タ

イ ノレだ 」 と 建 築 家 の 方 々 か ら お ほ め の 言葉 を

い た だ い て お り ま す 。

美し い床材 をつくって 40年

東洋リノリューム 〈株〉25211EJ頃EZZY K7 J; J 22i 二32

名古屋市中 区菅原町 2 、名古屋 セ ンタービル 屯 23 - 5380 



近 代 人 の 感 覚 に マ ッ チ す る

2 ートピ? 叩

上枠 ・上扉 下枠 ・下扉

( ピポット ・ヒンヂ持出し吊り型)

( カタログ御入用の節は御申込下さい)

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

大 阪 府 布 路 市 愉 沼 町 l の 4 6  電話布錐 (721) .， 7  1  3  - 4  

東京都千代田区神田三崎町 2 の26 ｉＱｬ ｬｾ 東京 ＨＳＳＲＩＵＳ ＱＰ (301) 剖 ω

2252寧 川 銭 Z 餅

本社 ・工場

東京営業所

九州出5長所

滋 賀 工 場

大 阪 市 大 淀 区 大 仁 酋 2 の 1 T E  L  (458)  3631( 代) - 5

東 京 都 中 央 区 八 重 洲 6 の7 T  E  L  (272)  2  7  2  1  ( 代)

北 九 州 市 小 倉 区 富 野 5 4  5  T  E  L  ( 52 )  4  8  (j 2  

滋 賀 県 野 洲 郡 野 洲 町 三 上 T E L 野洲局 4 0 5
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ー
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あなたの忠実な・・・

ドアーボーイ. ノ

米 紫 綬 寝 室 主 に 輝 ぐ 来

z- 盟t I - I -

1ii 7 ・事Z噌"
f t " " .  _ 由? 量調唖暗闇幅譲聾暗闘酬額醇晴雄訴訟櫨輔綜期撤ぱ卒論輔

E 本 金 異 製 作 所

魁造元ダイ' J( 勺工業掠武曾詰
型 状 儀 費

由 主 陣 絶 無

ア ル ミ ハ ヒルタイ ル 酔・ｾｾ 木毛 セ 〆 〉ト板

ヤハズラ ス 広 司 日 力ラ- ぺストス

ボード ｾｩｾ￀ 日 ＭＯｾ

ビニール加工板 ｉ［ｾ孟 ピ二床タイル

メラミシ加工板 【4〆a圃 プリシ ト合板

30メ- 力一代理自

雲表 ､ｩｾｬ 芝枝記
T E L  (541) 1861- 5 ・2131 ・2233 ・7060 ・7170



強 い ・ 美 し い

使 い や す い !

。竺竺PAm鋼管

住 友 金 属 22A52ぞfiJ254

燃えない都市づくりのため

角形鋼管が 注目をあびてきまし

たL 欧米諸国では 角形鋼管の

シャープなもち味が早くから買わ

れ 学校やビルを初め住宅などに

もどしどし使われています 。

・すぐれた断面性能 ・パイプの

強さに角形の使いやすさをプラス

. 両端を閉鎖すれば 内面からの

腐食度はゼ口 。耐久力は抜群 0

・仕上材とよく調和し加工・組立

も簡単 o

H 強く 美しく 使いやすく "

現代感覚を生かすのに最適です 。



あな たの曲曹を副長しく 、暮らしを 静かに 事を育てる

ｈ 腕阻カ ｾＱＲＰ サイズ
経済的にご使用くださいグ

工 工 工
広 幅 系 列 中 幅 系 列 舗 幅系 列

40 サ イ ス， 40 サ イ ズ 40 サ イ ズ

. 軍事社で は 、 肢 新 鋭 の ユ ニ バ ー サ ル ミ ル に

よ っ て 50サ イ ズ の ( H 膏長奮闘〉 を' Vi <' Ji立 し て ま

い り ま し た が 、 こ の た び ( H 形 鋼 を い 7

そう事 ｾｩ ｬＧｴＨｬ勺にご ｦｯｬＡｬｬｬｬ 、た だく ために、行ウ

ェ プ 刊 さ 、 フ ラ ン ジ恥唱ごとに 1'/ さ の 兇 な る

サ イ ズ を 追 加l し 、介 J 十120サ イ ズの ( H 形 鋼

の 桜 造 販 売 を は じ め ま し た 。

. こ れ に よ っ て 、 ( ; t . ぽおな じ ウ ェ プ 山 さ 、

フラ ンジ Ｑ 幅のなか で、 ， ｜ ｾ Ｑｦｴ Ｎ に 沈 、 じて、 ＱＱｾ Ｎ￬血

の 断 耐 性 能 の ( H 形 鋼〉 を 1'1111 に お 選 びに

な れ る わ け で す け ま た 、 ご 放: ・・nに I必 じて、

WI 時 、 納 入 で き る よ う に 、 1f.( J;t ・大 lilli . 名

古 ， Ｇ Ｂ震の Ｓ Ｑ 也 ｲ ，ｺに 香サイス Ｇ φ 在庫 をも ｾ，ゆ ｩｕ い た

し ま し た 内

( H 形 鋼 〉の ごf世I111 こつ い ては、 桃 川 市川 ;';1; ｾｬＡ 付

サ ー ビス ｈｅ へ お ｲＺ ｜ｉ 合 わ せ〈え Ｚ ｾぃ 。

《守寺 .t全;

同 一 重 量 置 に 対 す る 圧 縮 耐 力 。

・・ 広 幅 系 列 中 幅 系 列 ー偏 系 列

l司 一 重 量 に 対 す る 幽 げ 耐 カ ーー ・・ー

細 幅 系 列 中 幅 系 列 広 幅 系 列

I司 ー ウ ェ ブ 高 さ に 対 す る 幽 げ 耐 力 ・ー. . ・0 ・・ ーー

広幅系列中幅系列細幅系 ｾｉｉ

《主 な 用 途事

広幅系 ｾｉｪ ・. .  .  .  .  • .  .  .  • .  .  • • .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  ー・ 柱

材 、 基 礎 杭、 山 留 材 、 ト ラ ス メ ン バ ー な ど

中 幅 系 列

- ヰ主ヰオ 、 t孟りヰオ 、 キji キオなど

細 幅 系 列 ・0 ・・e ・ ・e ・e ー ・ー は り

材 、 桁 材 、 後 合 材 十 字 柱 、ラ チ ス 柱 な ど

。fhF電製轡電u . .. ;;;: ( 2 12)  



甲種 、乙種防火シャ ッター 製造 施 工 |目

|  ・品 種 キンクコ 一川 特 殊 チ タ メ ー ト 処 理 ・ 亜 鉛 メ y キ 棚 旨 訓 悦f寸f土上 園

l  E スフりヴシヤP . 5 ' . I ; ・重盈ス 7 リンクシヤメヲー ・手動式電動式シヤP . 5 ' . I ; ・特許自動シヤノヲ- I  

g艶

建築業者登録番号 (チ) 第5 8 0ワ号 甲種・乙種防火戸

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本社 ・工 場 大 阪 市 西 淀 川 区 佃 町 4 丁 目 3 3 番 地 電 話 (代表 ) 4 7 1- 8 3 31

宜底出張所大阪 Ｈ ＳＵ Ｑ Ｉ ＭＷＳＰＸ ・ 東京 Ｈ ＷＷＱ Ｉ ー Ｑ ＱＷＱ ・ 名古屋倒ト ＶＱＷＱ ・ Ｉｾ ｲＮＱｬ邸 〉舵 ＹＲ ・ 神 戸 惚ト ＱＴＸＹ 沼周3H l閃 其町他全国主要都市

. W Hを自由に変えられるハーフメイドサッシ

・無理のない合理的な設計

・設計から取付まで一貫したサービス

・安 直 廉 価

又ビシドルの

1¥-7/1f 守、、，シ

- オーダー メイ ド : アルミ、スチール、ステンレスサッ シドア各式

e  

日本スピンドル製造株式会社

大 阪 営 業 所

茨木第一工場

茨木第二工場

本 社

東 京 事 務 所

大阪市東区備後町( 綿業会館 内)

大 阪 府 茨 木 市 太 田 新 田 60

大 阪 府 茨 木 市 太 田 上 野

兵庫県尼崎市潮江( 国鉄尼崎駅北)

東京都千代田区( 丸ビ、ノレ403号)

金属成型事業部

電大阪 (202) 7991 ( 代)

電茨木 (07262) 4  7  41C代)

電茨木 (07262)5065・5066

電大阪 (401) 5551 ( 代)

電東京 (201) 0875 ・3605



弔電吻7 1-
押釦全自動式小型昇降機

動h

つ ね に 撲 界 を リ ー ド す る 我 社 の ア イ デ ア

圏工場生産される配線工事

革 界 初のコン セ ム〆 l 万 jt を1，，111 ｾ＠ J し ん JJ C  ' )(' '¥唱 '1工'1; ;) は る といl' i

に逼転。、出wます . iit っ r 工矧か30% ヲち‘ 也、 ;1 J  L  

自画 コンベヤーラインに乗る完全塗 装

パ b  処理式置 H よυ コr へ ヤ f 、赤帆時党' ‘ ，f "，、 小;: ￚ ｾ Ｎ 科 人 ｚ ａ

工場が完成 L ;! l. にのて 、別品 'J Ｇ Ａ＾ｬＧｾ，Ｈ｟ 丈 ｜Ｇ ， らり ｊ ｾ＠ .  

...， J  ¥1 /J  r  て4 代 人 る 〆イテ Y l:. ii!: 月l '- よq 叫 崎 、

匂 '吾 川崎与 と S へ ( ＧＩ ｐＮ 両 足 ｊ ・ Ｑ二 ｙ る ＧｊＮ Ｎ 日 夜 努力 い た ｾ Ｍｲ ， ぜ り ｾ f .  

¥ j  .. ｾ山 ｉ ｉｩ小 ・ ｴＡ ｾ Ｑ .  ，1、偽η 占泊 三 ［ の Ｑ 電 ｩ 月 ｾ ｦＯｪ として . ;， 勺ゆ るE員吻，_ ，Jp

' !H 1‘ 語 、

十 、 川 1柑 岨 "
ｨｾ＠ 'i'r .当1世: 均 ゴ I 仏 間 ，0) ' 興 I r x 高

J  3
。

' "a  
， 0  m 500 x  500 "< 600 

九1 5  0  5  0  "  
3  0  .. 600 <  600 ｾ＠ 750 

;¥1  I  0 0  I  0 0  "  3 0 '  150 <  750 ｾ＠ 900 

"， 0 0  
2 0 0  .. J  0  "  

，e00 -: 900戸 1. 050 

:'01  3 0 0  3 0 "  1.  OOOx  1. 000 ・' 1. 200

。 Ｇ ， ｾｊ 3 0 1'1 ' ; ¥1 5 0 B l; 史 .. I  0 0 、
J  .- J  0  A  ' :'01  5  0  ̂‘ A  I  .; J 、ι 肉 ， 守 九 2 0 0 ¥' τ ，

KU，刷 ) 1] マカ" イ工業株式舎訟

大阪市西区京町f I . l i i 2 - 3 0 也 品 大 l以 ( 4 4 3 ) 3 4 2 1 - 5 / 収 J;': r. I;.1じ|メー/:' : IHf 1  9  "ι ぷ 点 以 ( 9 1 3 ) 3 1 4 6 - 8  

名 古伝市 中区東陽田f7ー 2 '.l!: よf; 1'， ，' ，'11' :  (24)  0372 J;( r. I:di' i ' ! ; . ; j メ; 条泊 I/li 川 悦 I/li 八' ，l1.:，fj:;( 同: ( 23)  9532/ 1，' ，¥i，l qdi W川IIIf 3- 26 "正，:，r;r，'，il;lq (  2 )  4777 



アスヲアルト防水ほ牟限保設す3

日本アスフアルト防水エ業会の仕様による

経験ど技術のエ業会員ヘ ー

日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 会 員 名 簿 (イ ロハ 11原)

| 地 区 会 社 名 住 所 電 話

北 海 道 地 区 | 日 本 ス レ ー ト K K I 札幌市北三線 4 ー 1
| ②3倒 4 ω

東 北 地 区 | 大 和 工 業 K K 仙台出張所 | 仙 台 市 二 日 削
| ③7790 ②ω  

井 上 涯 青 工 業 K K 東京都中央区銀品以来 2 - 13 (541) 1974- 5  

伊 藤 建 材 K  K  東京都台東区渉手即島 IIIJ77 (871) 5311(841) 5729 

北 条 涯 青 工 業 K K 東京都中央区浜UfJ 3 一 7 (551) 2676・4382

Y  K  金 岡 興 業 東京都新宿区柏木 5 ー 1172 ( 361) 5947・(371) 1337 

高 山 工 業 K  K  東京都千代田区神凶小川 町 1 - 8 (251) 0161- 3・1301- 2

関 東 地 区

涯 青 建 材 K  K  東京都中央区銀雄東 3 一11 (541) 6945・7834

桑 原 建 材 K  K  東京都文京区新諏訪町 G (921) 0448・0647

大 和 工 業 K  K  東京都荒川区南千住 6 - 42  (891) 1144- 6・7155- 7

マ サ ル 涯 青 工 業 K K 東京都台東区新坂本町61 (841) 8501・( 871) 28日

藤 井 エ 業 K  K  東京都文京区林IIIT94 (941) 0271・2582

K  K  柏 商
42。玄.  

東京都千代田区神田 同朋 11f T 3  (251) 8867・7517

K  K  金 港 商 庖 横浜市西区高島 11f T 1 - 1  ⑬7846・8476- 7

l 中 央 建 材 工 業 K K | 鈷 屋 吋

東 海 地 区 日 本 建 材 興 業 K K 名古屋市西区南押切町 5 - 12

|@04962066 U  

@6860・2574・0415

日 新 工 材 K  K  大阪市西区新町北通 1 ー 17 @l 3785- 6・2721

マ ル エ ス 工 業 K K 大阪市福島区上福島南 1- 152 ⑮2360・2030

近 畿 地 区 K  K  新 光 商 庖 大阪市南区塩町通 2 ー 13 ⑫7195- 7・4467

高 山 工 業 K K 大阪営業所 大阪市北区老松町 2 - 19 ⑪5976- 8  

;青 7]< 興 業 K  K  大阪市北区鶴野町34 ⑫0251- 3  

! 豊 永 建 材 K K ! 広島市南竹屋町

中 園 地 区 束 中 園 防 水 工 業 Y K 岡山市磨屋町22
③22日・6302

エ 業 K  
K l - 脚 1f T |②8697 

K  山 本 商 会 松山市立 l町2 - 95 ②2717・8422

日 新 輿 業 K  K  延岡市本小路74 4305 

大 同 工 業 K  K  宮崎市崎通 6 - 82 8155- 6  

九 州 地 区 K  K  工 キオ キ土 門司市大型束通 101' 自 ③ 1468- 9  

安 藤 工 事 K  K  福岡市大浜 1丁 目新町95
| ②6968 ③57 

K K 北 原 建 材 商 会 鹿児島市上之園町62 0 0001- 2  

日本アスフアルト防水工業会関西事務所

大阪市西区新町北通 1- 18 日新工業 K K大阪支I苫 (531)  5281- 3  



本 邦 最 初

( 8 4 5 モリブデン

ステンレス製)

最高性能・経済的・安全な

(暖 房 ・ 給 湯)

営 業 品

オイ ル バ ー ナ ー

瓦j析熱風暖房機

軽 油 ポ イ ラ ( 銅 水 管 製)

重 油全 自動ポイ ラ

モ リブ デ ・

( 水管ス テ ンLX製)

都 市

プ ロパン 瓦斯ボイラ

( 銅 水管製)
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目
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N O. K 2 0 0 型
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費量、議勾配医根氏

軽快た道代建築枚

日涯ヌー ， ｲＭ ｩＧ ｉｾ ソイド
8jli ｝Ｇｾｉｌ テン ｉｉｲＷ イ〉タ

伸 縮 目 地 材 工 キ ヌ1¥0ンタイト

包 ロ タ イ ト

コーギング牧シールセ〆ント

日 施 化 学 工 業 株 式 会 結

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重洲1- 3

T  E  L  (271)  7000 ・5463- 5

営業所及東京工場 東京都荒川区尾久町 令ー101

T E  L  (807) 代表 0161 - 5

大阪営業所及大阪工場

大 阪 市 東 淀 川 区姻上通 り3- 39

T  E  L  (391)  0924- 5・2045・2079



- ・あなたのセンスがそのま、生きる

， 
• 

ハ% 伝統と技術にはぐくまれた美しい3 つのデザイン

お お おμ 東洋陶器株式会社

並級￥ 12，700

本 社 / 小 倉 エ 渇 / 小 倉 、 茅 ヶ 崎 、 滋 賀

大阪営業所 / 大阪市東区高純僑Tel (231)4518- 9  

1  4  2  4  

⑩ 

JII ロョお語材F

川 口 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

本 社 東京都目飾 区本凶四ッ木町5 4  1l l 話東京(697)61! 1 (代表)

東京営寮所 車京協干代田 区神田訟本町1 3  電話車京(291)4941 - 4946 

( 川口 ピル]

文庫曾寝所 大 阪 市 南 区 北 炭 屋 町 3 3 ‘ 醤大医(271) 4 3 5 ' - 9  



会員の頁用

会員の 11へどしどし

お似りをノ

IIllfれ38)f.. t [ 月口より ，この「えs築と

社会」誌に新らしく「会日の五」側

を設けまして，会品の皆さんのJ17を

のせております。

協会 !τ 対する注文， tu依火; に. Mする

!さ:tn， ζ 芯見，建築界のいろいろな

問題' こ対すると! 感; 1: 1. ¥，その他何でも

よいですがみ ，どしとしお便りをお

よせ下さ L、。 r会nの1' .(J 制に集録

していきます。字数はハガキに汗け

るE 皮でよいと思います。乙のハガ

キをご利用下されば怪いです。

掲載の分には粗品塁上

11 本R t 築協会編集委口会

5 円 切 手 を

お貼り 下 きい

Ａｬｩ ｩｾ イ更はがき

大

日 阪

「 本

建 建

点

区

築

と 築
ｾ ｉ 七

fJ 
出I

iR 

メ..Dうz、

、- - f iミL  

/i 三):，..え

貝 七

の

頁

+1品|

イ ｾ ｲ



会 員 の 頁 原 稿

住 所

役 職 氏 名

会員の貞へどしどし

お便りを/

乙のハガキをご利用下さし、。

1. 字 数 600字以内( 原則j として)

j乏くなる場合は別 [ζ 手紙

でお送り下さい。

1. ) 切日自由。

1. 内 容 内 容 も 白 白 で す 。

l.m 載掲載号を一冊呈上いたし

ます。

1. 粗 品 進 呈 掲 載 の 分lζ は粗品呈上

します。

1. とく名 とく名希望の場合はその

旨明記の乙 と。



A 企t
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b  

ヨ'"
員 表 彰

.ド

会館建材展示場の展示替え

について

本会会館の- 階展示場は，会館新

設以来， Iゴ;本建材協会で各種建築材

料の展示を行って関係者に多大の仮j

I を供し好評を博 して おりました

が，乙のたび，各種建築材料の泌ぶ

を崩し，大阪建築金物研究会，大|坂

建築現場金物組合の 共 同 で建具金

物，金属の種類lζ 限 って関係製品を

Ａ 民 ボす る ζ とに なりました。ｾ兵金

物lこ関する限り総ての製品が展示し

てありますので，大変便宜でど参考

になると存じます。 何卒お誘い合せ

の上ど来観のほどお願い申し上げま

す。

会 員 表 彰

ー年 7 } j の第15凶国土雄投巡聞に際し，下記会員諸氏は繕設界におけ

る多年の功労によ って建設大臣より表彰をうけら れま した。 乙乙に誌、し

てそのど栄誉をお炭びトI-i し上げます。

記

小 柴 賛 台 氏 ( 清水娃設専務取締役j

奥 村 太闘郎 氏 (奥村組社長)

神 谷 新 一 氏 ( 竹中工務l占常務取締役j

[L I ，井幸次郎氏( 損保料率算定会委員)

佐 久 間 泡 治 氏 ( 佐 久 間 建 築 設 計 事 務 所 長)

ノ]く 田 lfl l 三 氏 ( 大 阪 電 気 ・暖房商会専務取締役)

、ド 山 京 平 氏 ( 平山工業社長j

松 村 雄 二 氏 ( 松 村 組 副 社 長j

J苦 木 皇 太 郎 氏 ( 倉 敷 レ イ ヨ ン 企 画研究室)

日本建築学会近畿事務所並に同学会近畿支部の

移転について

昭和31年 10片本会の会館新s没と同時に，七l本建築学会ではその近滋 'JI:

必所と近滋支部を会館内』ζi 泣き ， J，丘滋支部の事務をみ;会( 乙si sl¥¥して今 LI

に及びましたが，このたび，大阪科学技術センターのビル竣」二州、|旬、，

学会の近fi ぬ:jj 務所を 8 .FJ 1  LI より同ヒリレ μ 移転開設して，本会の学会近

畿支部の事務受託は終了いたす乙とになりました。な お学会は，会館の

4  ｩＱ，Ａ ｩ に近官 民 Ｇｪ ｾ 務所 の分布を設ｩ￭ＧＨｾ 、たします。また本会のtij: 記長であった

ill l
悶誠 ー若 lま，本会をi忌験して学会近散文郎のが必局長として Mf いた

しますので似せて会告1 ¥1 し上げます。
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田辺工業株式会社
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第 3 回 実 務 に 直 結 し た 新 企 画 の 各 種 説 明 会

『新しい ・照明型式と鉄筋と化粧板 ・説明会」

日 時 8 月 9 I:l ( 金〉午後 1 1時30分( 開会) → 5 1侍( 閉会)

会場千代田 生 命ピ ル Ｙ 階ホ ー ル Ｈ冷 ＩＩｪ 完ｾＱｉｩＩ

(大阪 ・平野町 ・御堂筋角〕

定 員 250れ

説明 内容と説明者

N E C'，益子ライト について

新日本電気株式会社特品部長 工 学 博 上 池 出 虫氏

N E c m子ライトの構造と技術について

新 IJ 本屯気株式会社技術課係長 村 井 治 郎 氏

布 ＱＱ 剣の新ｾ材について

株 式 会 社 神 戸 鋼 所 鉄 鋼 事 業 部 長 取 締 役 首 浦 A 俊氏

“ 卜リコ ン" の技術的な説明について

株式会社神戸製鋼所鉄鋼技術管理課長 111  
};;j Ｈｾｾ＠ 彦氏

“ アノレカラー" の技術的な説明 lζ ついて

総式会社神戸製 鋼 所合金第 二 ＱｾＱＱ 発総 長平 怯 剛 毅氏

(I ill!: 岡 “ トリコ ン" を上映いたします)

協 賛 新 11 本 活 気 株 式 会 社 株 式 会 社 神 戸 製 鋼 所

(IJfJ 似通知則ハガキを 7 ):j 30 円近散在住会員に別途発送いたしました)

口 “ 第 三 の 光 " N E C電 子 ラ イ ト 口

[ I_，t;でi此もJJに完成した N E Ci l i : 子ライトは，従米の白熱'41fま( 点光

iihl) や蛍光灯 ( 総光源) とはみ; 質的に種業員の巡った第三の光( 面光Wi O

です。では乙の画期的なN E C屯子ライトは，その特長からみた用途を

あげてみますと， ①板そのも のが発光するため場所をとら ない。 ②が命

が飛躍的に |向上 しているため安心しでもと則 できる。①発光H与lζ 獄皮が上

ら な いので特似 ｈｊ 途にも 利用で きる。｀消 Ｑ ｾＧ ， ｉｌￎｊ が少 いので経済的であ

る。@どんな型でも出きますので設計が自由です。@ 振動や衝撃などの

彩科をうけ ない堅牢な構造( 泌い鉄板上 lζ 後光質をホ ー ロー焼付けした

もの) です。⑦色調が緑，背緑，経，白，j 定，桃の美しい色が出来ます

ので装飾用 [ζ はうってつけです。乙の別途をた験 lζ 上げてみますと 無|坂

l乙存イlーするといっても過言ーではありません。特l乙新往材として新しし、ム

ードを判。られ ることを雌信しています。

口 神 鋼 の 新製 品 “ ア ル カ ラ ー" につ い て 口

事11制アノレカラーはアルミニウムおよび耐食アルミニウム合金紋に密着

性，加工性， illj ，t(I民性，耐食性の世話れる特妹1':! 色塗料を塗装した製品で粁:

々の成形加工が出来る乙とを特長とするもので ，その鋭れ た加工性はそｾ［

J t: 折出lげ，角型，丸型の絞り ))11エミ事業材の /JII 工限界まで成形加工が可能

で， (!史mri におけるかl工工程が短縮できる利点があり ，耐候性，耐食性

は従来の塗料およびラミネート板に比して世話れた性能を令ーしてい る。ま

たi高い脱皮のものも ;1¥米，使 )1J 途によ り紋も i歯した型を選定でき ，H み

の色がi! J . られる。

以上の品質特性と他の化粧板より llidt U i である乙とからその用途はひろ

く， ピノレ，家屋，倉庫，工場等の建築用外装および内装K ，車両， 自動

車の外装，内装，アクセサリーに，その他電気製品，家具装飾品，各額

百板等近代感覚l乙マッチした新しい製品“ 神鋼アルカラ .，は必ずや関

係各位の注目をいただく ζ とであろう。

会
昌二

t::l 2  

新 しい・ 照明型式と 鉄筋と化粧板 ・

説明会

口 神 鋼 の 新製 品

“ T R I CON" に つ い て 口

鉄筋コンクリ ー ト構造物に使用さ

れる鉄筋は，従来-1". として普通丸剣

が使刑されていたが，" hJ <近製鋼技術

の; 進歩 lζ 1' 1' って引張強さの高い鉄筋

が出来るようになった。しかし鉄筋

の許容応力を高めるためには，鋼材

の引張り強さの高い乙とももちろん

必要であるが， 乙の易合大切なのは

ｓｴｫｩ 校 ｪ のコンク リ ートＡｲＮ対する ｉｾ 付おノ ｊ

がそれl乙相応して大 きくないと ，そ

の効果が発揮できない乙とである。

TRI CON は，この点に着目し鉄筋

の断面を円形から三角形にすること

によ り同一断商政で鉄筋のj司長を飛

躍的 lζ 増大させ，表面lζ 付した特有

の炎起と相候って強力な付芝j' カを持

たせ，鋼材の成分調整によ り鉄筋ド l

身の強度並びに靭性を/ ; 正保した高桜

ノJ 災j彰三flj 鉄筋である。

その高い許容応力度，付着応力肢

に関しては建設大臣の認可を得，各

地の大学，研究所における確性試験

及び多くの使用実績によ り，その経

ｉＮｩ ｈｾＧＮ がすぐれている ζ とが立証され

ている。

ｾ＠
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会 告 3

キリ ンビール尼崎工場見学会

夏 の 会 員 懇 親 会

会 場 袋 内 図

i[ 

寸 円ごl l l f 日

口堀栄三家は南朝賀名生の行花所で

あった。現花では，19J治』ζ 村牟を多数

抜き とり ，差11¥(j 居を廻し大改造が)J II

えられて，昔日の雨f影彦はほとんどJ

めていなLい、、。しかし今なお残さ れた

数ノ本ドの村1等 lに乙は，117い痕跡が多く 見

られる。これをたと、って復原するの

は大変困難であるが，恕像される と

ころでは安i灯時代前後の現存最古の

民家であ り， f I重な逃椛であ る。

II. 条I1IJ ーは j Ji い村治:である。 中でも

栗山正一家は脱長 |・三年の棟ヰしが発

見されたな派な 111日j烹で，今井の今凶

家( 炭安三年) と共に桃1ｕ ｽ Ａｅｬｉ ｉｏＧｽｾＮ を

知る目前なj立桃である。土聞は大 き

し そ の上堂々たる小尾縦lを見せ，

六時11取ざしきの中央裏手に納戸の桝

えがあ り，木制太 く， まことに桃山

| 時代の雄大さがしのばれる。旧五条

111] は東西に長い街道すじの 11IJ であ る

が近年の調査で数十棟の江戸時代の

IIJ ] 犀を見1.1¥し， しかも慶長以降述続

してその変遷過程を知る乙とができ

たのも全国的にめずらしい。とも j.IJ

丘条は江戸時代の情緒笠かな る|町で

ある。 (林野J己)

第 2 図 工 場 見 学 会

キ リ ン ビ ー ル 尼 崎 工 場 見 学 会

日 時 8月2 0 11 ( 火) 午後 2 11寺( 集合) ー 4 11与( 解散)

集合所 悶fG尼崎駅南( I { 1J.iE而11¥口前広場 ・同根会旗

申 込 17 r1 までに1起訴でj.9J i います。定員60併で先お締 切り ます。

* 見学会は株式会社問中小凶m従事務所殿のご斡綻をいただきました。

夏 の 会 員 懇 親 会 ( ビール パーティ

と シ ョ ー を 見 る つ ど い )

日 時 8月2 4 11 ( 上) 午後 2 11寺( 開会) → 4 1I! f30分( 閉会)

会 場 クラブ ・インターナシ ョナ ノレ ・カジノ

( 大阪甫京区高麗橋 3 ー 7 TEL  (202)  542811i= . 案内関参Jl の

会 費 500PJ ( 別に補助があり ます)

申 込 20日までに電話でお腕1いします。 但しJEL130:?" で‘ 先ず:締切りま

すo ｩｬ￭｜ｬｬｩｕ の都合上巾込者で巧 ｉｬ 欠席の以令でも会 Ｇｉｾ のされ Ｑ Ｑ｛を

りHい守すれ

昭和 38年 度第 1 回 古建 築見 学 会

五 条 の 古 建 築 と 市 庁 舎 を 訪 ね る 会

日 時 8月2 5 11 ( 11) 午前 9 11!j ' ( 集合) →午後 4 11お( 官何故)

集合所 同鉄天王手駅構内待合宅( 11' ，入日前付近 ・11中".lNIE

会 費 300ドJ ( f I : 食代その他)

申 込 往彼はがきに氏名，肋務先， ｦｴ 所を， ｩ ｾ 入の上 ＲＰ Ｑ Ｑ までにが ＩＧ［Ｇｩ す

るよう闘し、ます。主E f1201ンt を越えた場合は j111せんいたします。

古建築解説者 林野会孝氏( 大阪市、y大学講fjl )i)

行 程 国鉄天 t 与駅発( 和歌山総) 9 .23→五条駅 10. 56 →五条市庁伶

11. 10 11 .50→ ガ.条! 駅前旅館駒の昆( J i 平f : ! : ) 1. 00→( 貸切パス)

品11栄ベ家13. 30 ー14 . 10 ー ( 貸切パス) >巣山 11: ・官14.30 .. 

15 .1 0  11. 1 市街の見学後五条駅前 15 . 40分凶解散

交通費 人 Ｚｉ ｾｸ ← ， ti. 条 ( HJ 反) は名 I'!i' unの
ζ

と。

;， Il. 条市庁ff37 z没;tj. ｻｊｦ ｾｈｬｬ 築設， ＱＱ パｪＨ務 Ｑ Ｙｲ

hI!i T  株 式 会 社 奥 村 主Il

ｒｃ 造地下 Ｑ Ｑ［ 削ｾ 上 Ｓ Ｑ 終 日 造然限 Ｒ Ｑ Ｑ Ｘ

延! i . l l 築事国有1 2，115 .7n
2

峻寸.. 1961年 4} J  

予 告 : 第 2 1且古建築見学会 ( 9 ) i )  

イ木寺と秋篠寺を見る会



第 3 回 若 い 会 員 の 集 い

奈 良 の マ ス タ ー プ ラ ン を 考 え る

く パ ス に よ る 開 発 地 点 の 見 学 と 座 談 と 懇 親 会>

日 時 8 )J 2 8 11 C水j 午前 9 11!j 30分( 集合j ー午後 81時( 解散)

集合所 大阪駅西口パス駐車場 ・近鉄観光パス ・自主1: 会旗

申 込 23日までに電話でお願いします。但し定員50名で締切ります。

講 師 山口正和氏( 奈良市都市計画課)

片君子佼秀氏( 円本建築学会会w

会 費 500円( 丹食，懇親会経世 ・別に有I i 助があります)

行 程 大阪駅西口 9 .30→平・城ボ跡11. ∞ - 11 .20→奈良ドリームラン

ド11 .30ー12 .00→三笠源泉郷 ・光明閣( 昼食) 12 .30ー13 .30

若昂ーILI ドライブウエィ( 山頂) 一高円山ドライブウエィ→東大

寺15 .00ー15 .30→生駒山頂 16 .00 ( 回転展望台見学16 .00ー16 .

30) →競売テレビ 2 1桝( 座談と懇親ビ- ) レパーティ 16 .30- 18 .

30) 生駒山上発18 .30→大阪駅前解散20. 00の予定( 全行程は冷

民貸切パス)

日開発という美名のもとに火化財は火われていく。口重な捜1絞遺跡はフ。

J レドーザによって掘返さ れ，ケノてケパ しい建物が美 しい風景をつぎつぎ

と破壊していく。私達は机先から受け紋いだ文化財を虫かに育て子孫、iζ

伝えなければならない。ドリームランドの建設をめぐっての阪木発言

( 前兵庫県知1'10 ｉ こ卸 ｬｩ を発して，Ｇ，占 ｾｓ 奈良の俗化が大きくクローズアッ

フ。された。その後奈良は，大阪の観光閣の中で良識のない観光資本によ

ってl喰い荒 され，民族のふるさととしての占仰の風格を失いつつある。

乙れらの憂うべき傾向はますます激しくなり，平城; T ; 跡の問題，東大寺

境内の駐* 場の問題となってあらわれている。新しい係市の建設をにな

う私たち若い技術者は布市開発のrl' における文化財の保存のあり方につ

いて，今こそμ 剣に考えるべきではないでしょうか。上記の行程で危

にひんしてい る必良をつぶさに見IHlし， '1:. 駒!1 1 mでは講師 ・IlJrI .iE和，

片寄俊秀両氏を閲んでｾ談会をおこない ， ｉｾｊ＠ 11のぷ良について考えてみ

るζ とκ いたしまし7こ。

第 1 回 ・会 員 作 品 展

日 時 10)-j 7  11 ( j : j ) →1211 ( 1二) 6 円間( 午前 9 時30分一午後

7 まで展示)

A  

zコE

作

場

'" Pロ

毎 日ギャラリー

(毎日大阪会館北館と商館述絡地下 1 階)

λ［ 阪 市北 医 Ｒ 芝山船大二 ｌ 町 ＵＳ ｾ 存 地

111王位. 築協会々日の建築作品以外のもの

絵画! / 彫刻/ 点/ 工芸/ その他

河川 回建築写1¥コンター' レ 1 等→ 3 等入選作品/

Ｉｊｾ示 作品 ＵＰ ｨ

会
主ヒ

E ヨ

第 3回 若 い 会 員 の 集 い

奈良のマスタ ープラ ンを考え る

生駒山上回転展盤台工事概要

所 奈良県生駒郁生駒町生駒山上

設 計 近畿日本鉄道妹式会社

施 工 大日本土木株式会社大阪支広

構 造 鉄骨造 3階建 床一部問転

高 さ 地盤より線天まで18.2∞m

商 務 438. 91m"

七 銀J ＳＸ 年 Ｒ 月 Ｔ 日 ｾＳＸ 年 Ｖ 月 ＳＰ 日

円筒，円錐型の特殊構造で面積 140

ｭ 叱収容人民 ＳＵ Ｐ 名，毎回転 Ｕ ｾＲＰ

分逆回転可能の回転床を備えm河泉

および大和をー却におさめる景勝地

牛耳削J L t K建設したものである。

予 告 9 月の若い会員の集 い

「悠築の発想、における椛造と芯| 斤 j



A .  t t  
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第 6 回建築写真コンクール

. 懸 賞 競 技 設 計 募 集.

石綿 スレ ー ト使 用によ る

不燃性宅

. 賞 金

1等 1 点 20) j 円

2 等 2 点 10刀円

3 等 1点 5 万円

f Hi' 5 点以内 1 点につき

1万円。

ディテール: . u: ，アイデア1 i :

適当なる作品 5 万円以内o

J己念品応募者全員。

・審 査 員

狩野 若手ー( 委員長 ・工時 ・明大: )

池辺 勝( 工博 ・東大)

浜田 稔( 工博 ・東理. 大)

般井志一( 工博 ・住宅公開)

ー宅俊治( 建設省)

北村民敏( 通路省)

木子消忠( 住宅金融公庫)

治水 .  ( 大成建設)

柴附亥佐雄( 建築家)

治家 rir ( 工博 ・東工大)

. 締 切

IIH和38年 9 月30 円( 午後 5 時)

. 主 催

石紙lセメ ントボード協会

波形石綿スレー卜協会

住所 ・ 東京都中央区銀座 Ｗ ｾ Ｓ

(籾 白石綿ビJ レ)

屯話東京 ( 571) 1359 ・6914

. 詳細|は主催者κ お問合せ下さい。

なお，石綿スレート写f!; コンクー

ル併fI l i 中

第 6 回 建 築 写 真 コ ン ク ー ル

1. 主 題 ま ち ( 街)

2. 応募資格 日本池築協会会員 IC限る。

3.  大 き さ 州ツ切版粍度( 応募点数は制限しないが米発表のも

のj

4.  締 切 H百和38年 9 月20 日( 当日消印あるものは有効〉

5.  入選作品 1  ，等( 1  ;名) 10，000円

と 賞 2 等 ( 2 名 ) 各 5 ，000円

3 等 ( 2 名 〕 各 3 ，000円

以上の賞金 ・賞状および副賞

佳作 ( 5 名〉には賞状 ・副賞を贈る

6. 審 査 員 大久保昌一( 日本住宅公団)

神出津信i雄( 安井建築設計事務所)

北村降夫( 竹中工務庖)

木村 .i I T i 夫( 大阪建築事務所〕

多比良敏雄( タイ ラホート)

恒. 成ー訓( つ』ζ なりすたじお)

弥尾級一( 京阪神急行〕

楽袋公明( 口建設計工務)

吉岡吉雄( 大林組)

7.  入選発表 本人に通知する外「建築と社会J 11 月号で入選者氏名

を発表する。 入選作品は「建築と社会J 12月号K 掲載

する。 1，等入選作品は， 1建築と社会J 39年 1月号表

KKデザインにもちいる。

8.  入選作品 入選作品の内 1 ，等から 3 等までの作品は「第 1 回 ・日

展 示 木建築協会会員作品展J ( 10月 7 日→ 10月12 日於大阪

・毎日ギャラ リー〕κ 展示する。

9.  そ の 他 (a) 応募作品は希望者のみ返却する。

(b) 応募写真の袈f l nKは，暗号( 文字に限る) を附し

別に暗号，撮影場所， 日時，データ ，位二所，氏名

を明記 した紙片を封筒lζ 入れ密封し，封筒表面に

はl暗号のみを記入する。

(c) 入選作品は公表する以前K 他で発表する乙とは出

来ない。

(d)  入選作品を編集して本会で出版する場合の版権は

本会l乙帰属する。

口建築写 ＱＱｾ コン クー ｊ レ小委員会委員 口

宅資 内藤 一・rr ( 竹内事務所)

委員 白井和成( 近畿電通局〉

ilJ 木 茂( 大日本土木)



( 50音順)昭 和 38 年 盛 夏あ げ ま すし暑 中 お 見 舞 申

夫信皐諌男繁盛

ィ、到1)IJ l ，没株式会ドhl .i京支1;10， 常務取締役

!よ J:.} 市 鉄 砲 II IJ 1  0  8  

，IJ. ｾ Ｎ務処 材 株 式 会社取締役社長

川 幸

大 阪 市 内 i>5. 土 佐 堀 通 1 ー 16

11木冷熱工lを 株 式 会 社 常 務 取 締 役

堺 市上 野芝 ICJjケ I壬UO' 5 丁 1 2 4 5- 8

石
:J.‘ 

'ロ
貞井

主 主

同

量

文

)， ｲＡ ｬｾ 市北区 ｾｉ ゐ ｲｾｬ 2 ー 3 7

メx 8 ネ1: 竹 腰 建 築 事 務 所 次 長 11'1:5 

興良

1"1  ［ｪｾ冷熱工 ｒｒ 株 式 会社 代表取締・役

1' 1宅 躍 中 市 後 ケ 池 西 IlIr 2 - 6 1  

)11 石郎

大 阪 市 北 区 古 田 II IJ 30 

ｾｳＭ Ｎ 工業株式会社大阪支応取締役支倍長

太重里子
最

文

騰

大 FI ; j i : 土木株式 会 社 呼 務 収 締 役

五 十 /'!i乳 芳 雄 岩 佐 直 員IJ

株 式 会 社 大 林 組 取 締 役 副 社 長 (J' II.民 会 社 計 佐 建 築 設 計 事 務 所

伊 勢 谷 圭 作 岩 崎 甚 太 ｾ￟＠

事長式会社伊勢谷特妹硝子製作所 大 阪 市 - * 区 京 橋 3 - 75 

大阪市西区靭本町 4 - 83 代表取締役 株 式 会 社 大 林 系 且 工 務 監 '11

伊 丹 久
=口と

内 田 成 之

大阪市東区 ｾ｢ｪ 将 ｉｉｉ ｊ 1  1  3  

株式会社 J i 長木工務!i!? 羽務取締役

ｾ ＡＱ＠ :f"1 仁 業 株 式 会 社

伊 東 正 也

浦 辺 鎮 太 良H

大dlU阪京V市・jバ工務i浪A速s区2誕幸東，町没京通よ郎21-新6j 6L宿務灰電所側 15所6 1長・1346 

fr ｾＮ次 Ｔ Ｑ 築研究所所長
所 四ツ。谷40 1 - 2 2  

(ク ラ ケ ン )
電 6 6 8 6

飯 田 精 :究 自H )11 正

大 |坂 rli 北 区 日 !干I IU} 9  

株式会社竹 中工務応取締役設計抱当

共 同 設 計 株 式 会 社 取 締 役 社 長

池 田 宮 彦 j章 手リ
一

大阪市南区瓦屋町 3 番丁 オー トセンターピル 内外木材工業株式会社 咋務取締役

株式会社池田宮彦設計事務所代表取締役 大 点 市 深 野 南 1 0 0  

村

大 阪 市 北 区 梅 ケ 校 IIIJ 2  5  

.o、

寸
雄特

方藤安



暑 中 お 見 舞 申 し あ げ ま す 昭 和 38 年 盛 夏 ( 50音}I民)

尾 亀
主，同主

四 ｾ￟＠ 相 岡 +  
一

介

株 式 会 社 三 晃 商 会 専 務 取 締 役

大阪市東淀川区十三西之町 1 ー 1 7 5

阪急電気工事総式会社 専務取締役

尾 崎 久 助 梶 本 秀 尾

H建設計工務株式会 社 以 締 役相談役

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 町 3 9 2

八千代'KG設工業株式会社取締役社長

尾 崎 1専 一
ネ申 田 正 平

j品 化 工 数 製 造 株 式 会 社 代 表 取 締 役 株式会社 11 -4' シ ャッター製 作 所

尼 崎 市 下 坂 部 字 久 々 匁|前 2 3  5  内 宅 神 戸 市 東 灘 区 住 占 IU] 亦 塚 山

大 井 弘
，ミム口a、

虫H )1 1  崎 敬

大阪市北区宗込町 44 第一ビノレ 2 附 大 阪 市 iL¥i 1孟 靭 本 町 4 ー 103

附大井建築設計 事務所 代表取締役 株式会社近散ｾ設代表取締役

大 木 末 ;欠 木 下 園 男

大 阪支} ，1;
大木阪建市常設[! j ; j 務株取|孟締式商役会支Pi1l社倍Z大l長: 通 3 - 3  

株式会社内外: 与: 以代友取締役主j 長

大 ;畢 幸 平 栗 林
一

馬

大阪市東区今 ｦ ，ｾ 5  
2  

大 学 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

1: 1本 建 築 協 会 和 歌 山 支 部 支 部 長

大 林
ー方..... 

自H 林 f尋 "むt、

大 阪 "1 J . ，j . { 区ぷ桁 3 - 75
大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 20

株式会社 λ 林 組 取 締 役 社 長 小 林 得 志 建 築 事 務 所 所 長

岡 良H 鴻 池 藤

株 式会社 附 組 取 締 役社 長

大 阪 市 此 花 区 伝 法 町 北 3 - 6 7

株 式会社 約 池 組 取 締 役 社 長

岡 本 1寸- 主1=主ョ

佐 藤 辰 夫

林 唯 夫

人: 1以 rli 1剖| ぷ阿波脱出i ! 品 2 58  | 勾外木材 工業 総 式 会 社 専 務 取 締 役

株式会社 ｉｉ ｦｊ平 ＧＱＭ Ｑ 主主主主設計 ｾ ｊｩＺ ;務 所 大

*  

深 野 南 1 0 0

海 上 静 佐 藤 太

大阪市南1><' 縦谷仲之町 62 (市 )1 1ビノレ) 大 阪 市 北 区 南 j訪 山IJ 11  

株 式 会 社 海 」 ニ 紛 ー 建 築 事 務 所 近 徽 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 会 長



中 お 見 舞 申 し あ げ ま す 昭和 38 年 盛 夏 (5哨 |民)

佐 里子 正
一

株 式 会 社 安 井 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 社 長

仙 田 四 fls 

本東名京古屋ギ務事社所務所大東京名阪都古中屋市央市区東宝中|区町区2-栄淡4町(第路5二-町5ぬ(利日2 彦生-ビビ、3ノノレレ4)  )  

大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 - 3

関 西 媛 房 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

雑 賀 孝 夫 田 中 政 一

和 歌 山 市 小 必 原 通 5 ー 1 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 4 ー 104

株 式 会 社 雑 貨 建 築 設 計 事 務 所 大 島 応 用 化 学 工 業 附 取 締 役 社 長

斉 藤 光 夫 回 キサ 史 fls 

株 式 会 社 三 晃 尚 会 取 締 役 社長

大 阪 市 西 区 京 町 刷 1 - 1 7 0  

社団法人 日本建材協会 常 務 理 事

坂 j)g 幾 男 高 木 幹 祐

株 式 会 社 坂 内 R l ! 築 設 計 事 務 所 八幡エコンスチー J レ 岡 大 阪 営 業 所

渋 谷 幸 雄 高 3頁 洪
一 fls 

大 阪 市 南 区 鍛 治 屋 町 52 大 阪 市 北 区 中 之 助 4 - 3 9  

渋 谷 金 属 産 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長 株 式 会 社 朝 日 工 業 社 代 表 取 締 役

島 回 啓 太 fls 高 橋 慶 夫

治 水 建 設 株 式 会 社 関 西 事 務 所 長
大株式阪会大社阪市大市西主淀i区i築川事区京務相所i川町取中掘通締 2 - 75 

自 宅 大 阪 府 吹 田 市 高 城 町 15

自 宅 東 | 奴 役2社2長 4  

島 キサ 佐 次 fls 竹 腰 健 造

和 歌 山 市 4 悉 丁 屯 話 ②3338 大 阪 市 北 区 堂 島 I:j J 2  - 37  

l込 村 m 築 務 所 双 星 社 竹 股 ; 建 築 事 務 所 所長

庄 里子 勝 実日 見 義 夫

不 動 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長 株 式 会 社 斎 藤 省 三 l樹 脂 大 阪 支 出 取 締 役 支 庖 長

5頁 賀 豊 ii口h  fls 地 頭 政 人

大阪市山区土佐捌: i f f i 1 ー 14 大阪市北区若松町30 ' ，[i必似1) 9004 ・9016 ・4825

須 賀 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長 小 俣シ ャッター工業側大阪支j苫 取 締 役 支 出 長

銭 局 輝 之 塚 本 猛 次

大 阪 市 西 区 阿 波 座 上 通 3 - 2 大 阪 市 東 区 横 堀 2 - 38

株 式 会 社 銭 高 組 取 締 役 社 長 日建設計工務株式会社取締役副社長

一 一 一



( 5 0，/寺順)昭 和 38 年 盛 夏あ げ ま すしお 見 舞 申中

修島西ヨ11成恒

大阪市東成区大今里北之IIIJ 4 - 1 2 7

協同金属工業株式会社取締役社長

代表者つねなり ・すたじお佐』

.es  太

大 阪 市 IJ l.j 1き京I l IJ 刷 2 - 3 7  

Ｑ ま式会社大 ｉｾ､ ｦ［築 τ 向五万 ｦ リ Ｑ ・務取締役
1'1宅 n il同 市 以 ケ 丘 3 2 0

徳時鳥西
謙女悶東

1  9  

所長

大阪市ｾｉｩ 1>( 伏 見 111]" 5  

株式会社点畑 ｩｬｩ 築 Ｇｊｾ 必所

郎景日真藤内

大 阪 市 北 |文相Jt 問 8 ( 銅版急ピノレ)

; 奇妙熱学工業( 附大阪支}h 取締役大阪支防長

大阪市浪速I文元11汀1- 742 ( 藤本ビ・ノレ)

紘式会社竹内五f ; 築事あjifr 代表取締役

手H

大阪市以| 区道修 IIIJ 4  - 2 1  (相11戸銀行大:1仮ビル)

彦 谷 建 築 設 計 事 筏 i明

谷彦夫和

野 間 8 5 6

: 0 材 l月 jよ_1'.

1iE 

119 

西

Ｇ，Ｚｾｾ＠ 11' rli 

株式会社 41  

中

.es  太

株式公トi ‘l'ー問タ イ ル 副社以

大阪 市州 ｉ ｾＺ 阿波内 ｬ ド Ｑ 5  

作田平金

. 京 区 楊 栴 通 烏 丸 IJ Li 入

金 三 耐 j占

キサ

ボ占1I 市

111 村

中

賓田贋男朝道中

大 阪 Tli )Iti 1孟 火 山 II Ij ・9 27  

ボ 阪 興 業 株 式 会 社 取 締 役 ネUx

出 品 Iゼ相1 生 l町 27

中 道 組 代 表 取 締 役

大 阪 市

株式会社

生朝田福大正尾長

人: Ｑ 絞市北 ｉｾ ｾ た ｪ ゐ Ｑ ＱＱ 2 - 37  

メ: J ( [ ，f . 社竹 j以 往 築 'J I: 務 所 次 長

代表取締役" 本エレベーター工業附

薫

J.:.. ｉｾ＠ l1i  1判1>( }I Jii 雌 III J jill 4  6 1  

抹 式 会 社 協 永 住 築 設 計 'J ｾ務所代表取締役

力く福

浪 花 利 雄

大阪市北区堂品船大工町 53 (侮日大阪会館北館)

東洋キャリア工業株式会社大阪支防

電話側8356 (代) 常業部長

i ' I 宅大阪市住吉区JfF江東 5
15  

南 里 正

大阪市北区堂品船大工町53 (毎 H 大阪会館北館)

tlV乍キャリア工業株式会社大阪支出

電話側8356 (代 ) 支 町 長

ＯｾＱｾ 市業平 ｩｕ ｊＳ Ｗ 芦尾錠内電話 ＩＢｩｊ 烹② ＵＹＰＶ

正木藤

大 阪 市 * 1豆 1雨林I l IJ 1 ー 13

株 式 会 社 藤 木 工 務 所 取 締 役 社 長
1::1宅

文贋

、(l . 拘I : i l l ，没紘式会 H 常務取締役

1' 1 宮北河内 J l1S門只町字上向頭28 8

電話大和田③0667

星
男末

大 阪 市 Illi 1ぎ 商 品 [ ¥II 1  8  

IJy 岡 商 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

岡西



暑 中 お 見 舞 申 し あ げ ま す 附桶 1 38 (， 1: 椛 夏 ( 50背I1ω |  

本 Bム 樹 室 山 7.1< 庄

株式会礼二晃尚会取締役付業部長

自 宅 究 而市以ケ丘375 fE訴Jt 而2655

本 史田

本1J 1 1こうた 株 式 会 批 取締役トI:k:

Ii'セ ボ都市東山| ズ山科御陵、li 林 UIJ 2  

本

. A.  

寸コ
田

ｔ 代 間 ー ｉ ＮＮ ｾ 止 Ｚ株式 会 社取 締役 社 長

谷

株 式 会 社 宅 れ 繭 1，1" ，取締役判長

fls 森 喜 代 之 助)11 

i也fTlr行11.1之 '::jI Il J 1  1  ｾ屯訴 Ｐ Ｗ Ｒ Ｗ ① Ｘ ＱＴ Ｙ

森 川 一 級 建 築 士 事 務 所

山
五

ロ fls 口

不 二 D l 設 株 式 会 社 取締役社長

松 陽 雄 山 豊尾

内外ア スベス ト附 Ｉｾｗｩｸｬ ，ｬｩ 取締役xl ，li k:

大| 坂市総 ':b i>Z {，fS '::j ｊｾ＠ j並 1 14  

田

大 11.-1、 t小:( ，州大阪支) ; l i 取締役文1，1; 長

キ公 本 大 平 山 本 亀
;欠

大 阪 rli 州 |夫 以 IIIJ 品1¥ 1  - 74 

LII '::j 応用化て株式会社大| 以1 ' 111  I}長所

株 式 会 社 大 末 組 専 務 取 締 役

1I 宅 以 布 日ff 尻 17

宅 昭 山

ー'七 百 % 紘 式 会 ト|ー取締役社長

i ' I ' 七大阪市阿抗日!f [5(fl: ，1;"111]" 2  0  0  4  

7.1< 本

大 阪 市 北 区 蛍 '::j 111  2 - 30 

総式会 H: 竹 中 工 務 1，1; T.  

南 長

|  斤 同 株 式 会 社 大 阪 支11l; 支 出

F 品 『

昂 後

大|坂 市 天 王 !j 灰 上 汐 111]" 6  35 

後 継 正t 築、F 務 所 所 長

栄 本 i葉

11 11<t 業化ー1.. 抹 式 会 社 取 締 役 社 長

稔 本 義 樹山

株 式 会 社 銭 高 釘l

士

口

2 主二

時主 fls 山本 太

株式会ト| ヤ マ ト 電 気 尚 会 取 締 役 社長

健 喜 fls 横 田

大 阪 市 内 成 l玄 桶 jill 9  - 24 

株式会社 ｬｾ Ｎ yi:. 社 代 表 取 締 役

キサ 石 秋 田 キサ

大 阪 市 決 法 IXーや IIIJ j辺 3 20 

i良 迷 合 板 株 式 会 社 代 友 取 締 役

太 fls 和

j良法王t材工業株式会社- 代表取締役



南海電鉄沿線 11 : 建つ新住宅コンヲ ール入選作のひとつ

豊 か な 色 彩

お い し い 空 気

理 想 的 な ご 家 庭 づ く り に

高 級 鉄 筋 住 宅 分 譲

南 海 広1 'J! l 線 中 モ ズ 初 芝 問 京li.駅 々 iil i 中 モ ズ ゴ ノ レ フ 場 y，..

新 住 宅 設 計 コ ン ク ー ル 入 選 作 4 詳細は 5 月号参照

戸 数. .. .. .... ....... .. 8 戸 敷 地 ・・・ ・・ ・ ・ ・・ ・・ ・ ・ Ｍ ・約 ｬ ｬｏ ｊｾ ［

建 物 ・・・・ ・・・・・ ・・延 約40坪 鉄 筋 ラー メ ン 構 造 2 階 辿

南海m鉄沿線 l1: rnつ新住宅コン世ール入選作のひ とつ

E j 量三正丑司

大 阪 市 南 区 難 波 新 地 六 番 IsT 十 二 番 地 南 海 会 館 2 階

住 宅 開 発 部 経 営 課 T E L 大 阪 (631) 日51



品質日本一

営惨波型石綿スレート・大波・小波・大平板

業炉厚型スレート

品惨関西石綿煙突・普通品・特製品・火口用

目炉メタルラス ・リブラス ( 日米ラス )

ω  
日本工業標準規格 ¥0. 161}'/.!¥9.スレート

。 ｾＰ ＮＶ ＵＰＰ ｩ 出町Ａス ｌ ト

法定不燃材認定番号 ｾｯＮ ＵＰＰＹ

関西スレート株式会社

n
u

o

¢

丸

山

5

M

広

内
，

3

9
山

山

r
リ

小

川

.l

l

守
，

射

し

4

何

i
-

o

o

-

-

6

S

O

R

U

E

J

I

 

丘

ハ

い

れ

尾

川

山

仁

H

一M

.
一

=

H

V

 

奇

大

-

い
、

山

M
刷

。

h

川
出

品

ぃ米

ヨ
-
刀

'

T

E

d

J
J

-

同

門

工

業

+
ム'1

B

 

本

営



品〈久建材・超ひ 13¥く鉄板

スーJ¥'- Jt ' J I ν9" 式場ル

新時代 ＱｾＱ いＯ干した色っき ω ひ ＱＳＱ く鉄板

ｦ￯ｉｬｉ 阿 ＱｪｾＪ ＺｊｩｩｬＮ 刻 Ｇｌｉｊ

委しい ｐＯｾ ミ諸ひ ＱＳＱ く鉄板

ｊｴリ玉Ａｊヲル＿ルｾＭ，、

1I IJ I ! J ヲル克明ル製造株式会組

Zρ 床枝

、pζ ジ3

ー-ー
株 式 会 社 木 下 謹 三 商 応

大 阪 市 西 区 江 戸 嶋 南 通 5 ノ 3 5  

株式会社

大 阪

久

市 北

f呆

区 民

電話 (441) 5  4  0  8  .  5  4  8  6  

商 庖

砂 町 5

電話 (341) 0207 - 8  柑 36 - 7

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 広

大 阪 市 西 区 南 唱 江 大 通 1 の 1 9  電 話 (541) 6161 - 4  

合 名 会 社 利 倉 孝 商 庖

大阪市南区長堀締筋 2 ノ20 G1 t 傾線電停前)

電話 (211) 0  5  7  1  4  

京郵営損所京都市中京区河原町関川下ル 電 話 @ 3 2 9 9  

和 泉 産 業 株 式 会 社

大 阪 市 南 区 日 本 健 筋 2 ノ 3 6  

電話 (632) 0  J  2  1  - 4  

石 井 建 材 有 限 会 社

神 戸 市 兵 庫 区 東 田 町 1

電話 ③ 2  6  9  7 ・2 1  4 0  

シタイ ￞ｾ

タ テ パ ヤ シ 商

京 都 市 下 京 区 大 宮 通 四 条 下 ル

底

電話 @ “ ω ・@ ω 71- 2  

岡 田 建 材 株 式 会

名 古 屋 市 西 区 桜 木 町 3 - 8  

株 式 会 社 名 建 商

名 古 鹿 市 中 区 宮 出 町 4 1 ノ 2

社

電話 ⑪ 7461- 3  

. 6-

コE

電話 ⑧ 1329 .  21侃 ・泊 17

日 東 物 産 株 式 会 社

本 位・ 名 古 屋 市 中 区 東 瓦 町 3 9  電 話 ⑧ 6 1 7 6 - 9

厳皐出強所 ・ 岐 阜 市 竹 屋 町 2 7  電話 ① 2201 ・23帥

膏 盛 逮 材 株 式 会 社

本 社 ・ 広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8 電話 ② 228 1 - 6  

岡 山 ・ 岡 山 市 東 悶 町 3 電 話 ② 7911 . 8169  

福 岡 ・ 偏 岡 市 万 行 寺 前 町 I 4  電話 ② 5566 - 8  

ｾ＠ 1225 - 6  

関西三星タイル会員



/  

‘  

， 

アヲリドーム

ア ク リ ド ー ム は 、 自 然 的 光 を や わ

ら か く 室 内 に J与 さ 入 れ ま す 。

ア ク リ ド ー ム は 、 強 く て 軽 〈 、

而tf良 性 に 富 ん で い ま す 。

ア ク リ ド ー ム は 、 付 属 金 具 と

セ y ト の 先 見 格 品 で 、 広 範 囲 に ご 利

用 い た だ い て お り ま す 。

λ 三 菱 レ イ ヨ ン 株 式 会 社

4院 佐 賀 康 郎 . . . ，睦 区 " 蝿 2 "" 8 ( 野 党 ゼ' 叶 司E・. . 田川 田 町《犬代》

* 飯. ' " 大 販制' 1 : '三 中 之 島 ，.内" C帳 周 目 ピ ル 3 ・E飴 何回 } 包 川 { 次代 3

包 ｩＤＧ ｍ ｾ ｑｬ 名 古 鷹市 中村 区 岨内 ・ Ｗ ・ ｾｉＨ 稽 ｂ ｾ 省 属 会 鱒 Ｓ ・. .  ゐ t日 ) 7131 【f引

抑

新 発 売

Ne wT yρe 

室 内 や 廊 下 を ソ フ ト な 感 覚 で

包 む 新 タ イ プ の ゾ ラ コ ー トソ

フ ト を 新 設 計 に ご 採 用 下 さ い

タ ッチ の 落 着 い た 環 境

をつくりだします

タヲコート

ツヲト
. 関 西 ベ イ 三 ト 株 式 会 社



け土会¥

1  9  6  3 年 ・ 第 4 4  j 民・ 8 月 号 ・ 目 次

ARCHI TECTURE &・COMMUNI TY 。 金属外装特集 8  

作 品 作 風 大阪神ピ J レ・ H ・H ・. ...・ H ・.....・ H ・. ........ ・M ・.... ・H ・. . …股I t 施工株式会社大林組・・ H ・H ・.11

大証金ピ J レ・・・・....・ H ・... ...・ H ・.... .・H ・.........・ H ・... ・H ・IIt f十監環 日建股針工務株式会社・ H ・H ・..18

施 工 株 式 会 社 大 林 組

建 績 の 限 担当50音順: 泉沢智史 ・上村一 ・河島新吾 ・山本茂・ H ・H ・-… . ...・H ・.......・ H ・.....・ H ・.. 24

本 文

回前 脱 ・ 随 想 金属外主主について H ・H ・.. ..・ H ・-…. . . . ・H ・..… H ・H ・...・ H ・....・ H ・...・ H ・. . . 山根正次郎. . . ・ H ・..26

金属外装と建築の過程…. . . ・ H ・. .. .. ・H ・H ・H ・....・ H ・H ・H ・0 ' " ・H ・H ・H ・- …小川 正 H ・H ・.. .28

米国建築の金属外装とアルミニウムルーパー…. . . ・ H ・......・ H ・.. .・. . .浜岡 保・ H ・H ・.. 31

国各 自白1 . アルミニウム・・ H ・H ・...... ・H ・H ・H ・-….......・ H ・........・ H ・.. .・ H ・. . …・・・小松茂雄日 H ・H ・.35

材質 ・表面処理 ・加工 ・組立取付 ・維持管理

2. ステンレス H ・H ・H ・H ・....・ H ・...・ H ・-… H ・H ・...・ H ・.. .・H ・.....・ H ・....・ H ・- 菊池純一郎H ・H ・.. .42

材質 ・表面処浬 ・加工 ・組立取付 ・維持管理

3. 銅 ・銅合金…. . . . ・ H ・.... .・ H ・.. . ..・H ・.. ...・ H ・...・ H ・0 . " ・H ・...... ・H ・- …・恩岡 雄弘H ・H ・... 47

材質 ・表面処理 ・加工 ・組立取付 ・維持管理

4. ビニール金属板・ H ・H ・.... .・H ・H ・H ・. . ……. . .・H ・.. ..・ H ・... .・H ・....・ H ・. . 出水資蔵. . . ・H ・.. 52

材質 ・表面処理 ・加工 ・組立取付 ・維持管理

5. ホーロー鉄板. ... ・H ・..... ・H ・. ....・ H ・.. .. .・H ・.. .・H ・..... ..・ H ・... ..・ H ・- … 丸田 裕美・・ H ・H ・.57

材質 ・表面処理 ・加 工 ・組立取付 ・維持管理

包金属外義におt t Q絶縁の問題

金属外装における絶縁の問題・ H ・H ・-… H ・H ・-…...・ H ・.. ・… H ・H ・...・ H ・小訟茂雄H ・H ・... 64

回鼠 題 電気メッキについて H ・H ・.. .. ..・ H ・.. .・ H ・-…...・ H ・...・ H ・...・ H ・-…...・ H ・-石田 武男. . . ・ H ・，，74

金属外装と下地( アルミニウム鋳物の利用) ・ H ・H ・......・ H ・...・ H ・. . . 溝口賢太郎....・ H ・.74

アルミニウムの着色法( 着色塗装板) .... ・H ・...・ H ・.....・ H ・......・ H ・. . 荒巻 毅...・ H ・.. 75

法規と金属外装…. . . ・ H ・.. ..・ H ・.. …. . .・H ・...・ H ・....・ H ・. . . …… H ・H ・.. 山本康雄. . . ・H ・.. 75

米国i %庖建築権威者の来日・ H ・H ・.. .・H ・.....・ H ・.. ..・ H ・.......・ H ・....・ H ・- 豊田 孝雄....・ H ・.76

技術の頁 Ｑ ＱＮ 材料削 ｬｾ : アルミニウム建材の彩色. . . . ・ H ・-……. . . .・ H ・....・ H ・. . 園倉 栄・・H ・H ・.79

12. 原論舘門: 逃蔽係数(S hade F actor) について・. . . ・ H ・...・ H ・. . . 松浦邦男・. . . ・ H ・'83

会 員 の 頁 ・…………. . . ・ H ・...・ H ・..，・ H ・H ・H ・..…・・......・ H ・-・… H ・H ・0 . ' . . ・H ・.....・ H ・.. …...・ H ・.....・ H ・.72

近代建簸調査委員会報告 44

日本天主公数下山手教会聖へンリコ聖堂・… H ・H ・.. ..・ H ・....・ H ・. . . ・. . . 坂本勝比古. . . . ・ H ・.77

誠 人 シ リ ー ズ 第 8 回 ・ピJ レ大工( 稲森稔氏) ・ H ・H ・.......・ H ・....・ H ・...・ H ・H ・H ・.. . 篠田駿二H ・H ・". 86

会 報 6 月分・ H ・H ・.......・ H ・...・ H ・..…・・ H ・H ・...・ H ・...・ H ・...・ H ・..，・ H ・......・ H ・-… H ・H ・. .....・ H ・..…・87

夜紙デザイン : 表紙デザイン小債員会・ S Mデザイングループ

売 価 1 .  111 0 円・送科共

昭 和 3 8 年 8 且 2 0 目 印 刷 昭和 3 8 1Jt S J J 2 5 回 発 行

.  . 人 雄 弁 明 先

発 行 所 祉 団 法 人 日 本 建 集 也 会 大阪市 東 区北浜 3 了・ rr

. 医大阪. 96ω ・お49・鈴必書 領曾ロ庫大医掬975・

宛 行 人 神 岡 . .  -

印 刷 所 株式会社 研 文 社 大阪市北区倉山町鈴竃醤・ 2蹄11- "

印 刷 者 網 野 懲







12 

D A I HA N S H I N  B U I L D I N G  

段針施工 株 式 会 社 大 林 組

全 景

回 設 吾 | 者 の と と ば

阪神ピノレディングは. ｉ 明和 ＱＲ 年敷地全面にわたり地下 Ｒ 階地ＱＺ Ｘ 附ｾの大行貨

応として. : H 画されましたが，似々大東亜戦争 ICiJ!'i.il!lし ，一部} J f l l 工済の 4 桝を残

して工事rlJJ I:. の巳むなきに至り，仮外装のまま地下部分を行1 ' i : J仰と地上fm分を

阪神n:;: 鉄本社として使川されて参りました。

戦後阪神1U鉄本社がfffr 阪神ビノレの iJ l j 側に新築されましたので，本ヒソレは全部有

貨! 苫として使用されるとととなり . nn和31年から 34年にかけて1 1 "1改築がなされ

ました。

その後35年 9 )] より全館完成をめざして再び計闘が進められましたが，特に今

l口|は最近の交通量; の! i " : 力n. ｾｬａｉ 湯の不足など騒々の ＧＱＱ ｦ，Ｇｦｬｃより ， 、 ν ｬ 初の地下 Ｒ

階の計画を変更して地下 5 階( 一部rl 1l也隣) とするとともに，ランプウェイそ

の他の関係によりコア一郎分を内側に寄せてプランが進められました。

したがって，地下部分は ，地下 5 階の機械室関係，地下 1. Ｒ 階の行 Ｑ ＧｦｲＮｬｾおよ

び阪相II 'i G: 阜のりばの一部を除いて，そのほとんどが駐車場として使JIJ されてお

ります。また地上部分は貸広告Ii. 貸事務所，百貨応などとしてもl ! JIJ され，屋上

には将米営業用ヘ リ ポートとして使用できるよう計画され，延面積約 Ｓ 万五ｾの

大ビノレディングとなります。

外観は大体旧館』ζ 倣らいましたが，今回は，騒音， ヒー 卜ロス防止のため，ア

ノレミサッシ ( A . T 式) クレーペン後J f . i i ガラスを使用いたしました。



外 観 詳 細



D A I H A N S H I N  B U I L D I NG  

政計施工 株 式 会 社 大 林 組

1階エレベータホール

エスカレータ

位

都

進

数

桜

面

構

面

地

体

肱

附

位

敷

主

階

各

大 阪 市 北 区 純 m1 番 地

7，342m
2  

鉄骨 鉄筋コンクリー ト進

地下5階 地 上w 世 俗 昆3隣

地下 5 1l!'i 2，341. 46m2  

地下 4 階 2，341. 46m2  

地下 3 階 2，349. 94 m
2  

地下 2 階 8，812. 83m
2

地下 I 階 8，725.92m
2

中地階 L  006. 04m
2  

l 階 6，591. 59m
2

2 階 6，814. 41m
2

3 階 7，O s.69m
2

4 階 7，043. 69m
2

5 階 7，043. 69m
2

6 防 7，OJ3. 69m
2

7 11i'i 7，0.13. 69m"  

8 階 7，043. 69m
2

9 階 5，034. 47m
2

10;9，'; 5，112.3臼m
2

11階 4，635. 84m"

ｪｾ 昆 ｬ 防 Ｔ Ｓ ＱＮ 10m
2  

m屋 2 隣 431. 56m2  

m屋 3 階 178. 06m"

延 面 積 97，1I 9. 21m
2  

( 今回増築分49，572m
2
)  

:ui I c ! l 工法 ニューマチック ・ウオール

ケーソンおよび深礎工法

高 古 本館パラペット天端まで

41m 

} 書屋バラベット天端まで

53m 

基 礎 深 さ ; 法礎段深部まで 25. 6m 

外 部 jj 上 1 1常住型 j且御彬石鮎

Ｒ 階以上慣特製 Ｒ ｔｾＱ タ

イ ル 貼 窓 サ ッ シ ア ル ミ

ニ ュ ー ム 製A. T. 式 硝 子

熱 線 吸 収 彼 届 硝 子

工 期 昭 和 36年 1月 - 3 8年 6 月

〈今回t曲第分)



ナ シ ョ ナ ル 電 化 セ ン 9 ー ( 6階)

ピ ン ボ ー ド

縦 IC百貨庖系統. ill U所西系統，食堂系統というような速転昇統軸 ，績に

時間輸を設け ，各運転系統 IC属する! i ! 悶機械のプログラムコントロールを

行なうものである。
中 央 コ ン ト ロ ー ル 室 ( 地 5 階)

15 
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D A I H A N S H I N  B U I L D I N G  

股針施工 株 式 会 社 大 林 組

施 工 者 と し て の こ と ば

阪 下 鼻

1. 地下 5 階 G . L -27m ケーソ/ i ; l ; 設につい

て軟弱地盤を克服して安全磁史 IC施工した乙

と。

2.  土留 IC ニューマチック ・ウ. . ールケンソン

工法を使用したので，鏑矢叡および抗打など

の騒音震動がなかった ζ と。

3. コアシステム保用により抑豊富巾は四本の鉄

住だけで広々とした作業助で前傾械を駆使で

きた乙と。

4.  1 階のスラプを二次銅盤的 IC 打設したの

で，床面( 敷地全体を) ー1I い作業舗として

使用できた。交通問1: -!( などなく工事進捗上，

工事局管理上有利であった。

5.  大型特殊タワ - 1 レーンを段位するとと IC

より行動半径は敷地ーばい傑作できたので，

鉄骨処方，仮設型粋工事など非常に施工上R

献多大であった。

6. コンクリート領体工事37年 9月より 12月ま

でに 11階を打上げ ( 9 階以上は二段打〉得た

ととは 1際平均 9 日間だったがタワークレー

ンの設備により述成した。

7.  設備工事関係はほとんど完全自動制御技抵

によりわずか数人で維持管理ができる装置を

| 偶発した。

8.  工事は工程通り jffi 行し得たるも . 仕上 IC入

った頃異状寒波 ICつづいて未明有の長雨とい

う恕条例を克服し工校通り完成した。

9. 工事期間中労災事は非常 IC低かった。また

市内随一の交通頻繁なところなるにかかわら

ず， 通行人に対しての不祥事は皆無であっ

-ー

ι 。

10 敷地狭隆なる ζ の工事を工事叶固ならびに

仮設工織完全駆使する E とにより，支障な く

突此工事告完遂できたと思う。



1階 1. エレベータホール 2. 百貨庖 3. ガレージ

4. 貸 室 5 阪神サービスセンター

E

E

-

-
2

.

1

 

町

1

-

間

同

日

l

g

・

-

同

同

四

U

沼

地

・

9 - 11階 1. エレベータホール

2.貸 3 l

地 1階 1. エレベータホール

2.百貨底

3. ガレージ

4. 貸 室

5. 喫茶室

6. 映画館

-

-

E

-

・

i

.

.

 

a
v

令

、

-J 
.

，

e

p

・

t
e
 e

 

-
y
 

・

・

6

3

 

c c  

. 2 つー"===e -

ｾｾ ・

: 4 . .  

中地階 l ーガレージ

• .・
地 2 階 1. 軽食堂 2. ガレージ 3. コンコース

4. プラットホーム 5. ビヤホール

地 5 階 1 陣織室 2.m気室

3. 中央制御童話

地 3. 地 4 階 1. :J f レーグ

2. 述転手控室

8 階 1. エレベータホール 2.1王室

3.文化教室 4.1出場

7 階 1. エレベータホール 2. 貸宝 3・. k 食堂

4  . グリーンルーム 5. 食道街

6 階 1. エレベータホール 2. 貨当

3. 百 貨f.s

1 - 5 階 1. エレベータホール

2.貸 室 3.百貨庖

17 



18 

D A 1 S H O K 1 N  B U 1 L D 1 N G  

綾針監理 日 建 段 針 工 務 株 式 会 社

施 工 株 式 会 社 大 林 組



外 装 昆 痕 ア ス フ ア ル ト 防 水 ク リ ン カ ー タ イ ル 貼

柱型稲田石小日f J

ニ丁鍋磁器タイル貼磁器カラコンモザイクタ

イル貼

j窓主l ! 具 l 階ステンレススチール硝子グレーペ- : > '

2 階以上 7 ) レミニューム 硝子グレーペーン

・グレーペーンワイヤー

19 
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D A I S H O K I N  B U I L D I N G  

股計監理 日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

施 工 株 式 会 社 大 林 組

エレベータホール

- 設 計 者 の 乙 と ば

乙の雄物は，大阪証券金融株式会社 ・ 大阪証券代行株式会社 ・ 大阪 ｭ 子計ｾＺ株

式会社が使用される。

大阪証券金融株式会社の' 日業室を 1 階IC，事務室は 3 階ICとり，大阪証券代行

株式会社の営業室は 2 併に ，事務室は 4 階を当て ， Ｕ 階は Ｇｾｴｬ f .1l勿今機関係と氾

話交換室，大会議室と社員食堂など ，厚生関係は三社共用として 6 ・7 階にと

った。

外装は 1 階柱型は稲田石小II [J ，サッシュはステンレススチー J レとし ， 2 階以

上はアルミサッシュの述窓で，スパンドレノレは淡グレ一色の有岡タイノレを伎月]

し，単純で合理的で簡ぷの巾l L 高雅さを漂わしたいと願った。

事務室は，快適な居住性を得るために ，述窓 lζ はグレーペーンを使用し，ファ

ンコイノレの併用によりー! 白の効果を得るようにした。

駐rl1施設は地下l L 設ける場合はラムプまたはオート リフ トいづれに依 っても ，

床面積の損失が大きいので，一師寺南1叩 ζ 設け ，一時的! ! j F I HCは敷地内u ! 物外周

を充当した。

大阪証券金融株式会社 ・大阪証券代行株式会社の業務の性賃上，金庫室は相当

広く要求され，地 下 一 階 の ほ と ん ど を 当 て て い る 。 ( 上 問 記 )



役 員 室

所 在 地 大阪i I i 点区北浜 2 丁目 41番地

規 模 地下 2 階 地 上 7 階 11ri ffi 4 階

鉄 f j - 鉄筋コンクリー ト造

敷地而以 1. 101. 369m2  

j ] 策 i lnm 856.  440m2 

延 而 政 6. 994. 274m
2  

内 B沢 B 2 階 931. 575m2  

B  1 階 866. 200m2  

I 階 703. 195m
2  

2 階 797. 862m
2  

3 階 798. 027m
2

4 階 799. 195m
2  

5 階 751. 252m
2  

6 階 533. 425m2 

7 階 536. 145m
2

P l 階 66. 711m
2  

P 2 階 84. 711 m
2

P 3 階 88. 962m2  

P 4 階 34. 845m
2

?:S さ l 階床高 S. G. L.  +  0. 200m
2  

事l' 7，'" S . G. L. + 26. 0∞m
2  

般 市 S .G. L. + 30.∞Om
2  

役 員 室

工 用i 附有136年 8 月 - 3 8年 6 月末



D A I S H O K I N  B U I L D I N G  

般計監理 回 避 股 計 工 務 株 式 会 社

施 工 株 式 会 社 大 林 組

よより

会 織 室

会 磁 室

食 堂

施 工 者 の こ と ば 藤 本 辰 二

大阪証券界の中心地北浜の一角 IC新築されまし

た株式会社大託金ビルディングの施工に当りま

しては ， 日始 設 計 工l ! l 株式会社の設計監理の

もとに，わたしたちは終始忠実に工事の施工を

させて餓いたに過ぎません。当初盆縫工事の際

は鉄矢仮打込および閥凶隣家関係の問題で相当

dl
i直いたしました l . " 基礎工事の進行中にも近

来柿れ ICみる煤冷JIII や設備投資抑制なとの怒条

例 ｉｃ 遭 遇 しましたが Ｎ 施主の大変普 ｾ ｉ ζ 満ちた

ど理解あるど協力と 日維のど指導よろしきを得

て，わたしたち作業員一同は感激と意気舶に鎚

り，ために仕上工事は工期に相当の余裕を残し

て完了することができました。

次に仕上工事については ，日始設計は ，zE組さ

れた鑑諏をもって. l l ! 計監理 IC当られ，使用材料

にも ζ とどとに留意されまして ，外裂にはスパ

ンドレルタイルの明るい色繍 ，グレーペン硝干

の落ち付いた渋さ，パラペットにかいま見える

倒木は緑 IC映えて ，金〈近来婦にみる斬新で高

級スマートなピルとして界般のl I I ! を引き立てて

います。

なお縮工 IC当りましても，施主と日旭のど誠意

IC応えるべく全員卜二分の熱意を以て，日 夜努

力を続けて怠りました。

お離をもちまして，今日わたしたちが予期した

とおりの成果を得て完成しました ζ とは ，本当

IC喜び IC耐えません。

足後 IC，着工から唆功まで終始善意溢るるど支

燃とど倍励を悩りました施主ならびに白地設計

工務 IC対しまして深く感謝申し上げます。



4 階 L 事務室 2. 役員室 3 応接室

Ｚ［ｬｾ ｾ ｊ＠

• 

• 

• 
3 階 1 . 事務室 2. 会議室 3. 役員室

4. 事務室 5. 応援宝 6.印刷室

2  .  

2 階 1. 営業室 2 応接室

• • 

• 

• 

/  

鹿階 1. 水糟室 2. 7 7 ン室 3. 屋上

7 階 1 . 食 堂 2. 111 !n 3 事務室

4. 和 室 5. 応後室 6. 控 室

d 両者 L 司l lli 室 2.会議室 3. 控室 4. 屋 上

23 



建築の眼 国 大阪の風水害と高層住宅

耐火機迭のオフィスピ J レなどは構造設備ともに近年になって相当進歩し ，自然の暴威に

はあまり影響を受けないが，木造建築の多いわが国，特lζ 木造住宅では台風どとに被害を

受けている。 ζ の災害防止対策といえば，具体的なものは全くなく，ただ壁面小屋裂に筋

違などを入れる乙とくらいで放置されている。背から恐ろしいものは『地長 ・市 ・火事 ・

親父J といわれ，台風水害は数の内に入っていなかったようであるが，伊勢湾台風のとき

には 7，300 人 もの人命ぞ失いまた第二室戸台風では大阪の都心部まで波水の大; 被害を受け

ている。乙れらに対する建築自身の災害対策はどうであろうか。防持9;t足によって日沖9! • 71< 
宍を防ぐ ζ とも大事な乙とだが，もっと積極的に都心部に建てる住宅を国営化し，特lζ 以

7 . k の多い市内の一部を特別指定地区とし，住宅の下部をピロテイにして高炉; J _ s 築30階くら

いのものをどんどん建設してはどうだろう。今やお疋［ｾ築の実現も近い将来の乙ととされ

ている。狭い国土を有効に立体的に使} f ，する ζ とにも役立ちはしないだろうか。( Ir)  

圃 住 宅 問 題

先日所要で阪急宝塚線の能勢口駅前にいった。約ｊＭＡｾの Ｑ 時間 ＱＰ Ｐ 分ばかり早くおいたの

で，駅の近くに最近建設されたill 売住宅団地を見た。 r土地付住宅45万円」という板紙Iζ

数組の若夫婦らしき人々が立止って見入っていた。今どきどんな住宅かと興味をもって，

実物の建並んでいる方へ足を運んだ。なるほど一応家の格好をしたものが道路らしき路地

のF刊切に建並んでいる。建築基準法ど ζ 吹く風やらのシロモノである。でも大半入居済，

売約済のよう だ。一見して 400- 500 戸くらいありそうだ。 1 戸50万円500戸と計卸しても

2 依 5 千万円の団地だ。 ζ れだけの金が集るのならば，どうして住宅協同組合でも作って

皆んなのカで= 住宅困約を合理的に解決する努力をしないのかと恩った。民間 |司立建設の数

字lζ 見込まれている乙れらの胞の住宅問題 11:， もっと丈tt 築家は社会的に政策，技術などの

指導的発言をすべきではなかろうか。 ( UH)  

. 竹 と 害 虫

ｾ築物に対しての害虫にもいろいろあるが ， ｾ ｉ Ｚ Ｇ でも白蛾などは一般によく知られてお

り，研究所もでき ，楽も市販されているが，竹の害虫についてはあまり知られていない。

しかし乙の竹の害虫も白蛾 K 劣らず恐ろしいものである。その一種類として昆虫網の符l趨

目 ｾｃ ' i 4 する「ちびたけながしんくいむし J と称する虫である。体は円筒形， 体色はJ込，

E足偏， ｮ 音赤偶色などにして体長 Ｒ Ｎ Ｕ Ｍ Ｓ Ｎ Ｕｾ 弘で熱帯地方に広く分布し，日本には本州と九州

に分布している。日本X J i ; 築 11 : はよく竹が使われているが，なかでt も小舞掻などに使用する

竹をやられるとみじめである。一見してどうもないと思われでも手で壁などを押してみる

とぐらぐらである。壁を域してみると，竹という竹は皆食い荒され土だけが立っている状

態である。 ζ の虫は卵がすで'11: 竹のq.1I ζ あり僻化すると竹の養分で幼虫となり ，竹の外国

lζ 出たときは成虫となって飛んで行くのである。だから虫がwて来たと思ったときにはす

でに遅くやられてしまった後が多く ，それでも食うと ζ ろが無くなるとラワン家具なとも

食う乙とがある。乙の虫の予防t位置には適切なものがなく春先 4 ， 5 ， 6 月頃11 : 切った竹

に発生するととが多いので，使用前iζ 切った時期に注: むすべきである。また発生後の薬と

しては，茶化学の薬を塗布するか穴K 注入するぐらいである。一日も早く予防惜置などを

研究して頂きたいものである。 (Ks)  

.  建築経済の研究を

| 刻阿の地盤沈下/ 年々大阪の地面が海の '1111 : めり込む話でなくて，経済のお話しを。

昔は東京が政治の中心で，大阪は商工業の中心であったが，戦後は経済の巾心が束lζ 移動

してしまい，大阪はさっぱり ，本社を大阪から東京 K 変えたと ζ ろも多いそうな ，大阪商

人のと'根性も映画や芝居の世界だけとは，ちとお淋しいやおまへんか。

同じととが建築界でもいえないだろうか。建築するにも先立つものは金，金の成る木を

探すのに東京詣り，建築経済について研究もどうやら東京の方がお盛んな様子，銭勘定で

名を売った大阪で，もっと建築 m設かな) 経済が盛んであっても良くないのかと思う。

「そんなもん東京にまかしときなはれJ rそんな乙というてはったら，そのうちに関西池

袋界も地盤カンボツしてしまいまっせJ ｾｾ＠

次 ｾ Ｎ ｊ は新らしい執Ｑｬｉ者がｪＨｬ当します。
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Li censees of  

N E W Y OR K， U. S. A.  

米国 B UE NS OD-S TA C E Y 社との技術後併により ，わが

国股初のニ速ダク ト方式空気制和装置用ミキシング ・ユニット

( 冷温風混合器) が完成しました。

新 晃 工 業

お申錯しにより技術資料問旦します。

株 式

. 6.  

:z:玄 ネ上
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話 (561) 5  1  2  6  ( 代)

H 型 ユ ニ ッ ト

( 懸 垂 型)

( 冷 暖 風 混 合 器) 日本 ・米国特許

VJI 
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ロータス防水工法
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E  
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天 井 ・ ロ ッ ク ス タ ー 4 5  crn 角

床 ・ プ ラ ス タ イ ル 3.2rn/rn 厚

田 島 応 用 化 工 株 式 会 社



タ イ ル 工 事 鉄 骨 工 事

株 式 会 社 平 田 タ イ ル 株 式 会 社 春 本 鉄 工 所

大 証 金 ピ ノ レ

ア ル ミ ニ ウ ム 工 事

大 証 金 ピ ル 一 階 天 井 ( パ ー ル タ イ ル)

株 式 会 社 奥 村 重 兵 衛 商 底

E  



大 託 金 ピ ノ レ

各 階 事 務 室 階 段 ス プ レ ッ ド サ テ ン 使 用

製 造 元 石 産 化 工 株 式 会 社

発 売 元 石 産 商 事 株 式 会 社

空 気 調 和 設 備 設 計 施 工

株 式 会 社 朝 日 工 業 社

盟

一一



大 証 金 ピ ノ レ

電 気 工 事
東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

給 排 水 衛 生 設 備 工 事
株 式 会 社 大 阪 電 気 商 会 大 阪 暖 房 商 会

給水並消火用ポンプ設備

X 1ll  



十

者1) 市 体
1円3主

館尽

所 在 地 京都市右京区西京極郡平日t町28番地

敷 地 面 積 13，449.  Oom
2  

(約4，侃8. 3坪)

l l ! 策面積 4，538. 35m
2  

(約1， 372.  9坪)

段 針 〈株〉 ー晶 家 建 築 2量 針 事 務 所
延 面 積 8，316. 27m

2  
(  2，515. 67坪)

施 工

戸 田 建 設 株 式 会 社

構 造 組 綴 本 館 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 3 階姥

大 屋 綬

電 気 位 備 工 事 近 畿 電 気 工 事 〈縁)

鉄 骨 ト ラ ス ス パ ン 61m

軒 高 16m

給排水衛生段備工事 ( 株) 大 鳥 居 工 業 所 管 理 練 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 2 階建

銅 製 建 具 工 事 理 研 鋼 機 ( 株〉

段 高 部 22. 75m

陵 械 練 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 2 階処

綾 工 日 昭 和38年 5 月25日

最 近 竣 工 し た 新 建 築
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金属外装について

一般的にい って建築材料が|摘発され，または科学的に

創成され，そしてさらに改良進展してゆく機縁となる出

発点は，歴史的，または地域的な見方は別として考える

と，弘¥.(1および近い過去と将来の|時点で' はつぎのよう な

点があげられる。

1  材料業者似IJ からの提示によるもの

2.  ｾ築家 仰 ｬ からの必然 的 安求によるもの

3 .  両者の協同作業によるもの

4  諸外国の材料の単純な主主倣によるもの

5.  伝統的，慣習的なもの

正しい進み方としては，天然材料，その加工品または

人工材料について経験と研究にもとづいた建築家slIJ から

の要求を物理化学的諸分野からの協力で充填した結果を

臨床的 l己実験測定して，ある程度の見通しをもって裏付

された製品を得るというのが望ましい進展の仕方であろ

東洋経済ピル{ ステンレス叡のスパンドレノレ)

i役計 : 自主II 設計工務株式会社

;  

26 

日建設計工務株式会社 山 根 正 次 郎

つ。

近年自党ましい発展をみせているプラスチックス材料

(;j. ，その好例として進展の途上にあるものといえよう。

それでは本号の特集としてとりあげられた金属類はどの

よう な ｾをみせ て いるであろうか。古い ｬ 時代におい て は

石材，木材，粘土製品といった原始的骨骸形成材料とち

がっ て，金属材料はその特性と 稲少価値にふさわ しい役

; 刊を示してきたといえるが，近世に なってヵーラス，セメ

ン トとともにm築主体の革命的材料として建築を一変せ

しめた主役を演じその後材質面の日目指7と技術面の飛際

的進歩によっ て古い時代には考えられなかった多方面に

進出する! と至っ ている。とくに第二次大戦以後の流行的

状用は此代の社会的要求と建築恩i WHζ 支えられて驚くべ

きものがあるといえよう。最近の建築の 7 ンモス 化，高

居化lζ 伴う経晶化と難燃性の要求が，商業的機械化的感

Jl と一致 してm誌の外装にも極めて多く 使用 されはじめ

ているのが現在の犠相である。

第二次大戦終了後， もっとも重要な戦時材料の一つで

あったアルミニ ウムその他の軽合金類は，建築界に大き

い市場を期待して強力に進出してきた。アルミ ニウムの

組立住宅が現われたのも乙のl時期であった。その後数年

iW; i.と 摸采の11寺j切を経たm夜界がようやく孫右を取反し

て急激に復活してきた商業主義の流れに立ち向い，長ら

く空白であった諸外国の香りに接して向らの本流lζ 采り

はじめたとき ，金属材料はまことに好個の造型手段とし

て提示されていたのである。しかしどちらかといえば，

私には金属材料( とくに仮としての建築への使用) は製

造業者からのサジェストが極めて強く ， ζ れにアメ リカ

合衆国の最近の新建築lt r . が強力な支えとなって働きかけ

てきたように思える。少な くとも当初の段階においては

「製造業者ーからの提示によるもの」の! 必が強かった。

それでは金属類は建築材料として( とくに外装材料と

しての軽合金について) すぐれたものであろうか。

主体構造材としての金属は ζ こにとりあげないが，仕

上材とくに外装材として考えてみると，建築物の内外を

|市てて望ましい室内股境を創るための壁体そのものを梢

成する材料としては熱伝羽率，亙さ などの物理的性質，

1 . ' ( その他の点からみて金属は適材ではない。したがっ

て外装材として使用する場合はその背而に盛を作る別の

材料をもつか，または適当なインシュレーション材をも

ったバオ、/レ材となるかであって，いずれにしても表面被

w材としての使われ方に なる。したがって観察の立場は



目で ｉｾｴ 吟 ， 肌でふれる表面 ＰＺ 上材として立ち ｉ｢ｊ う乙とに

なろう。それでは建築の仕上材としては一般にどのよう

な性質がｾ求されるであろうか。

1  見て快よいこと Ct人L よい ζ とから美! ¥芸が生れる)

2. 耐久々のあるとと( 外装の場合はとくに weother-

'"9 への耐久性が大きい乙と)

3 .  維持管理v ! が低阪である乙と

4  大品生産が可能で入下し易く ，可及的工' t ' ( が低い

乙と

われわれが建築物を視る場合，直接的に働くのは視党

であり ，直放的 lζ 訴えてくる素材はui 交の表而，仕上材

である。視覚が働くときに快感を感じるかどうかで美的

印象が決定される。一般に対象物を視るとき ，われわれ

の感覚の閣で視: 1' . 1: の他f ( ftJ!ll : 1' . t が働く。建築物lζ ある程度

近く立って視る場合，その印象を決定づける要素として

触覚は重要江意義をもっ。

ζ のような心理作用は極めて彼維で，乙乙でくわしく

述べる余裕はないが，その立場で少し考えてみたい。目

でみるときの金属板からうける印象として，将i Wあげら

れるのは，清潔さ，冷たさ ，lJi1! さ，怪さなどであろう。

ごくー般的にいっ て乙れ らは「清潔さ」を除いてはあま

り好ましいものとはいえない。しかしある目的立識と合

理的に結びつくときは視る者の理性的判断が加わって心

に充足感を生む結果，快感を't ずることはlUl 待される。

あるいはそのE;113誌の造型企休を椛成する他の材料との組

合せの形によって，ゲシュタ J レト的視覚対象としてのt f : :

Jぷをとtむ乙とも当然考えられる。またミースによるアパ

ート 1作やシーグラムピ J レのように，冷徹な機能感覚，徹

底した商業主義的合理感を強調するのに金属の冷硬さが

役立っている例もある。だが金属板を建築外装( C . 使用し

た場合は必然的な「薄さ」と上記の触党的感覚は何とし

て も ｉｾｾｾ 、」点である乙とは免がれない。また「ペニっ

き」を防止する方法としてとられる表面の微視的または

巨枝的の凹凸は，多くのZJf 守] 巴の上からは当然平作1- 而で

あるべき本質性を恋め，または内却の空虚! 必を現わして

快感を減殺する乙とが多い。

以上のような「弱点」を糊塗し，また造型上の要素と

しての考慮から着色の方法もあるが，その技術の不完全

さからか，または不可避的安悶からか，その耐久力にお

いて，統ー性において，また色相においていま一歩の不

満! 惑がある。

金属板をm築総成の消粍的または随時変役可能要業と

してみるja合は別として，LI 本人は一般に仕上材料を石

材など，同じく恒久的生命をもつもの，特別の維持政が

いらないものという見方が強< ， ζ の立J安からも金属外

主主板にはかなり強い抵抗感がみられる。しかし ζ れは一

般|止 の正II 築観の変化によって解決されるべきはずのも

のであり，上記のように合目的性その他の巧みな使用の

戦 H' 入問売' ! l 行ピル( アル E 仮のスパンドレル)

設計 : 回総iEt 百十工政株式会社

!箇醤

同 上

j易を占めるときは，金属板は外装材として以価を発慨す

るであろう。

金属板を外壁面の仕上材として使う乙とはいろいろの

怠味で大変むつかしいと思う。成功したと思. われる例も

極めてわずかのようである。

国立li ピノレ， レバーハウスをはじめとする高居ビ J レの1' ，

m築とうたわれる世界の幾つかの作品，あるいはわが閃

での建築学会作品: l 1 その他の受: l 1 作品で金属板を多品に

外装材料として使用したものが不思議κ 見当らないのは

金属板がいまなお発展改良の過渡的途上にあるせいなの

か，または，1 1 : 来の宿命的なものなのか，いまのと乙ろ私

にはわからないような気がする。
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L a k e  Shor e  Apa r t ment s  (Chi cag o  1952)  

Mi es v an der  Rohe 

ν カゴ l1: j と{ 1した E ースが，鉄 とアルミと附子を利mし，居住2

I! 日に工業化を持ち込んだ代友作といえる 。

金属外装と建築の過程

近代建築がキャンティレバ - } Aミ桃造を生み山したその

日から，外』略をのカ一子ンウオ一 J レV . そして必然f的門な怪f品江

{ 仕上上材のE及2

然への2歩j炉主みであつた。ただ庇史f的内』κζ 見て金l応去外装は' ガ

ラスの工業生産の進展と内外空間の述続性という現象と

思想のリードを脇役として進歩を重ね，必近lζ いたって

正II 築外装のぷ't ，'i と機能をrti jす主動的位置を工業生産発注

の Ｚ ｾｩｈＭ ｊ ・を持って獲得した。

Ｑ ＹＰＰ ｾＱ 代の始め，すでに今 ｌｉ の金問外淡の ｾは ，ノミウ

ハウス i時代を経てミースやコ J レビジェの息偲lζ 生れ，そ

のプ リンシ プJ レの継承者ハリソンとアブラモビクツおよ

びスキッドモア 一事務所が，カーテンウオールの工業化

をもって金属外装の主流をアメ リカ において 1952年以後

発展させ，やがて全世界K 影響せしめたのである。

もちろん， ミースの背' 目・は今日でもその ct 心 となるも

のである。金属たると否とにかかわらず建物の外装とは

肢の機能を ｬｾ ｬ ｴ れ て存在 するものでは な い。

! J . ' 1; の本質とは何か。現在の技術は，肢をtl1なる空間ゾ

ム J レターから， もっと高 ) e次の遮断と流通の世界に進め

た。新しい!W;は遮断能)J . ) ] 学的能ノ'J ，:.-定的能力，耐f!rt{

能ノ'J. 工業化加工性を要求する。そしてさらに加えて価

絡の低成であることが建築としての総合に欠くべからざ

る2 t 栄である。建築が工業技術K 立脚して進歩する限り

これ等の条件はさらに高次の要求と なって移行する。
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Al c oa Bl dg.  ( Pi t t sbur gh 1953)  

Har r i son  &  A b r a movi tz.  

アル E ニウムプレスパヰルを全館30階K 捗って叫J川 された原史的

な正 ｬｬｾ 誌 であり，同じ［ｬＧ，ｬＺ刑者の国主 ｉｉ ヒリレと好対照である。また全縦阿

転窓 ｉＨ ゴムチューブと圧抑空気を 利 ｭ して完全エアＭｾイトを剖っ

ている ζ とはあまりにも 訂名である。

以上の飢保から泌物の外装を考えるとき ，ガラス以外

の部分が受け持つ外Jl ，i 材料に金属がクローズアッ プさ れ

るのは単なる仕上材の! ぷ党や流行でなく ，今世紀に なっ

て人類がつかんだ確固たる越磁の上に立つ技術である。

金属外袋にも種々の金属がもっ異った特性を発部しf!}.

る材料と ， それらの合理的な異極材料の組み合せがＱ￭ｬｩｾｾ

となり，引在使用されているものを大別すれば銅，鉄，

アルミ ，ステンレスおよびその各々の )Jn工品と特別なケ

ースとしてブロンズがある。

機能特性上から乙 れて手の材料が何如なる沼! 由 lζ て使用

されるかは名論に蒋述されると乙ろであるから繰り返す

必袈はないが，そのデザインの表↑ 1初、ら見て一つのIUJき

があるようだ。

①金属外装を地金の色のままにて使用する。乙れはI

として初期のアルミ外装の場合に多くあった。すな

わち . (l 銀のアノレミ色である。

①ア J レミの内銀色lζ! 必:rt 的にあき足 らず，かつ，化学

的，物理的安定性からステンレススチーノレの金属外

装に進んだ。乙のj切聞は短かく ，ステンレスの加工

性の問題で，到在では而として大 きな使用はあまり

されない。 シカコa のイン ランドスティーノレピノレのコ

アー而での使用例は，n  6 mm 以上のものを使用し

なが ら問題を: t n 起させるものであり，反射とひずみ

の考l起すべき材料である p



。 @  

Republ i c Nat 】onal Ba nk  Bldg.  (Dal l as .  Tex as.  1955)  Ha rri son  &  Abr amovi t s  

7 J レコアピル完成後 2 年にしてハリソンはさらにカーテンウオールの軽政化を計る べく厚き 0. 125・のほ解処理! をしたアル E カー

テ ンウオールユエツト ｉｱ ｽｦＧのイ ンシユレイ ν ヨン を アルミフオイルで 密閉して裏付けした ＳＶ 指令体 ｉζ 渉る虫感 ｉ ｾ 圧倒される 。

①ア ノレミの友而処理の進歩と電解処理によるお{ 弘法の

進歩は， 乙 の怪金属の ー 而に ｦＡ＿ っていた短 ￯ Ｑ￭をｾｩｉ￬っ

て，建築lζ 綜ちつきを与える乙とに成功した。これ

は建築の環境との調和の芯l床で金属外装に大きな i司

由を与え，現在の金属外装の主流となっている。も

ちろん，技術的処理による耐蝕性の強化が前提であ

る乙とはいうまでもない。

①銅やブロンズの使用は耐久性と色調の効果のあるも

のであるが，感覚的理由による飽閣である限り，金

額の問題で幅広い使用の主流にはな らないと思われ

る。

①鉄はア J レミ被膜を行なったり塗装の進歩や化学的処

理 fC.よ り，その構造的強度と相{ 尖って今後は一面に

おいて充分の進展が考えら れる。 鉄とは過去に押し

やられてしまった材料ではない。

以上， 各種金属について雑惣を述べたが，建築の外装

として使用される場合の形態の問題も重要である。アル

ミ材は主して，力学的強度の問題より板状使用における

プ レス型が大きくデザインに表わされた。これが，部分

的材料( たとえばスパンドレJ レ〉に考えられた当H寺は初

期である。アルミの使用法の発展過程を見ていると，毎

年の A 1  A.  レイノノレズ: D : の方向に興味がもたれる。現

在は板アルミのプ レスか ら抑出成型による精度の高い型

アルミのフレーム構成や力学的利用 lζ 移行しつつある。

K K竹中工務! 苫取締役設計担当 j

 
、

・
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J

 

正

すなわち，建築の友' 附が怪主ll なものから; 構成的なものへ

とｾ求が高次になって来ている。

金属外装が過去の建築の持っていた外部デザインのた

めの三次J Cの隔を強制しようとするとき ，それは強大な

7 リオン や，ひさしになって表われ，あくまで二次兄の

表面デザインの要求される建築ではピラミッドのよう な

ソリッドな表而をそのファサードに求められるだろう。

ζ ういった怠味で，今後は金属』ζ 対する技術的理解ゃ

あたかも工業) ] のお先棒的な説明役K とどまらず，思だl

の重みの上lζ 金属外装デザインのプ リン シフ勺レが求めら

れる時代に入ろう。

超高周， カーテンウオール，スパンドレノレと簡単な流

行に気を苦手われて，建築家がもし浮薄に金属外装を使用

するならば，建築材としての金属の将来K 不幸な乙とで

ある。

プレキ ャストコンクリ ート やタイノレといったものが，

観点を変える ならば，今 後 と も 重 要な外装仕上材であ

り，乙れが近代建築の進歩と相反するという結論はど乙

fC . もない。しかし，金属外装の問題を考えるとき，私は

スキッドモアーのゴノレドンパンシャフトがいみじくも

「われわれが米国の近代工業カを発展せ しめるのだ」 と

いった 言 葉を思い，そして Ｑ ＹＳＲ Ｑ Ｑ ｾ Ｑ ζ 門銀に輝く旧朝日ビ

J レ( 大阪 ・中之μ ) を完成した先輩や建築主の洞察κ 深

甚の敬; 弘を表したい。
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アルミニューム民対してステンレスステール

のｾし古Ｑｔ￬ ｊ ＧＷＭｾを泊求した ｓＮｏＮ ｍ Ｎ ( スキッ

トモア ，オウイングス & メリル司I務所) のーi!l!

の作品を悦 るとき ，その一作fij R マリオンのJfR 局、

跡、の巡段がうかがわれるのである。 甲

① L ev e r  Br ot her s  Bl dg.  

(N e w Y o r k  1952)  

③ I nl and St eel  Co.  BJ dg.  

(Chi c ago 1958)  

2 6 F のコアを合めたタワー IC取付けら

れたステンレスステールパヰルの1"1凸が

よ〈信じられる.

@  C r o wn  Z e ll er bac k  Bl dg.  

(S a n F r a nc isc o， 1959)  

I nl a nd St eel  Bld g  から発展し

た巧療は平而K おいてもカーテンウオー

ルマリオンの詳細 ICおいて t， S. O. Mの

代 長作として l確立されたものといえる。

⑬@  U ni on  Canbi de Bl dg.  

(N e w  Y o r k  1960)  

i 年の進歩はさらに美しくきら Kl l l 純

化され，グレーベンの問予と 鉄. ' . (1色のス

パンドレルとステンレスステー J レマリオ

ンの対H日はI i l 高のものである。
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@  

R ey nol ds  A l u mi n u m Co.  ( D et r oi t. 1960)  

Mi nor u Y a ma s a k i  

金属外装の表現のーっとして，アルミ ルーパーがその1 i 11J ! 性と

視覚的効集を求めて1950年代 R 活川l されたが，ヤマサキ 11，金

ｩＡｬの ｭ 鍍アルミを装飾 Ｈ Ｈ， ｉｃ 編めてｾしいケイジＨ鮫Ｉとして倣

った。

@  

@  

①@( [ @⑦ 常者長i影

②< D A l umi num i n Mode r n 

Ar chi t ect ur e 

｀③｀⑪ ｓｏ ｍ 作品集 Ｈｬ ＹＵＰｾ 1962)  

より



ロ ン グ ピ ー テ ，!i 水 道 局 庁 舎

米国建築の金属外装とアノレミニクムノレーパー

T!' 鏑ノー スロアプ株式会社生産部民

浜 田 保

「カ ーテンウオール」の本家ともいうべき米同のいた

ると乙ろで金属外装が自に止る。近 どろわが困では 「カ

ーテンウォーノレ」は一つの流行 間児のようになって紙上

を賑やかし，アメリカの技術者が来て講演会が諸々方々

で聞かれ参会者も満員の盛況である。

一方，関係団体でも乙の工法の研究会が持たれ試作研

究が進められて，いまや法規改正待ちといったと乙ろの

ようである。

乙の情勢の中で「カーテンウォ - 1レ」は， m調でわが

国の国民性』ζ 合わぬのではないかという声がある。なる

ほど乙のシステムは主としてコ 7 ーシャルビノレを対象と

したものであるから「モニュメンタ J レ」なビノレと同列に

論じたらそういった乙とになるかも知れぬ。

また写真や| 盟国のみで完物を見ないで乙の声を! 日] く人

迷は簡単1( ，賛成してしまう危険がある。米国では乙の単

調さを排除するためにさまぎまの工夫を乙らして成果を

あげている。

紘を生かすための 7 リオンの直線美の強調- : ( ' リオン

とパ才、ノレのカラーによるコントラストの強調，パネル以

外のノレーパー，スクリーン等による金属外装がそれであ

る。

ζ れ等の金属外装はビノレの改装lζ も著しい効果を発w

している乙とはニューヨークで外装を取り替へる乙とに

よってまったく新しいビルの11'，引をXHわすような場! 日を

見る乙とによってもりj らかであろう。

乙れ等のなかで 1961 { j o ロングビーチ市/ ) < 道局庁舎( 写

真ー1) を見学し，その外装 l ζ{史つである特殊の「アノレミ

ニウムノレーパーパ才、ノレ」が実用と主主的lを兼ね気品あふる

るものを感じたので乙乙! こ紹介したい。

乙のII 物の設; 11は“ Heus el Homol ke 01 As so c i otes "  

で外装は N. A.S 社で製作bi!I 工されている。

乙の I1レーパーパネル」の特徴は装飾のみの観点から
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1  ι の図の俗

に従来のル

ーパーでは
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r o2 図

プレードは 5 5 のアルミニウム合金板を成形して無色

アルマイトの{ 血熱脱化アクリノレ焼イサエナメル仕上け. によ

るカラー仕上げの各事] i : ，あるいは NA S祉の 「アイランプ

ロセス」による金色，ブロンズ色等が佐，¥II I  Iζ 選択でき

る。

フレームは]j ll の色仕上げに してコ ン トラ ス トの効果を

山している。

内部のIYI るさは 写真- 2 のように極めて務ちついた欽

い感じを与えている。

「パ才、 J レユニット 」は第 5図のよう に桃型，縦型の i也

スプライス型として縦長に延長できるものとの三極類が

ある。

でも充分の価値がある上に I 1fnlL*から士i!¥{g・にいたる広い

地域において一年中太陽i Q: 射光線を 100 96遮断 し (第 1

図) ，その上内部からの水平視界は 42 96を確保している

(第2図)。

これは在来のノレーパーの 2 倍以上である。

太陽光線透過熱f U: 防止効果もグ ラフ第 3図に示すよう

な効果をあげているので「エ ヤーコ ンデ ィシ ョニ ング」

の維持政を30J6以上節約し，室内の/hI，度分.(fi が均ーに保

てる 乙とである。

「プレード 」の形状は第 4図に示すように二極類があ

って何れも 「インパースプレーンl の原理を応用してい

る。
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- t策丞J l J て ネ J レ 支点( 取付)

〆

ｾ型 パ ネ ル スフライス呈ｾ ( 総亨合せ慰} ・

賀15 図 ハ ヰ ル ユ ニ ッ ト の 三 種 類

第 7 図

J : :  e>'! !I'I カンチレ バー

式取 H法

有 線白担取付法

他K el ! ! I' Iサス ベンド

式取付法がある

f J ' : ! 喝プライス型は

fJ 収とコロネード

の位 ｾＱ で取付ける

必艇がゐる

〈 ー 支 持 制-1ft，

フレームの正而'11

Sよ38% 材質 は

6J 5T5 lI 'tli 型H.j

プレ ードはI ' t み i

Z の55

" ハイプの銭前

そをもっ迎鋭しに拘1

111しげのコロネ ー

ド

写真ー 2

方立は第 6図のようにニ感知あり左slIJ は38 x  10 0 mm， 

右側は 38 x 15 0 mm の

i:l¥6図

635 仰山製材の噛み合 町F 司

せとしてある。 f iiγ 一 一 一一フJh tlt¥ 

第 7図にJ制、J"i.去rc よ i  ¥1/ -¥117 111 r  

る似lを示す。 " ==吐一一一 一一寸I r. ト一一

以上に紹介した J レー

パーパネノレは際司監取付法の 11寺耐風圧200kg/ m
2

( 5  =  0 とし

て) の仕織であるが，支持点の変更で60

k/ sec 級の風速圧にも充分耐えるように

設計されているので，西日で| 亙っている

オフィスビルやホテル， コソレフ場のハウ

ス等 lζ デP コレーションの効果をねらった

使い方，また商品，家具の徳色防止， と

くにデパート等ではこのuoから興味める

アルミニュ ー ムノレーノミ ー として金Jii!，外装

の役 ｾｉ［ｾｊ りを果せるのではないかと思う。
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ｾ＠

材 質

フアノレミ ウ ム

1  アルミニウム合金の分類

アルミニウム合金を用途月11に分け

ると，次の 2 種類K 大別する乙とが

できる。

似) 鍛錬用合金( 展 {It l材)

板，箔. 1守， 棒，線， リベ y ト，

j例オ

( iJ ¥I 工性のよい合金グルー プ〕

(ロ) 鋳造用合金

( 沙型，令型，タイカスト( 金具，

鋭化し強度が高 くなる。 ( Fi g- 2参

!¥({ )  

2， 主 要添加 元素 の 材料 的 意 義

純A Iは軟かい金属であるが，乙れ

{ζ 極々の元素を添加する乙とにより

使用目的 lζ 応じた合金を作ることが

できる。主な合金系についてその添

加元素の影響は次の乙とくである。

(1)  AI - Mn系 (3003等)

Mn 添加により強度を憎し A I の

補強材 ，その他) 耐食性はJ員わない。

(鋳造性のよい合金グルー プ) (2)  AI - S i系 (4043等)

また，ア ノレミニウム合金は合金の お添加により耐食性は多少低下す

性質と製造法から ，非熱処理合{ Izと るが，5- 6
96 ぐらいまではほと んど

熱処理合金に大別されている。 変らないといってよい。 Si 5 96以上

非熱処理合金 になると加工性が悪 くなる。

J ド熱処理合金とは，冷間の変形 IJII (3)  AI - Mg系 (5052，5056等)

工 ( 圧延，jft l 州等) によってのみ Mg添加により強度を増すが，5 90  

強度を高めることができる。 ( Fi gー を舷すと加工性が極めて惑 くなる。

1 参照) 耐食性はA Iと同じか腐食以境によっ

熱処理合金 ては AI にまさる場合がある。この系

熱処理合金はいわゆる時効脱化性 統の合金には耐食性の改良，結品の

合令で，熱処理後ｉｬ寺 Ｇｬｽｪ に よ って折 ｡ｾ 微細化のために Mn，Cr が少記; 添 IJ [I

される。

(4)  A I- Mg- Si 系 (6063等)

熱処主主により， Mg- Si が析出して

硬化する。耐食性はお より多少劣る

が良好である。 Si がMg，Si の割合以

上に多く添加されたものは，強度[ 立

大となるが耐食性は小と なる。

(5)  AI - Cu系 (2024等)

C u は他の元素 lこ比べると最も耐

食性を劣化せ しめる。乙れはi時効1良

化性合金で Mg，Mn を加えるとさら

に性能は改良される。とくに Mg は

| 時効硬化性が顕著であり ，熱処理に

より 2014の場合は C U2，M92 が析出

してそれぞれを硬化せしめ る。

(6)  A I- t: n系 (7075等)

Zn 296程度までなら 2 S とほとんど

変らな い。 Mg が加わると時効1硬化

性となり ，熱処理後の強度は現用 A I

合金中もっとも大となる ( 7075)。

また応力腐食を受け易いので Cr が

この防止の目的で添加されている。

7075を硬化させる析出化合物は M g

Zn2， Mg Z nS， Mg2A I2Zn3  ｾ 年である。

J ド熱処理合金の冷間 IJIJ ヨーヰ{ と機械的性質一 熱 処 理 合 金 の 性 質

Ｓ ∞ Ｓ の 冷 Ｑ 剖却 ｬ 工が機械的恒貨に及ぼすｾ糾 の 典 ｝ 醇的 ､ｬｬ 料 ｬ 6063の人て1時創出』型が機械的性質に及lます変化

ヲ|却 ;tJ

ピ司'l'1""，Z

2 6  

d  

z d  4 担タ &0  

"，' 可 切 エ エ ( ｾｉ，Ｎ＠ )  

F i g 1  

A中b

(y. )  

4 Q  

'0 

/. 

8 0  /( ) O  

1 8 5 ・c "才、，!ゐ t主毛l ノ江主主

. "  

"  

主主

，，. 
，ι 宇

4語

刀 ( ;・，

'ヲレ) 1 8 1  

〆‘ F

J 抗 4 ，一ー

政 毛Y γ 性 手 主 Z書 官

Fi g 2  
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代 表 (I(j 物 慾 (1'-) 性 質 ( そ の- {9I])

!A ' A呼称| J  1  s 呼称 |処理l M | 間開| 湖毎範囲 125853: E/|問 5
00C

I電 気 比 抵 抗￬￵ｾＮＮＧｾ＠ v ，，， I  (0  C )  1  ｾ［ｾｩ Ｇ＠ ｾＮＮＮ＠ ' - ' 1  ( %)  I  (!1 . cm)  

処非熱 11∞ 7; ( . '  < : ニウム 3極

。
2.71  23. 5 643- 657 

0. 53 59 Ｒ ＮＹ Ｒｾ＠
- H18  

0. 52 57 3. 025 

3∞3  耐 食 アルミニウムｻｾ金 Ｓ 組
1 18  

2.73  23.2  643- 筋4
0.46 50 3.448 

要ｾ＠ 0. 37 40 4. 310 

5056 耐食 アルミニウ ム合金 2町l - -HO 38 2.64 24.3  お ＸｾＶＳＸ
0. 28 29 5. 945 

0. 26 27 6. 386 

熱 6061 耐食 アル ミニウム合金 4fi1l
- 0  

23.5  ＵＸＲｾＵＲ＠
0.41  45 3. 831  

処
--- TTT6  5  6  

0.37 40 4. 310 

El金白g  
6063 耐食 アル ミニ ウム合金 5溜 2. 7 23 .4 ＶＱＶｾＱ＠

0. 50 53 (T 6l3.317 

0.46  53 (T 8l3.140  

6151 耐食 アルミニ ウム合金 6fi1l -- TO  6  2. 69 23. 3 Ｕ ＵＲｾＶＴＹ＠
0. 50 55 3. 135 

0.41  40 4.310 

J ド熱処旦111今金の代表!' r- J機械的性質( その一例)

1'; 
| 引 張 り 強 さ |耐 力ω i lilt ぴ % 町 ) ¥プ リヰル 硬 さ ¥ 9g 斯 強 さ合

k g/ mm"  I  k g/ m m
2  

I  Ｈ尉 Ｑ 仮 ｾ ｭｭ Ｉ ， ( 符 丸12. 7m締m)  荷重50kg 1O<T，j {ール kg/mm'  

11以トー0 9.1 3. 5 お 45 23 6. 3 

1l OQ- H12  11. 2  10.5  12  25 28 7. 0 

1l Q(トH14 12.7 12. 0 9  20 32 7. 7 

Il OQ- HI 6  14.8 14.1  6  17 38 8.4  

1胤 ) - H18 16. 9 15. 5 5  15 44 9.1 

3∞3- 0  11. 2  4. 2 30 40 28 7. 7 

3∞3- H12  13.4 12. 7 10  20 35 8.4 

3∞3- H14  15.5  14 .8  8  16  40 9. 8 

3∞3- H16  18. 3 17. 6 5  14  47 10.5  

3∞3- H 18  20.4 19. 0 4  10 55 11. 2  

5052- 0  19. 7 9.1 25 30 47 12.7  

5052- H32 23. 2 19.7  12 18 60 14.1 

5052- H34 26.7 21. 8  10  14 68 14.8  

5052- H36 28. 1  24 .6  8  10 73 16.2  

5052- H38 29. 5 26.0  7  6  73 16.9  

50日ト O 29.5  15. 5 35  65 18.3  

5056- HI8 '14.3 41. 5  10  105 23. 9 

5056- H38 42. 2 35.2  15  l∞ 22.5  

熱処理合金の代表的機械的性質( その一例)

f'i 金 ¥ BI 狐 強 き ｼ耐力 ωＲ Ｅ Ｉｼ ｼ Ｍ Ｈｬｆ ー ｾ 1ト6 mm)ぴ % ( 50mm)| … カタサ¥9g 断 強 さ

附 耐 ω; ; ; ; '; ' ， ＨＯｩｪＡｾ＠ ? 6 mm)  ， (品 71丘、) 布 団跡 g 1脚- ) レ 均 /m m
2

6061- 01 

- T4 
2'1. 6  14 .8  22 25 65 I  16. 9 

一T 6 31. 6  28.1 12 17  95 21. 1  

6063- T 5 19.0 14. 8 12  60 12. 0  

一T 6 24. 6 21. 8  12  73 15. 5 

- T 42 15.5 9.1  20 42 9. 8 

T 83 26. 0 24. 6 9  82 15.5  

T 幻 l 21.1 19. 0 10 70 12. 7 

T 幻2 29. 5 27 .4 12 95 19. 0  

7075- 0  23.2 10. 5 17 16 60 15. 5 

一T 6 58. 3 51. 3  JJ 11 150  33. 7 

Al c lad 7075- 0  22.5 9. 8 17  15. 5 

一T 6 53.4 47. 1  11 32. 3 

アルミニウム合金の化学成分( その ー例)

合 金 1'， 
I  ｾ＠ _I Si T  F e  ｊｾ 土上 瓦 ［ｌ cr i  Al  

一

川

捌

蜘

抑

制

蜘

附

加

く0.1 > 99.0  

銭

く0.4

< 0. 7 

く0.35

く0. 7

< 0. 15 

< 0. 1  

< 0.3  

2. 2- 2. 8 

4.5- 5. 6 

0.8 - 1.2 

0 .45- 0.9  

2.1- 2.9 

0. 15- 0.35 

0.05- 0. 2 

0. 15- 0. 35 

く0.1

5. 1- 6.1  

< 0.1  

< 0. 25 

< 0.1 

< 0. 1 

く0.25

< 0.1  

/1 < 0.1  

< 0. 1 

10M 
< 0. 1  

1. 2- 2. 0 

く0.45

< 0. 3 

0 .4- 0. 8 

0. 2- 0. 6 

< 0. 5 

< 0.1 

0. 05- 0. 2 

0.18- 0. 4 

く0. 15

く0. 1

< 0.2  
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表 面 処 理

] 7 ノレミ ウ ム

アルミニウムの表ilii 処理方法は，

非常に広範囲で，機械的処理方法か

み 化 学 的 方 法，電気化学的方法，

金属被覆法( メァキ ) ，塗装などが

あるが，それらの中から代表的なも

のをとりあげてみると ・0

1  .  機 械 的 処 理方 法

この処理方法は主として友耐の研

!必に用いられるが. その方法は表面

の粗さによって大体つぎの段階に

オっけられる。

( イ) 荒磨き ( Roug hi ng )

J定磨き lζ は一般に厚布で作勺た円

板状研磨休に Ｑ または ｏ ｾ のエメ

リー砂を勝付けしたものを用いる。

減l皆剤としてはノマラフィン ，獣脂，

fm涛油などを用い，砂型鋳物などの

友而の粗い製品によく使われる。型

材，板材などには疲取り以外には通

常用いられない。

( ロ) 琢磨 ( Pol ishing )

研磨方法は荒磨きと同一であり ，

軟かい研磨休と細かい研磨frlJ を使用

するところが異なる。研俗体として

はフェルトまたは羅紗，綿布などが

用いられ，研踏芥IJ はワ y クスに 3 -

4 i u: のア ノレ ミナを1J I l えたものがよ く

{変われる。

( ハ) 磨婦 ( Buf f ing )

fiJ fI底知J Ｈアルミ ナ ， 民，ｾ長上な とＩ

を研! 容体! こ t降 く付后させ，羅紗また

Ａ土モスリンのＡ持掃板で研 ｬ￮ｾ を行な

つ。

2.  化 学 的 処 理

このブ ｾｬｴ は主として脱脂， ij¥j 怖を

同的としたもので，同時に経度のp

u も行なう。 ( ただし ( ロ) 項を除

( イ) アルカリ ;先1産

アルミニウムはアルカリに f-1d れ

る性質があるため， ー般に向性ソー

ダ，珪酸ソ ーターなどを用いてアノレミ

友面IL付おしている ilI l脂分を除去す

ると同時1 ( ，軽い統も除去する。

( 口) 溶剤;先i篠

脱11旨用として三出化エチレン( ト

リクレン) ，四塩化エチレン( パー

クレン) が主として用い られ， ζ れ

らは引火性が低いので溶剤lを蒸気 lζ

して佼われる場合が多し、。

( ハ) 酸洗練

般洗搬には 3- 5 96のl i i [般， また

は 3%程度の硝酸溶液が- 般に用い

みれている。

「ニ〉化学研磨

アルミの表面を化学的に処主I l して

平滑 な鋭而光沢を得る方法で，機械

的研阪に比してアノレミ材料の表面l乙

結晶歪などを発生させない利点があ

る。化学研磨液には正燐酸，硝酸，

1沈殿， ffl ・酸などが用いられる。

3.  電 気 化 学 的 処 理

( イ) 電解洗練

1亙解6E括主は化学的洗機に比し，1'[;

:業が;Bj 必で， {，先機も li((i 実に行なわれ

る。

- 般に用い られるブj 法として，

アルカリ洗機斉IJ 定正 6 - 1 2V，

1立流 4 - 1 0 A/ dm
2  

燐鮫系洗首長 ｾｊ 屯日 J O- '30V，

電流 15- 20A/ dm
2

1流蛾系 i5¥; 説草剤IJ 屯1[ 25- '35V，

電 流 5 - .10Aj dm
2  

また燐般系のものは，光野1，ある仕

上がりとなり，硫般，燐般の混合溶

液のものは，半艶程度のH: 上がりと

なる。

( ロ) 電解研磨

アルミニウムの表面を符劫に， し

か も極めて平滑な鏡面光沢に仕上げ

る方法であって，あるか じめ 000 番

程度のエメリー紙で研泌された材料

を電解研廃する。特徴として材料を

陽極に接続して適当 な電解条件のも

とで処理すると，材料面の凸部から

迷かに j特解して平滑な面となる。

4  酸 化 皮 膜

アルミニウムは化学的に非常に活

性な金属であるため，大気中におい

ても酸化炭股. は生成する。大気中で

向然 l乙生成した酸化皮膜は 10 - .100

A 、程度の非常:IL;¥!? いものであるか

み，それだけでは充分に防食の目的

は達せられない。そ乙でかな り以前

からアノレミの表面n:. 強聞に生、着した

H変化皮膜を人工的に生成せしめ て，

耐食性を増す乙 とが考えられ，同時

に耐磨: Ft性や，装飾的価値をも 向上

させる乙とが研究された。現在では

各程の方法が工業化されたが，その

) J 法は大別して化学的皮膜と， 2S気

化学的 J.Y. I欧とがある。

( イ) 化学的皮膜

処理液は酸化剤を主体として，澗合

されており ，硝霊長，li首酸アルカリ ，

i的酸化水素， クロム駿極，重クロム

F俊也，過マンガン駁カリなどが用い

る れる。通知酸化皮 ｬ 肢は ｾｴｾ く Ｑ Ｐ μ 以

下で酸化frlJ によっ ては皮膜lこ者色し

灰色，黄色，褐色 lζ 仕上がる。また

J長)J 英は耐食性はよいが，比較的もろ

く，耐l怠粍性が低いため，塗装，接

ｎｾｊ などを用いる場合の下地処理と

して利用されている。

( 口) 電機化学的方法 ( 陽極皮 膜

法)

この方法は一般にアルマイト処更I l

と呼ばれており，その方法を電解放

から分類すると ， クロム駿，硫椴，

修酸，fVlI lr 4査がある。

これらの中から硫酸皮11英法をとり

あげてみると ，特徴として…・
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ＢＢＧｾ俊化反映は非Ｑｦ ｪ Ｇ Ｈζ 磁く ， t主t I"t lJ:

もよい

。耐磨粍性が大

。耐食，耐候性が大

。.i: i: 色が容易にできる (最近にな

って屯解発色も製品化されてい

る。

( ハ) 電解発色

屯解発色とは，着色染料は使わず

して，陽極駿化皮膜に特定な色を lむ

すもので，その方法にはいろいろあ

るが， 乙乙では当社製品に採用して

いる屯解発色( カノレカラー) につい

てその特色をあげてみよう。

- 酸化皮膜の耐食性塩水噴霧に対する耐食性

酸 化 皮 朕 種 類

出t 駿 法

ヲ ロ ム 酸 法

l 眼 底 ( ミ ク ロ ン )

4. 1 

9.4 

14.5  

1. 5  

2.3  

Bl. 映が破れるまでに変ずる時nu

384hrs  

896 11 

1. 512 11 

212 11 

3 6 8 1 1  

696 11 

AI 材料 3∞3- H18  ( 3  5-H)  

- ア ルミニウム建材に用いられる硫酸アルマイトの標準皮膜厚

A  [-1本に おけ る酸化皮膜厚きに対する考慮( 参考)

使 m 区 分 硫 酸 皮 膜 修 酸 皮 !$l

暗 証 食 性 舛 気

外ｾＨに Ａ 略される所

L i l . 内 装 飾

23 ミヲロン以 l

ＱＴ ｾ Ｑ Ｘ＠

18 ミヲロン以' . 1 :

ＹｾＱ Ｔ＠

9 以上 6 以上

(，m Al i l !材JII のアルマイトの J I 5は未fご制定されてい t n、。

日 英国際司直規格 B5  1615 (1958)  

硫酸皮膜の厚き ( 刷、r10 I  備 手官

ｊｪ ｬ 外 ｩｬｬｾ 施設 ｉ A 級 1. 0 ，リ (25 .4) ミヲロン| 工業，ｩｦｾｲ ，Ａ 地借および染色 ， ￭ｬＡ材 ｭ

外気lこ噂 され る所 I  B級 0. 6 05. 2)  I  一般の外 部 組 材 例ストアフロント

庖 内 装 飾 I c級 0.2 (  5. 1)  I 内部川抜飾的建材

- 陽極酸化皮膜の試験; 去概要

A !主眼断言の測定

I  顕微鏡による D1N5 ω5 0  

2. 7 イルメークー A 5 T M， B-244- 56 

3. Hl 気抵抗法 ダーミトロン

4. 11 イソメＭｾＭ

5. 破駿m庄1よ リーデル

6 .  m:; Ul  A 5 T M， B-137-45 

B5  1615 

T <n ) = _._. ._. _ 1Ox 皮膜ill J，t

1演料表面積 ( c m
O

) X 比E

ただし 皮膜の比官 。米主J孔のもの

A 5 T M B51615 

2. 50 2. 50 

封孔の色の

2.62 2. 7 
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B  耐食性の測定

J .  邸水目立窃ｾ験

( a )  F 5， QQ- M- 151 (MI L- A8625)  

( b )  A 5 T M- B- 1I 7- 54T :  JI 5- Z-2376 

2.  ｕ ｬｩＧｾ 法

( a ) 軍1. r! の減hl 剖IJ 定

( b ) 生成ガス虫の測泌

(  c ) 巨視的欠陥検六( ヒ J ホールテ Jスト)

3.  Jhi 摘11

J I 5- Hお01 :  10%Na OH， 35
0

C で i 悩 0 6

ｾ Ｑ Ｗｭｧ Ｉ ずつ点縞して ， E主眼の般h却され るま

での 11即日を測定する。

カJ レカ ラーは米国カイザーア ルミ

研究所で研究，開発さ れたもので，

乙れは特殊な電解液と アルミ合金に

合まれる添加合金との成分反応lこよ

って陽極首長化皮l肢の生成と同時に発

色が行なわれる。硫酸法による染色

陽極R変化皮膜と比較すると，

長所として

①表面処理工程が一工程短縮され

る。

陽極酸化I.Xs共生成と同時に発色

が行なわれるため，

①皮膜が硬 く級密である。耐謄粍

性が ＷＵ ＹＶ 以 上， 皮映は ＲＰｾＴＰ Ｐｾ

紋空白である。

①耐食性が大き い。 Jj，{，/)<n賞:r[-6試験

で 1 万時間，水揚で 7 千時間以

上耐える。

①槌色性が大きい。紫外線照射試

験で屋外l曝露20- .30年に相当す

る。試験後も異常を認めず。

5. 塗 装

アル ミニウムは，それ自体が耐食

性であるため，塗装は特殊な用途に

アJ レミ材料が使われる羽合lζ 行な わ

れる。

( イ) 防食塗装

。異種金属と接触する部分には定

気的な腐食を防止する意味で絶

縁性のよい塗装が行なわれるe

。特殊な腐食E苦境( 出来ガスの強

い源泉地，アルカリ性の強い広

凶気，腐食{ 生薬放がかかる恐れ

のあるところなど) には一般に

透明な合成樹脂塗料が用 いられ

る。

01.止や汚染の防止にストリッパフ、

J レコーティングや透明塗装が行

な Ｔ っ ｾ ＱＮる な と。

( ロ〉装飾塗装

。特殊な彩色をEj 求芯れる湯イT

1St付エナ メJ レなどを用いるc

( ハ) 特殊塗装

アル ミニウ ム滋軍事な ど。



力日

1  加工 につ い て

最近，溶接法や接着法の発達Ａこ ｩ 、 ｉｾ

い， アルミ ニウムおよびその合金の

工作加工は極めて容易に行なわれる

よつになった。また ， アノレミニウム

の大きな長所である耐力が大きい乙

とム，怪益で

がきく乙との利点を正牛宇かしい，鋼! にζ 比

して欠J点旦とされると乙ろの担弼単性係数

が小さい。単価が高いなどをいかに

解決，処理していくかに加工の1 i f l j_

がE かれているといえよう。加工に

際しては，アルミニウムお よびアル

ミニウム合金の性質をしっかり学院

してから，かから な け れ ばならな

L、。

アルミニウム材料は一般に下記の

性質を有す

。軟かくて庇がつきやすい

。挑みやすい

。熱膨張が大きい

。加熱によっ て性能変化がある

。スプリングパックが大きい

などを充分に考慮して加工する。

( 部材加工)

切断，きた欠き ，曲げ加工[ 乙は通常

鋼材加工t c . 用いら れるシャーリン

ク， プレス ， セ - ;.::ー， フ。レーナ

ー， ミーリング，ベンター，回転車需

などが佼われる。鋼材と異なる点は

機械の逆転速度， IJD工部材の冷却方

法， 切断刃型，切断j刃型，曲げ型な

どがア J レミ材加工用に調整されてい

る。

( 組立加工)

j形巴材の組立てに lはま断函お よび恕製lJ

j形¢状に応 じて，ネジドメ ， リベット

接合， カシメ ， 溶接 ( MIG ，T IG ， 

フラッシュバット ，ス戎ット) 1潤金

などによる接合法のうち，最適なも

のを選択する。とくに量産によるi " ，'

工

7 ノレミ ウ ム

長Il立てにはフラッシュ川 y ト溶接を

行なうと ，迅速で確実( 熱影響が小

さい，溶接強度が高い〉である。

板材の組立 てlζ はネジドメ， リベ

ット接合， スポ y ト溶接，筏J 市11な

どが用いられ，現状ではネジドメ に

よる加工がもっとも多い。

2.  各 種工 作 法

2-1  リベッ 卜接合

この方法は，熟の影響をうけない

から変形歪強度低下がな く， また適

度な工具を使用すれば，大した熟練

を2 t せずに工作できる。

接合する合金 lζ 適したリベ γ 卜材

材質供給時の状態( 質j J lJ) 接合された合ＨＡｾ

2S F  2S  

A - 175  H' 3- T.. 245， 52S， 145， 17S， 755  

52S H または。、

¥ 52S， NP5/6， 61S， 

A - 54S F またはo)  

r  63S 

56S F またはoJ

2-2 切削加工

加工l侍の熱のため，士'f¥処迎合金の

f生能が変化したり ， また熱膨張のた

め，冷却l侍に寸法変化をきたすこと

があるので，熱の発生を極ノ'JI紡ぐと

ともに発生した熱を急、法 [ζ 発散させ

るよう工夫を要する。

(切j 初加工性) ( 合金名)

( 11  S  ( とくに優秀)

日記 { 175- T
4
， 245-T"， 755・T6， 

l 145 - h  145-T
6  

良 525，565， 61S， 635 

1百 2S，3S 

3 溶 接

従来，アJ レミニウムは般化j支肢が

強靭であること，熱伝導度，電気伝

得度，熱l膨張がそれぞれ大なる乙と

などのため溶接が遅れていたが，最

近不活性ガス溶接が進歩したため，

アルミニウムの漆援も急速に発達し

Tこ。

主に使用され る溶接方法

1.  ガス溶接方法

< 酸 素 ア セチレン

酸素 /1<業

ー般にフラックスを OfJII して倍加i¥l Jの刈材

への拡散浸透を{ J i ! がし ，かつ酸紫を遮断す

る。

2  不活性ガスアーク溶接法

(へ リアーク， アノレコ烏ン格技〉

タングステンアーク( 交流)

メタノレアーク( 直流)

( シクーマ ー溶接)

(ィ、活性ガス壱JHいた場合の利点)

イZ活性ガ7. にrllt安部が包まれるため，然

化作用をうけむい。

3  抵抗溶接 ｩｬｾ

(九|糊
シーム

ノミット

般化! 主l Wfは的接11告のm慢により磁波される。

なお，工業的[ 乙は2 .，3. の方法が

もっとも広純IJHに利用 されている。

4. 接 着

J設近のIt';J 方'1の進歩はめざましく

その利点を生かして同. f i l l 金属はもち

ろん，異種金属あるいは金属とコ♂ム

金属と 木材， 金属とプラスチ γ クの

ｻ友会および金属外装 材のｾ面に断熱

材を日占り合せたもti 尼i材，ハニカムを

中; 芯 lζ サッドイツチした複合材など

その利用範囲は非常に広い。

利 点

。作業が迅迷IC行なえる

。高温を必要としないから，熱処理

合金の性能が落ちない

。リ ベット締めの ように応 )J が集 中

せず ， 接幻自 ｾＵ に均一配分される

。J安着部を気衝にできる

。按着剤は電気絶縁性で あるから ，

接触腐食の心配がない

。加工品の仕上がり而がきれいであ

る
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フアノレミ ウ ム

取

すべてサッシ，スパンドレノレなど る取合は，その薬品がアルミ表首|に

がその使命をＵｦｾすか否かは，最終工 かからないよう充分注芯しなけれ，;

程である取付の良否によって大きく な らない。

左右される。とくにアルミの場合は D. 窓，スパンドレ J レ姐りのコー

材質の点から考えて，スチ ーノレ，そ キングは躯体とサッシとの述結材で

の他の材料とは本質的な相異があり 乙れを完全に鈍行しない場合，雨水

表面の似などの補修は不可能に j互い の浸入， モルタ J レの損傷など建物に

ので， ζ とに関係者のー庖のtt立と 多大の影響を及ぼす。もし，胞ゴーが

協j J を断わなくてはならない。以下 不完全の状態で建物が完成すると，

取付 K. 当って注意せねばならない1

なJ誌について簡単{ζ 述べてみたい。

後での補修は不可能に近い場合が多

L 、。ス J マンドレス . カーテンウォー

付

ノレ型式の場合など，間J h，(人のι; 所

発見{ ま極めて困難で，たとえ発見忘

れたとしても ，その防止には随分と

金も時間もかかる。乙れは設計の段

階で如何に注窓深く考慮されていて

も，現場取{，j が不完全であれば問題

が残るので，職人任せということは

絶対に慎むべきである。この点メー

カ-flllj の注志、は当然のことながら股

針の立与j に あ る 人 た ち の 子iの告仰

を噌む次第である。

A. 工事現場の製品置場はできる

だけ室内の沼気または破損の恐れの

ない安全な場所を選んで適当な木材

を枕木として，そ の上にボロ布，ダ

ンボーノレな どを用いて垂直方向に立

てかける ζ と。平和は絶対に避け1

ばな らない。

九紅飯 比 Ｑ 名 ｉｬｩ 以え ｾＡｩ Cfi: iH 大阪総築事務所)

B. Ｑ 政付 ￏￌￎ ｊ にＺｾ心 ， H止一高! ;.u入な

どの蕊準ＡＺｾｾを官。Ｚ認し ，四隅に ｩ 僚を し

て仮止めし，t l ! ; 準線にしたがって

ど" 高さ ，出入，水平， ￯ｦｾ 直，倒 ｬ れ

な どを調整して棋を固定する。つ ぎ

にアンカ ーを務接してモルタノレを光

現するが ζ の場合枠のはらみを| りj

ぐためにサボータ ーが必要である。

アンカーを鉄筋! こ溶接する場合，火

花がアノレミの表面 lζ とんで腕仰をつ

けないよう，かな らずアノレミの表面 l

をカパーしなければならない。また

アノレミの近くで溶接作業を行なう以

合，充分考慮して危険と思われる場

所は必1 ' . しなくてはならない。

C. ｾ主主主はアノレミの場合は部 ｩｪｩｩｬｩ し

たように，表面がイおつきやすい乙と

からして充分に注怠を払わねばな ら

ない乙とであるが， ζ れはサッシ業

者のみの注怠と努ノJ では到底完全は

望めない。とくに通路とか，資材i巡

搬 Iζ 使う境目F r は木材などでの養生を

考えねばならない。また砥ぎ， タイ

ノレなどの清仰に特殊な薬品を使用す
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維 持、管 理

フアノレミ ウ ム

取付後のアルミ建材はほと んどれi

久的なものであるが，それに使われ

て い る 付 属 品 ( 金 具，ガスケット

瀕) およびコ ーキン グ材などの耐周

年数が比較的短かいため， これ ら1，J

I i . i ¥品については定期的 l乙点検し， T  

入れをしなければな らない。 ( 表

1  )  

また一般の ヒツレに取り付け られた

J レミ建材は都会の塵攻媒怜ーな どに

よって汚染 されるため，ア ノレミ独特

の光沢が損なわれると同時に，長期

間汚染されたまま放置してお くと際

技中に含ま れている異種金J i . R，なとに

よって，孔食が 発生する原[ 局とな

る。乙れらをあらかじめ防止するぷ

味で定期的lζ 清掃手入れを行な う。

(表- 2)  

アルミニウム執:在主i

不 : サ y シT. ;!長KK 小松茂雄

表 - 1 付属品の耐周年数と手入ブJl 去

付 属 品 ・種 別
| 附 数 | 叩 附 震 に 逃 し た 叫 に 去 り 手 入 山 〉

ビニ ー ル … ト鎖 I  3 年以 l: I 老化すると 抑 叫 … こ め F跡 風 間J

入する場合がある( 老化 した志のは!(兄燥 える)

ヰオブりガスケッ ト類 | 向 上 | l司 上

iUI 性 コ ー キ ン 空 I  3 制 上 | 老 町 と 体 制総，ひぴ割 以 附 山

雨水がも」入する( 固化したものは削除， 1血換える)

lil' l  J  ノマ
テ I 0 制 上 |

向 上

A合 成J テゴオコール 系? /  i' I  15年以上 ｉｾ 市民長 期老化 間耐えるが，老化すると抑制《失われ

i コンバウン ド て く る ( したものは削除，取換える}

ウ ー ル モ ヘ ア I  5 年 以 上 | 良山

るため，水洗すろ

凶 淀 川 金 只 | 初年以上 iqEよって強 度 が 詩 的 場向 品 。

民 主主を行なう) 防 l  

装 飾 111 金 兵 1 20
叫 | ヰ ジ … 山 山 の は 締 め つ け る倒

l動部 は ｾￌￚＱする 。 乾 いた 布で汚れをと る

友- 2 I， r:: 陥] 清 嗣 l!!.l数

在 地 条 件

I  臨 泌 工 業 地 栂

2. i/l i  1 . 1 ¥地帯?

3. 工 業 地 帯

4. 商 業 部 ih

5. 田 園 地 帯

ホ ( 1 ) による方法

年 間 前 制 臣l 数

*  ( 1 ) によるんW l '  ( 2 ) による ii !1;

12  ( 毎月 l 間) i  6  ( 2 ヵ月に 1 1l'1)

8  ( 3 カ月に 2 ｾｉ ｊＩ＠

6  ( 2  T 月に 1 岡)

( 3 カ月K l 1HI) 

(  Ｔ カ月 ｉ ｾ 1(1) 

( 3 カ月 に l 問)

3  ( 4 カ月 lζ I 問)

(  Ｖ カ 月 ｉ ｾ 1 !li1) 

(12カ月 に 1( 1)

il . . l 水に非イオン活性押lまたはメ テールア ル コール 骨1mえたものを スポンヂに吸わせて洗尚 し，

乾いた布で銭きとって乾煉 させる 。

• ( 2 ) による方法

巾rl 洗剤u(ワ ンゲフル . ラ f ホ シ F ＧｌＧ ど Ｉを湖水に 刊 か し たら の を スｲＮ＾ ｾＮＧに ｬ 吸わせ て 尚 Ｚ附 す

勺 .

仙 台 三 越 ( ぷJr :  ｾｾｪμｬ に 務所 ， 総 工ＺＡ出向建設Ｉ
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ス テ ン レ ス

材

1  ステンレス 鏑の 種 類 ( 辿築用材料)

f.1i 記 り

| 引猿り強き| 主 成 分

¥K抑g/ρ仰Y ηmm

ス テ ン 叩l種叫¥5山 CωP (4仰 ζ屯近川 | 一 l卜0 刈一卜M

一 一J 24畑4咽窃¥5 U叩m……U凶 山5-24山M叫CP (一 当) ¥叫¥" 卜| 竺

幻極 | 叫 抑 制 製に相当) ¥臼以上 ¥0ω<¥ト11トトm

ｕ Ｕ ＲＷ の ｃ 泌がく Ｐ Ｎ Ｑ Ｕ Ｅ のものは米閃で ｉｾ 広〈 使ｊｦｪきれＮ 302! l ' J . と呼ばれている。

2  .  1  8- 8  Cr- Ni  

ー般! こもっともよく用いられるオ

ーステ ナイト系 Ni ( 8- '1096)  • C r  

Ｈ ＱＷ ｾＱ Ｙ ＹＶＩ＠ • C  ( 0 .0896以下 J の

Jド1酎生合金である。ただし冷間JJ I1T.

を強 くうけるとやや磁性を符- びる。

J'. な性質として，

1  ) 焼入硬化をす る乙とはでき な

いが，いくらか加工硬化はうける。

2  ) 焼鈍は簿板の場合( ; j : 1.090
o
C  

で空冷し厚板の場合は 1.040

0

C で; J <

冷すれば軟らかくなる。

3  ) 成裂は非常に存主主である。，t1T'

酷な成型の場合l二JJ I1工硬化を考慮し

て焼鈍する必変ーがある。

4  )  i存J安も谷易であるが. )JII 熱部

のカ ーボ ンの析 tl' ，により枚目j腐食を

起こす恐れがあるので. i科技i会出，'ott

または之i冷が望ましし、。

3 .  18- C r  

Cr  ( 16- '18?，の. C  ( 0. 12
0

0
< )  
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のフエライト系クローム合金で焼入

鋭化することはでき なl 、。磁性体で

あり耐食性は 18- 8Cr - Ni よりやや劣

るが広く ｾ築用に用 いら れる。

1  ) 木質的に焼入れはでき ないが

焼処理によりやや硬化す る傾向はあ

る。

2  Ｉ焼 ｾ ｪｴｴＨ ま Ｘ ＱＰ Ｐ ｃ 付近で行ない，

空冷または水冷』ζ より最大の軟らか

さと耐食性が得られる。機械加工に

は680

0

C で空冷した半焼鈍状態でよ

L 、。

3  ) 成型は容易である が 100

0

C近

辺に予熱すれば成型はさらに界易で

ある。

4  ) 溶接は符易であるが，溶接部

は衝1慢に I) !iiい。 j芥接前 l乙少な くと も

1000C に予熱し， r:脊接後は 80

0

C 以下

に冷し，さらに800

0

C 前後で 1 J時間

半以上焼鈍する方がよい。これは溶

接でマルテンサイト化し，硬化して

いる iffl 分を焼鈍してねばり をもたす

質

ためであこ c

4.  13- Cr  

C  ( 0.  12yo) .  C r  ( 11.5- 13 . 590> 

の" 7 1レテンサイト系合金で焼入れす

ることができる。磁性体であり ，耐

食性は 18- C r より劣 る。外装材には

あまり 使用 きれない。

5  一 般 的 性 質

18- 8Cr - Ni のステンレス鋼の総l長

恨係数は 1 .7 X  1O- .6;oC であり ，炭索

鋼の約バである。 18- C r. 13- C r の

線膨張係数は炭素鋼と同等あるいは

少し小さい。ステンレス銅のよさは

定期的な清掃によっ て魅力的 な金以

光沢を維持できる乙とに あるが，さ

びないということ はないのであって

さびにくいが，手入れさえよければ

さびないということ を誇識する必妥

がある。



表 面 処 理

ス テ ン レ ス

1  .  機械的仕上

ステンレスの表面仕上で一般に A

・l ・5・|で一般によく用いられる稀穎

はっきの如くである。

(0)  No. 2D 仕上一一ローノレ後焼

鈍鮫;;¥: ｾさ れたままのＡこ ぶい色合。

( b)  NO. 2B 仕上一- No. 2 D 仕上

にスキンパスをかけた腕きのある表

l針。( とれは No. 2 D を必日Uの際，

光線.tcl J ifI し，処理を行なっても得ら

れる)

(c)  No. 411:上一一 12 0 - 150メッ

シュの砥粒で彪仕上した一般にもっ

ともよく用いら れる 11: 上である。

(d)  No. 6f  1上一一- No.4 t l 上をさ

らに磨粉と ifhを介してタンピコブラ

ツシ仕上 した No. 4 仕上よりは反射

性の少ない '1次らかい{ 十上。

( e) へヤーライン 1t 上一一 120-

150 メッ シュのペ ーパ ー で 同 ヴJiriJ

に平行に府きをかけたｾＱｦｴかしい仕 上

であるが， T聞がかかるので好まし

Ｒ Ｑ 結時 ＡＨ｡ｾ ｾ

( 協社約時鞍

i hd f  

いとはいえ なし 、。 なるべく避ける工

夫が必妥である。

2.  ステ ン レス の薬 液 による

仕上 お よ び 着色

1.  ステンレスは HN 0
3などの薬

液によって梨地紋織にすることもで

きる。また H N 0
3
，H2S 0.! の混iei.l ζ

よっても黒色にお色できる。

2  ステンレスはfit.瑚lをかけてよI'j:

色する乙ともできる。 ζ の場合，J也

金がステンレスであるのでピンホ-

J レなどがあっ ても，また，f i t . 、燃をか

けない部分があっても別に問題はな

し、。

3  ステンレスはアク リJ レ系の塗

料を1J'li 付けする乙とによってi ' l lj1で

街活ノJ のある色彩表而を得る乙とが

できる。

4  ステンレスはロ ーノレで鋭機を

つける乙とによって美しい板が1kIら

れる。( テクスチャーシート参照)

テクスチャ ーゾートの いろいろ
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}JII 工性はアノレミ程はないが，

ベ ン ド，rf:i 後， ロール成型がで

きる。 18- 8 Cr - Ni がiやでも )JII

工性がよい。ただし }J II 工純化

をうけるので，きびしい加工を

用うときは焼鈍しなければな ら
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土づ船体にj収付金物( ソ，. スナー)

を取付け， これ ｦ ｃ ｾ 勤時 ー 次フレーム

などで補強志れたパネルを取付ける

のであるが，前接取l- j - f ずるのは鉄鋼

一次フレームをファスナーに取付け

る乙とに なる。そして との湯合， パ

ネルの位置を正! i6i ! C だすためファス

ナーは三次正の微調整ができるよう

になっ ている。パネノレの取付けが終

ってガラスをはめ込み，ステンレス

の化粧方立，化粧カバーなどをl側、l

けてこ乙{ 乙外装が完成する。

つぎに乙の上にくるパネルを} 側、l

ける前に図 ( C見る如く，ステンレス

のフラ γ シングを取付けたのち，同

級にして取付けてゆく ，また方立な

どのたての接自はスリーブジョイン

卜になっていて，材料の膨張収縮に

対する逃げがとられている。またサ

ービスタワ Ｍｾｬｬｬ はコンケープしたス

テンレスの ＱＡＡｾ 窓の パ ネル でできてお

り，自負! l 郎はグレイにお色したステ

ンレスを使用している。 l良付けはい

づれもスチー J レの下地什に取付け ら

れている。

サービスタワ ー倒IJ
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ス テ ン レ ス

維 持 管 理

ステンレスに| 彼らず，ブロンズ，

アノレミなどももちろん，手入れ( 清

j. ，t } ) を行 なわねばな らないことは，

充分強調せねばならない。

外装清掃の回転および労務伐の参

考ーまでに当社で調托した事項を例示

すると下記の如くなるが，いづれも

室内清掃に常時労務者を要ーするのに

比較して僅少のY' i 用ですむ。

維持管理の例

ト 7i t士欽ビノレ ( 38年'. 2 月調10

ガラス一一-20 EI Iζ 1 回

アルミ ，ステンレス( 外装)

一一未だ清掃せず

現状ーー優美である

2.  1] 比谷三井ビノレ ( 381， 1て2 ) '1 filtJ  

1立)

ガラス ( 外部) 1  

ｾ＠ 1 1，1' . 4  @  

ステンレス( 外装) )  

ステンレス( 外装) 一一 81ン1

/ 口 4 日/ 同

清掃務， ゴンドラ佼用 ( 2 台)

現状一一優美である

3. l::l ヌド; 板硝子本社ビノレ ( 38f f 2 )j 

調査〉

ガラス( 外部) 1  

ｾ＠ 1  1，1' 6  [!j] 

、テンレス( 外装) )  

ガ、ラス( 外部) ・4 - 5  i  

名/EI x  5 日( 1 回) I ゴント

.  ｾ ラｻ史用
ステンレス ー Ｕ ＭＶ ｾ ｲ

， - - ，.  - " 1 ( 1 台)

/ 日X 6 回 ( 1 回) J  

現状一一催美である

以上はステンレスカーテンウオー

ルの建物κ ついて，当方! こて調査し

たもので ，正ｬ￬ＨＨは ｪｾｬ しＺＱＡｊ ｈ 、が ， 大よ

その参考lこなれば幸いである。結論

として，比較的少ない消侃 Y' i で優美

な外観が維持できると いえる。

[ ステンレス執常手? 必京力一テンオーノレ l 業KK 菊池純一郎 、

岱 土 製 鉄 ピ ル 。設計 : 三菱地所 日本仮倒子本社ピル 投射 : 自主E 日比谷三井ヒツレ 役割 松国 ・平田 s没計事務所 ・横河工務所
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ごアヌ知のとおり ｩｬｬｾ 外装には動 Ｑ そ

つものが使われたのは少な く，概し

て怖社. 仏閣の屋根やその他，的j{l):

坊と掻く限られている。銅合金とし

ては種類は多 く，また }J I l 工材も数多

し 棒材をはじめ板，パイプ，鋳造

品など種類は多く ，一部の金属がヒ

〆連築の内外装材として一般に使用

コれ. ブロンズは中でも代表的な合

会である。

調と銅合金のも つ共通性質をあげ

ればつぎのとお りである。

1  熱伝導が良好

2. 耐食性，耐久性がすぐれて

いる

3  各種加工性に読む( 延十1:. お

よび展付1性〉

4  美しい色と光沢をもっ

1  .  銅 の 物 理 的 . 機 械 的 性 質

物狸的性質

比窓 ＸＮＸＵｾＸＮＹ Ｕ＠

戸話量点 1. 083
0C  

ｩＧｉｬ点 Ｒ Ｎ Ｒ ∞ ｾＲＮ Ｓ ＱＰ Ｐ ｃ

市融f問熱 Ｔ Ｑ ｾＴＳ＠ (cal. g ")  

比熱 0. 9316 Ｈ ＲＰ Ｐｾ Ｑ ω 。 ｃ Ｉ

型E張係数 1. 62 x  10- 0  Ｈ ｏ ｏ ｾ＠ 1∞。C)

報伝導ヰl Ｐ Ｎ ＹＰｾＰＮＹＴ＠ (20
o

C)  

量i引け収総本 ト42形

投械的性質

抗張力 庄延 (;1 Ｈ ＴＰ Ｅ ｴｅｾＩ＠

ＳＴｾＳＶｫｧ Ａ ｭｴｮ Ｂ＠

E括性日! [E冠紺( ぬ箔 11)

Ｑ Ｓｾ ＱＵｫｧ Ａ ｭ ｭＢ＠

革伏点、 ff 涯後焼鈍 6k g! mm"  

1申 圧延後( 必%[ E 延) 5 % 

圧延後 ( 40% 11)  8必

プワネJ' f j ! 皮圧延材 ＶＵｾＷＵ＠

弾性率 ＱＲＮＱ ∞ ｾ ＱＲＮ Ｓ ∞＠

2. 銅 合 金 の 種 類

ｾＮＳＯくの種猿 ｩ があるが ， 配合成分

ぺみ黄銅と背銅と! こ大別される。

3 黄銅! 二銅 ( C u) を 1 成 分 と す る

材 質

盆同

C u- Z n 系合金にさらに{ 也J 亡ぶを添

加した合金を包合した総称でZ nの

合有比本によって，その組織およ

び性質が大きく作用される。黄銅

は Ｑｾｾ ともいわれ ， 機械的性質が

すぐれ，耐食性もよく，鋳造，加

工ともに容易で価絡も安く利用範

聞も広い，一般に知 l られる黄銅に

7  3 黄銅 4 ・6' JJi. 銅とがあり

4 ・6 黄銅は munt z e met ol l とも

いわれ，黄銅では高fl 町な却に属し

強度を第一目的とする部分lこはほ

とんど使用される。米国シーグラ

ムビソレは乙の munt z e met ol l をス

パンドレ J レlζ 使用し，万立' . 会; 枠

な どはブロンズを使った代表 Ｈ￝ｾ な

ブロンズカーテン. ウオ ールであ

る。

①青銅は一般に Br onz e と称され

C u- S n 系合金で銅，黄銅と異なり，

現在では鋳物として使用 される五;

明治生命: > 1 > : 苗l 出入口

明 治 生 命 木 町! 而格子

重同

.L:::::，... 

Eコ 金

が板材をはじめ りlにUAよりも i盆

かに多く性質は，銅および黄銅と

同じく耐食性，美観. 11民さの点で

すぐれ，銅像をはじめ，国絡子 ，

下摺，装飾金物など数多くの製品

があげられ，丸の内明治牛命* 官' 1 ' :

lζ は弊社納入せる数多くのブロン

ズ製品がある。

性 質 Br onz e の0 . はおの合有 iil: に

よって下記の如く変化する。

S n  ｏｾ＠ 3%  銅 赤 色

ＳｾＱＰ＠ 赤叫［をＧＮｾ ぴた ＧＳｬ 色

Ｑｏ ｾＱＲ＠ 灰 黄 色

Ｑ ＲｾＱＵ＠ 自と' sJ . のl : fl 色

Ｑ ＵｾＲＰ＠ 信' s<色

Ｒｏ ｾＲＷ＠ 赤味を {tf ぴたb疋色

ＲＷｾＳＲ＠ 銀 白 色

ＳＲｾＴＸ＠ 淡以色および陥圧色

ＴＸｾＹＹ＠ 淡灰色 およひ:)'f 味灰色

ＹＹｾＱＰＰ＠ 鉛白色

かつ乙の色は溶解制度: の高低，冷

却] 速度の大小 [ζ よって多少異なり

Pbは銅赤色を強め. Z nはこれに反

する fOfl をする。またZ nの多いも

のは早く般化されて紫色となりや

すい。

Art i st i col  Br onz e のl成分は.

Cu 8 0 - 9 096 S n  2- '890 

Z n 1 - 1 296 Pb 1 - '390 

の範囲であり ，

米国シーグラムビ J レは方立およ

びサッシ郎につぎの配合成分をも

っ材料を佼用し，押 IU加工材とし

て使用している。 C u 5696 

Z n 41. 590 Pb 2 .590である。

①丹鍋は C u を t 成分とし. 1 0 -，15 

96のZnその他Feおよひアbをイ刊i す

る合金で ，祐 第三黄色を示し，事ll く，

柔らかく ，塑性 }]U工が>( i : : 易で各w

絞り加工のほか，装身具などに佼

用される。化学成分および機械的

性質は J IS H3241 参与のこと。
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翁司 室岡
.L::::"... 

にコ 金

表 面 処 理

;Ii. J認を内，外装に{ 史う場合に，強 法い|封必物のある黒褐色の被膜で1む

さ. }J IJ 工法，ィ、燃性等の点l乙すぐれ われたりするだけである。そ乙で表

ている半面，金属である以上問題と ! 日処理として行なわれる仕上げは

なる l坊食性，化粧性等が検討される 1  メッキ仕上げ

が，銅合金については. I j <，と空気中 2  金irijlTl へ仕上げ

の酸索と炭酸ガスの反ri:_で' . ＯＮｫｾ変 化 3  エッチング仕上げ

銅を作っ て変色する程肢で外装金属 4 ・ 硫化仕上げ

としては，械めて安定し七金属とい 5  グリヤラッカー仕上げ

えよう。たとえば，さきごろ解体さ 句、，ブロンズ製品 lζ は特別に防鈎丸L

れた丸の内仲 11号館3 4号( 明治4 0年・ }司1をせず，また他H( 金属との接触に

9 月五l ! 築〉の銅尾根板が古河電気工 よる l肉食を受ける乙ともまれであ

業K. K. ( 時報 32 号) の調査によると る。組立作業中 lζ 異種金属を接触さ

化学的に佼食され，かなり劣化を示 せて組合せる場合l乙は，それぞれ金

しているが. J豆板板としてはいまだ 属国有の包位差を考えて組合せる

! こ充分実用 lζ 耐えるものであると報 と，その接触部! こ局部電池を作り j尚

ぜられている。乙のように銅および 食を起す ζ とに なる。乙の作用 によ

銅合金の大気中における腐食法度は る腐食を怪滅するために，組合せて

同めて遅く，表而はわずかに変色や
もよいクツレープを大略する と

カドミウム. ! J l i . 鉛，アルミニ

ウムおよび銅合金

2  鉄，鉛および錫とそれるの台

金( ステンレス鏑を除 く)

3  銅， クロ ーム，ニッケ ノレ B ニ

タン ， コパノレトとそれるの合

金

で，他の金属と接する場合にはメ γ

キおよび表面処理を行なって上記系

列j に近づけるか，絶縁するかして素

地金属聞の電位差の減少を計らねば

ならない。現在，下地 lζ リン駿塩依

JI英やジンタロ メート被膜， ジン= ー

ト被膜の化成および各科: 下地塗料の

塗付をnうことは，それ らの被膜が

絶縁性を有するととにすぐれだ市、て

ある。
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ブロンズは! 良延性に千百み， しかも

破く ，籾性また惇粍! こ構える機械的

性質をもっているので，地性加工を

始め切削加工，治核加工等がす手易 lζ

ほどこされ， カーテンウォーノレ加工

としての均一な多量生必をnう外装

住築材料としては五立高の113材と いえ

よう 。

加 工 作 業

つぎに加工作業K ついて簡単に述

べると メタルウォ- ) レと して， カー

テン ウ ォ - )レ始めパネ ノレ製作等板金

作業として加工のできないフレス 1' 1で

業が第一にあげられる。ブロンズは

さきほどもあげたように ，J必延性な

みび! こ j瓦{III 性に宮んだ金属材料であ

るので，絞り作業や折 i凶作業の際 lこ

j援折を生ずる乙とな く均一なる製品

を製作でき ，金属外装品のもの各都

な機能を完全に はたすことがで きる

ものである。出1げ作業については級

めて簡単な作業の ように見えるが，

設計せる型状や寸法を要求通りに rtll

げる乙とは 概めて困灘をきたすので

ブ ロ ン ズ 製 外 装 施 工 例

加 工

室岡
。

重同

.L::;::;，.. 

Eコ 金

過去の経験やむ料を整理しま とめて

おくとよい。またスプリングパ y ク

は大ブJ 求める乙とができるが 11:: 11(i に

は予測する 乙とは困難で， したがっ

て試験的げの結果により J杉を修正し

て行く。

打抜きの場合のクリヤランス

クリヤランス表

銅 6 - 10%  t  

銅 (軟質) ＶＭ Ｑｏ ｾ百 ｴ

1宣銅 { 硬貨) 1  6 - 10形 t

出銅 ( 軟質) 6 - 10% 1  

ブ ロ ノ ズ 6 - 109百t

& 小 l凶 げ 半 後

日 ｾｵ 一一 ｉ R ml n/

t  

材 料 状 態

政 鋪 軟 I 0  

P I . 銅碩! 1  Ｑ ｾＲ＠

ゲイヤゴールド硬 1  Ｑ ｾＲ＠

0.05 

0. 05 

ｊｏ ｾ Ｑ Ｒ＠

10- 13  

活性ガスアーク溶接法，( ; 5 剣を用い

たガス依按 i-)'. および半回付け加 l工 等

で行なわれる。

@ 不活性ガス詰奇抜に使用す るガスは

/ )レコ' ンで，それ以外のガスも試

みられたが， しかしさまぎまな欠

} ，1. がある。

@ ガス j脊接法，ブロン ズの ガス隣接

に際しては， ｾ変 化銅が ＧＱＭ Ｚ 成しやす

くこ れが析出してもろ くなる故，

当溶接には液剤を必2 f とする。

7'i存期! としては， 日目1沙 ( No2 B'I07) ， 

椴化捌 ( B
2
0

3
) 等。

切 削 加 工

ブロンズの切削作業は -般に '1次質

で延性に宗むため，アルミニウムの

切削の場合と同様の花王Zが必要で，

バイトによる 切nlJ ではがlおよび収iす

くい角をな るべく大きくしたバイト

を用 いる。また 切 Ｑｾｉｊ ｬｩ 夜は一般に，必ｩｽｴ

としない。

:!<I且 生 命 本 社 ( スパンドレ J レ ブロンズ)

溶 接 作 業

プロンズの治按には 1 として，ィ、

仕友銀行仙台支応( サ ツ 片 方立 : ブロン ズ)

<.p" ・
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ブロンズ( ま他金属に見られぬ耐食

性，耐候性，加工性を有し， メタ ル

ウォ - ) レの工湯牧 j主を行なう金属と

しては最高のもので，外装製品の成

功，不成功は構成部分間のジ ョイン

トのデザインと取付工法にある。外

壁パネJ レおよびカーテンウオ ールは

工場にて精度あるユニ y ト製品とし

て生産し，製品に応 じた接手 ・取付

等が行なわれるがそれぞれ異なる。

金属外装品について一般に考慮すべ

き事項を列記する。

1  耐食，耐久，耐候性に富むこ

と

2  加工性に25むこと

3  耐&l ，湿度性( イン スレ ーシ

ョンも含む)

4  製作の可能位1

5  篭気l肉食につい一

6  作業操作のでき作 る弔 訟で あ

る乙と

7  管理! が容払であること

接 合 部 の 条 件

1  フレキシビリティのあること

金

組 立 取 付

2  空気， 1J <の漏れの|狗 11-_ ( フラ

ッシングの考慮)

3  水分の調節( 雨! 上鮮を JJ [iI床し

た水抜穴)

4  熱伝導がない ζ と

取 付 条件

1  メタルウォー J レの取f・l けを成

J;IJ させるポイントはl ( ，( _ 付工il 、

にあり ，取付けの合理化を1 i

な うのがカーテンウォー ノレコー

; 1 : のねらいで，製品に応じて

異なるが外装ユニット( パx、

J レも合む) を f El l . 凪! 工に耐

え 1正しい位置にl ¥l 1. 付け られ

る強さを保たねばならない。

2  調整のしやすい二三次元( 立体

的) 取付けが可能なこと

3  建物の動きや部材の1rl l縮のた

めに生ずる移動可能なこと

4  簡単に早く ，かつ内部1かられ

易に取付けのできる作業性の

良い乙と

5  耐火，耐性食ｾｾ［，その他

.. 
主 事

制 日 戸 つ

木下商l苫ピル( 山入口，サッシ， ドア ，

スパンドレル ープロノズ使}fD

耳1潟銀行本Qi ( スパンドレル 。ブロンズ)

ブ ロ ン ズ 製 外 装 施 工 例

東 京 放 送 局 ( 往 型 ブ ロ ン ズ )

50 

日本生命み; 飢 (Ifli 院 [-，u¥人口 ブロン

ズ)
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維 持 管 理

重同 重同
4 企』

Zコ 金

建築用ブロンズおよひーμ 総の表uli

iト・上げとして多 く使用されているへ

ーラ イン ・クリヤラッカー仕上，

硫化仕上げ等があげられ，これら (1

上げ目的は Br onz e のもつ光開iある

色沢をそのまま維持するか，また長

年月にl奮さ込んだ美しいブロンズの

変色WLIζ なる よう ，当初から仕上げ

る加工法である。最近，淡色皮の処

支 のものは清ー潔で明快さを買われて

内壁，外壁に メタ J レウ ォー ノレとして

多く 佼われるよ うになっている。

次に製品の品目 ｴｾｦ ｬｮｭｉ についてのべ

9 。

表面』己保i.ili 用透明塗料コート (1

上げのある製品について コー テ

ング塗料は一般に樹脂系クリヤラ

y カーを用 い，長期間金属直lのメ、

気H暴露を抑11;11し， Br onz e 表面の般

化変色の表面処理! として行な って

おり ，クリヤラッカー硬度は金属

函，それより弱い点を認殺せられ

て以下手入れを行なっていただき

たい。表面 lこ付着せるお} 脱や築物

をソフ トな布で!I 墜く拭除し，汚れ

がはげしい場合! 日立清水または石

総水に て洗浄しi湿気をソ フ トな布

で拭き取 り後，油性ワッ クス類に

て怪く磨き込む。また硫化イブシ

仕上げ金属面の手入れについて も

前回同様に行なう。今日古い建築

物の玄関等でよく拭き込んだ硫化

イブシ製品およびブロンズ防火ド

ア一等を見かける乙とができるが

長年月がたって始めてブロンズ本

来の光沢を: i み出すことが多 く

忠実な手入れが肝墜とされる。

硫化イブ シ製品の耐久付 限はEZ

境妥素〔場所，手入度〉等( G ，より

明確なデ ーターは取れないが，弊

社納入した硫化イブシ仕上製品で

古い部類では，附和 5 壬ド製の三菱

銀行ぷ応玄関| 山火GIl ( ブロンズ板

および鋳物併用) や，その他国格

子等にブロンズの俊樹! な光沢を見

L 、出す乙とができる。

岡山順三製作所新館

「銅 ・銅合金執夕立者 : KK田鳥/I J l i 三製作所 恩田雄弘〕

- 付 111 111111 11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 1111111 11111111111 111 1111111111111111111 1111 1111 111 111 111111111111111111111111111111111111111111 11111 1111 11111111111111111111111111111 川 1111111111111 1' 11' 11111111111111111111111 1111111111111

明るく・・・美しく…

N E C蛍 光 灯 照 明 器 具 は 、 N E C

が 楠 造 を 新 た に し て 設 計 し た も の

ばヵ、りです 。

・ 各 組 の 取 付 工 事 が き h め て 容 易 な こ と

. 組 虫 、 分 解 が 簡 単 で 保 守 、 戸J 世に{ 便利

な ニ と

な ど 、 優 れ た 工 郁 用 照 明 鴻 具 て 寸 。

部品に至る迄の高校 ｉ ｴ 変治具と金ｾ ｾを ｦ 史 う

.b整 方 式 な の で 、 品 質 が 均 一 で 、 互換 性 /". . .  

があり、 安価で寸 。 < 附 民 〉 新 日 本 電 気

51 



ビ ニ ー ル 金 属 板

材 質

!i (¥化ビニ J レ樹脂金属板は，欧米に

おいては，昭和30年ごろより製造さ

れ，主張次非常な発展をみて，わがl司

においても昭和33年ごろより製造が

開始されたものである。この製品は

{t7. J瓦阪の強度，加工性と塩化ビニル

の耐食色彩と互の長所を補った新し

い化粧板であるが，価格的にまた施

ーに上の難点などの問題のため，まだ

その特長を発揮して い るとはいい Ｚｭ ｾ

い。しかし，最近にいたり市史家の

認識も高まり ， ，百ｾの活発化ととも

にクローズアップされてきた。

旦UEわが同において市販されてい

る出ビ金属板( 略称) は，上保ビフィ

J レムの初実質，下地金属材，製造il; の

相i込などにより多品種にわたってお

り，友而被lU材料である泡ビフィ J レ

ムおよび下地材の極々の性質は，か

なり広範聞のものになっている。こ

の点については今春 JIS が制定され

( J IS K  6744)  ， これに よると材質

の組成については次の通り分類され

る。すなわち，出化ピニ J レ樹脂肘を

hY; 1戊するフィ J レムの主成分は，出化

ヒーニ J レA 合体または邸化ビニノレを 1・

体とした共豆合体で，これにクイ フ

により， '.f :lllfl. ifIJ ，安定刻，汗f糾， 充m

ｾｊＮ＠ .j' j'色芥IJ などが適誌に加えられて

おり ， ビニル庖の主たる極類として

は，磁1' 1: ，半1皮質および軟質の 3 稲

: J 3 i がある。しかし， ζ れには明確な

| 玄別はなく， ー・応 r'J 塑剤 0 - 1 0 i黙を

悦質， Ｑｏ ｾ ＳＰ 部を半面 ｅ 質， 30 部以

上を軟' I ' i と称して いるが，樹脂の利:

類，配合弁IJの如何により，必ずしも

この規定に従わ ないで. たんに回以

として分類 されていると考えて妥当

であろう。一方， フィルムの以さに

ついても 0. 05，0. 1 ， 0. 2， 0. 3， 0. 5 
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1，0mm等とそれぞれの好 みに 従って

製造されており，下地材の1' ，' 1伺また

は両国lこも，' ( ) 留されている。参 J5まで

に述べると， JIS におけるビニ ル回

の. f i l l : 類による|ズ分 としては第 l 友の

i盛り。

次に F地料に よる[X分についてu己

してみたい。乙の出ビ令属板! ; ; : ，ii j述

したごと し 金属板の機械的な強度

を生かしたものである ため， ド地と

なるべき原板については， あるゆ る

ものに適用されるが， 普通 JIS では

代表的なものとして第 2 友の巡 り規

• 
定されている。

たとえば，これ らの}J ; (似品械につ

い ては，市 ｉｴｓｾ 買の製作 Ｉ ｊｉ｝Ｎ 斤 ｬ 注目 ｉｊ に

よっ てそれぞれの回的に適合した材

料を使用することが必要であり，現

{ f までの -' た例として建築関係では ft

j溢，冷閲r E 延鋼板 SPC および防JI'i'(}j

* をね らった司王鉛鍛え板 S PGが多 く用

L 、ら れている。 ヅJ ，アノレミニウム

版関係も価格的には幾分高いが， ，[を

! 止でしかも耐食性がすぐれている点

からみ ても，現在の雑貨関係か ら次

第にカーテンウォ ーノレ等の建築外装

材に付lびて くるものと考え られる。

この ように抱 ビ金属板は，用途にk、

じて材質を選択することができ，も

っとも特長を得た下地材を使用す る

ことにより，化布| 板としての効果が

光分に発押されて くるわけである 。

治 l 友 ビ ニ ル l凶のやE主ii に よ る[ X. 分

I り | 硬貨邸{ じ ピニル樹脂シー l 引車川 したも の. または乙れに耳目ずるもの

2 号 | 平磁ＧｬＧｾ極化 ビニル ｭ￟ｴ￭ シート を使川 し た色 の ， ま たはこれに耳目ずるもの

竺J ｬＺｉ ｈｇ ＧＢ 一一 使ｊｉｪ山 の または ｴｴｬｾ ｉＮｉＧＱＱＧ［［ 6の -

41j  I  

l  l  - o l mm 以下の恥 {Gピエレ捌 … (!l! Jl j したも の … に 鍛

|  ずる色 の

ＡＺｦｾ＠ 2 4長 ド 地 金 以 材 に よ る[ >C. 分

No.  金 属 Iti jift 煩 Ij 

熱 [1日 庄 短 M 鋼 似 ( J [S  G  3301)  S P  

2  冷 ( ，'Il H: 延 鋼 叙 (J IS  G  3310)  S PC 

3  1m 鉛 鉄 ｾ Ｎ ｻ＠ ( J TS  G  3302) S P G 

(J  [S  G  3303)  S P T  

ア ル ミ ウ ム 阪 ( J I S  H  4101)  AI P 

6  耐 食 ア J レ ミ ニ ウ ム { j 'fu.t1i ( J IS H  4104)  A Z P  

。;¥) J ア ル ミ エ ウ ム 介 金 仮 (] [S  H  4(05)  A 3 P  

8  品; 鋼 f昨 鋼 ( JI S  G  3307)  S P H 

9  プJ
」レ

4貯 鋼 ( ] l S  G  3308)  S P M 

at ) 但し( 1 ) 及び( 8) 九1 : として板厚の厚い場合に使刑されている。



ビ ニ ー ル 金 属 板

表 面 処 理

争 目日 φ 位Ｚｄ ＭｾＮ "' $-Eヨ

言i.'Z 京宣むJ 宇 ¥ 事H. 是

ト 号ｾ 一 三「接着世石
二 点 、h 吋 4L 

;H l 図 ヴラ スチノツレ i;戸製法に t ろ場{ ' ;

-8  ｾ Ｘ Ｍ Ｍｅ ヨ
マ宅 l Hト - : f :  

E ヨー

..1:: '* 

ピニ ) L : . . . ートロール H: m. 止にろ場fi

Q_ _ Q 8- 8 -Q _ D  

t 聖子: ] '

v v '  

k 品

C 二コDモヨ

苫12 閃

n同

U

脊
へ

D

S

一
司刊 ｦＧ ｬ ， ｾ 完

プレλ

苫Ｎｾ 3肉 ピニル J ート平れつレy ‘ l U，Wに t ろ場fi

J伝ヒ金J i J ! ' 似製 ilJ! IJ による性能比絞表

ピニルシートロール

圧 I'i 1.上

L、
活 i主 い

小1"1 りがきかな L 、。

好みの Ｗ イルム号変えるｼ小間りができろがほ ｾｬｦｩ＿Ｚ

ピ ナ

プ リントは可能であるが

ピ ニ ル ン ー ト 平 板

プ レ ス 庄 活 法

第 3 友

以 回 | … / ル制 法

生 産 述 皮 | 中

ζ とに上り 色変 りで与る| 適< ' < t.(¥、。

自E い

プリシト はほとんどイｾ lij 

I エンポスはできない。

官信 | プ リント エノポメと( ， 1  

ぷ 的! 状 悠 I -- I  - - I 表而平町} なものについて

エンポスは浅い色のは "f I 容易にでき ろ。 I

I  ， I止とくに光沢あろ志のが

能。 I I…  
ト切似 の場合ばf . i l 難である I

両 lui 被 唆 I I  めにで主ろ | 容易にできろ

| 力二コイルの場合l 立uf 能 I I  

性 | 倒 に で き る

フィルムの厚みおよび硬

さにより兇なるも 一般 に

深絞りが困難

53 

フィルム liJ i ! t . により刻々

るも容易にできる

生 n 多 段 性 | 色 の 変 に に つ い て は 子入

れの i期係で長時1mを' i Qす

ヨ3 か い

却l

J;" Iヒビニ ルを fJidたする! こ際しては

この際板となるべき下地材に対する

処更ｊＮ｛ブ ｩ 法が Ｎ￬ｊＮｉＺ ＮｩｬｬＺＧｾな地位を示めて

L、る。これは ・般の塗装の場合でも

いえることであるが， この下地が完

全に処理されていなければ， いくら

ヒ 塗塗笈に予を加えても充分な防ｾｉＧｩ

効果が得みれな いと 問隊に，被 ｩｾ 叙

のル; 合はと くに この点について考慮

されなけれはなみ ない。

友商処理 }j 法については . ("J れの

; 製造方法による場合もド地処湿の虫11

何が後の筏.: j ' } 1T1J 塗布¥吃似，加熱，

フィ J レム接Ji に大きな拶仰を及ぼし

ているが I :1下割11についてはず? 附して

ここではJ : . にこれるによる製造ブj 法

について B記してムたし、。

①フラスチゾ J レ塗装;1;

11，i¥ビペ ーストレジンのフラスチ

ソV レをm.ri 殉lを塗った! ボ仮! こ塗イfJ

し， これを加熱してゲノレ化を行な

い，エンポスを砲して取ビフィノレ

ムを形成させる法( 第 1 J玄1)

①ヒニルソートヨー J レJ EN1，

ｭ Ｍ￬Ｇｩ 斉 ＱＩ を主主Ｑￍ ｩ しｾ乙燥した原板を

JJII ，t&し 接J守舟jを活性化し，あ ら

かじめ色板の絡した邸 ビフィルム

を貼合せてつ- ) レで川れさせる; 1 ;

( 第 2 閃)

③ビニルゾート半似プレス J !JI" i1;

あらかじめj京板に技 -{ f.1fi Jを主主祈J

吃燥させ これを塩ビシ ー トと重

ね合せて，ホットプレス後で力H熱

J  EZ l ・して裕層否せる tl; (第 3 阿)

!;f! 3 表はその製法別による性能を

比較したるのである。

ピ ニ ベ
一 一 一



ビ ニ ー ル 金 属 板

方日 工

加工については金属仮に出ビフィ

ルムをII占合せてあるため. ｾうらゆ ｚ

機械加工を行なうことができるが，

成形されたものは . そのまま完成品

として仕上がるため，とくに加工lこ

際しτ の取十郎 、上の j主志が必要とさ

れる。

1. 切 断

切断 l乙は手工具による湯合と機械

切断による場合に分けられるが，古 ｾｪ

者K. は金切欽などが用いられ，板金

と同様にビニ J レ被膜面を表面にして

行なう。乙の[ 也簡単な裁断用具とし

て，押切り台を利用する乙ともでき

るが，裁断限度板厚としては大休

1 . 0mm程度にとどめておき， ζ れ以

上であれば刃物などの条件がよ くな

いと仕上りが慈くなる。後者の方法

としては足踏，ハンドシャー . ifj iJ 1J 

ずj 断機などがあり，刃先の形状 lζ 応

13て自由に裁断することができる。

ただし乙の場合も， ビニ J レ被膜の百l

を表にして作業する乙とは同様であ

る。高速カッタ ーはビニノレ函を似つ

けるのでさけた方がよ l 、。

2 曲 げ

建築却材に使用される場合におい

ても，山げ加工はもっとも多 く用い

られるもので当然、使用される。塩ピ

金属板においてもこれが適用される

が， とくに過激な加工方法を行なわ

ない限り. ベー スの令属板許作純1m
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| 付で行なう加工については. ビニ J レ

は何等支障はない。 なお乙れはビニ

J レの被膜の性質上， 厳冬においては

多少硬化するのでとくにエンボスの

深い柄の加工(C際してはできるだけ

低混加工をさけ，加工工場の室内を

j Rめるなどの考慮が必要である。ま

た手工具によるものと機械によるia

合に分けられるが，単純曲げの場合

4  切断面の防錆方法

乙れは表面が塩ビフィ J レムを被似

している関係上，切口は とうしても

完全に処理する乙とは困難であるが

この方法としては，できるだけ切断

部をかくすような設計や， ビ、ニJ レ系

またはエポキシ系のプライマ一等に

よっ て処理すれば一応目的は達し得

る。乙の他，亜鉛鉄板や価格的 l乙』

は叩き曲げ，鍍金折り rJ11げ機，ブレ 割高にはなるが，ア J レミ板匂を使m

ーキプレス法，述統的げ成形の場合 すれば一層効果がある。

はプレス成形. ロールフォーミング 5.  成 形 方 法

法，ハゼ折りの場合はハゼ折機会? に ｾＱ ビ金属板の加工に際しては一般

より自由 l乙曲げる ζ とができる。 の板金加工における機械様式に従つ

次に乙れらの加工様式による主主築 て行なってよいが，シャ一等におい

用材の加工について具ー体的 lこ2 - 3 て裁断された成形品の取倣いに対し

の点につき要約すると次の通り。 ては，と くに慎重に必ず フィルム函

3. 表面傷の防止方法 および金属板同志を重ねるよう ，ま

ｾ築現場Ａとおける屋外加プーについ たロール成形における波付加工には

ては，ビ‘ ニJ レ面を保護する立場から あらかじめロ ール表面を清掃してお

取扱いに充分に注怒し，できるだけ き，金属屑，油脂などの付者な いよ

仰の発生を防ぐ乙とが大切である。 うにしてお く必至Eがある。

なおこれ らは，フ ィルムの軟1此 色

および柄によっても多少異なり ，軟 以上，加工について注意すべき点

かいものや，単に単色で半滑な市の を大略述べてきたが，それでは実際

場合は幾分目立つ傾向がある。 ] j .  どのよう な方法により ， 乙れが応用

発生の場合，単色の平滑面のスクラ 5 れているだろうか。と くに塩ビ金

ッチ傷に対しては被膜と同系同色の 属板のよう な化粧板 l乙対しては，や

j率低性塗料で仕上げるか，または J遣 はり量産化をねらった乾式構造で.

当な溶剤等で布につけ軽く拭うか. 床材，壁材，天升材等を工場で生戸" (

できれば最後に艶出し斉11で光沢を lj し，現場において取付ける合法的な

え{ 来談すれば仕上りも一回よくな やり方が望まれ，乙れ らの利点を手11

る。 用することがよいと考えられる。



組 な 取 付

ビ ニ ー ル 金 属 板

実際の施工lζ 際し，パネノレ製作を が必EE とされてくる。第 3 の方法と

行 なう組立て方につ いて，第 1 の1J して出ビ金属板 を化粧材ヨIt 構造材 と

i去と して， 乙のもの向休を接着剤ま して利用する場合で，それぞれ好み

たはネジ締め等によって表面材料 と に応じた形状lζ て波付成形を行なっ

して利用するもので. c の場合の椛 たスパ ン卜‘ レル形式 lζIluげ加工を行

進材は別の材料を使用す る。普通下 なったパネノレが考えられる。

地材としては，ベニヤ板，スレート 何れの方法も従来の禄式杭法とは

勾が用いられる。 異なり，工JtJ が極めて短縮して l士上

次に第 2 の方法としては. J;凶iま る乙と ， また塩ビフィノレムが表而 l乙

たは両国 fC塩ヒ・金属板を使用し，芯 被桜さ れているため耐食性があり ，

材にはハニコーム， フレームコア， 用途に応じて各種の金属板にいろい

木毛板，ウレタン フォーム ，グラス ろと模様およびプ リントを配した非

ウーノレ等の補助材を用 い， ・つのパ '，:r¥' Iζ 柔かい感 じを与えてお り， さ、

ネノレを形成する場合が考え られ， 乙 にインスタン ト・ブームといわれる

れには当然芯材および接着剤の選択 /;- u では，←般建築およびピルのカ

写真 1 内 装 例

ーテンオーノレのスバンドレノレ，内外

装，間仕切墜にと ，その利用範聞が

広く注目忘れてきた。写J ' . ! ; 1 は内装

材ではあるが第 1 の方法による実例

である。

第 4 表は第 2 のプl J i. t によるI鼠ビ金

l号板( 例， アートボンド) にいろい

ろな材料を組合せ取付 けた場合の防

火性能比較を示したもので，表にあ

る防火O 級. ｩｦｾ ｪＭ火 ｏ 級とは試験体の

丸山 ζ 熱を加え，その ｾｦ 面温度があ

る一定のi1ut度( この場合 260
0

C) I乙

J主したH告の表而の })I 燃 温度によりラ

ンク をつけたもので，新しい庖ビ金

属阪の外装胞工として注目される。

とくに前述したtP の方法のスパン

ドレル成形加工による場合は，運 搬

I  ｾ ｉ の破損防止 や胞工に際し て の傷の

防止について慎重に行なう乙とが必

安であり ，外壁部の複雑な波付け加

じ等の場合冬その他出入口の局部

l内な納まりに対しては設計 図にした

がって一枚毎に加士して，できるだ

け寸法誤差を少なくするように心掛

けること が肝要であ る。写真 2 は火

) J 発電所の本体外装に全面的 lζ 採用

さ れた例であり， 海ｾ［，の 埋立地と い

うltu{ 気の多 い湿気条例ニや有害 ガスの

腐食ならびに汚染に対しても充分耐

えて，今日にいたっている。

写 真 2 発 健 所 外 装 例

第 4表 各 柿 組 合 せ に よ る 防 火 性 能 一 覧 表

芯 材 E量 I日 材 | 総厚| 防 火 性 能 | IIB  考

l  ア ー ト ポ ン ド |  … ー ヵ ム |  
( パーライト充境) 38 ア ー トポ 1  40  1防 火 l 級 |

|  アートポンド 1  ̂'-，f - I ' =- tJ / .  38 1  アートポンド 1  46 1ω |  2  I  7 レキンブルボード 3  ペーパーハニカム 38 I  7 レキユノプJ レボード 3  I  46 火 l  級

ー ト ポ ン ド | ウ 吋 / ' 7 * - 1. お | フ ル ー ド 6 1  45  1防 火 2 級 |

1  P' ; ; 7. >j- ，1  
ＳＸ Ｑ ァ… Ｑ ＴＶ ｉｗＪ ｉ ｾＱフレキシプルボード グラ久ウ- JI 38 I  7 レキユノブルボード 3  I  46 I  W 火 1  級

t ン ド | 木 ち 桜 泌 | ア ー ト ポ ン ド 1 40 1防 火 I 級

1  P'  ;; : A >j - ，ｾ＠ 38 1  7  - /. '" :，. /' 1  43  1  iliJ *  3  W 1  フレキンプルボード 3 グラスウール 38 1 7 ー ト ポ ン ド 43  耐 火 3 級

7 ートポンド r  I  '" I  ｾ ，＠ .，.  0  " .  I  *ilii アー トポンドは fll

ド 7 1ダイヤフオム 21 1  石 膏 ポ ド 7 1 議 | 耐 火 1 級 1

ァ ー 1 ポ ン / ' 1 クラスウ ー ル 40 1 ア ー ト ポ ン ド 42  1耐 火 3 級 lascμ …
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ビ ニ ー ル 金 属 板

維 持 管 理

〈 ビニー ｊ レ ＼､ ｊＺｬ ｾｩ 執 ～ｨ Ｂ￭ Ｇ : 八械工コノスチールKK 出水賢蔵

JUビ金属似は従来の塗装した銅版 のような卜地材を用いたらよいか。

とは異なり，そのすぐれた特長を'1 乙れはMl 立の項でも述べたように，

かし，建築材料としても広く用い ら 建造物の種類により，耐火，防火.

れている乙とは実例からみても明ら ｾｦ 燃材のｼ又別により選別されるが，

かであるが，さらにその推定需要白 何れにしても金属板と他極材料と の

に対しても今後かなり期待されてよ 援活であるため，外気ならびに室内

いと思う。最近のように，建築物の のi ' I 然条件が左右し，膨脹係数の表

急激な増1JI Iに伴ない，新しいデザイ による歪現象を考えねばならない。

ンを採用するためには，どうしても とくに形状の大きいバネノレ製作に際

新しい建築材料を用いる乙とは当然 しては，姶張りまたはジョイナ一句

であり，庖ビ金属板がこれらの趣情 によるサッシの逃げをつけておく必

からしても 認識さ れてきた乙とは よ 変がある。

ろこばしい次第である。しかし乙こ

で充分考えねばな らぬ点は，従来か 2.  塩ビ金属板の選択

ら親 しまれてきた数多くの材料の民 高層建造物の外装または品ふLの多

所 lこ対して，如何にすぐれた性質が い梅山地の外装胞コに対しては，で

あるかという乙とを一回評価さ せる きるだけ外気条件より保1&させるた

ためには，常 [ζ 適切な胞工法の研究 めに鋼板の湯合 ( i WI 削を充分塗装し

とがf建材lこ対する建築業界との' / f if.t ておき| 坊紡に考慮し場合によって

な述繋が大切であり，同時に製品に は! J J i . 鉛鉄板を使用したり，できれは

対する愛着心ならびに施てに必咲な IJ ，jl 師にフィルムを按ぷーさ せ るな どし

工具，治具や付属品に対するメーカ て. 腐食に対する対策を講ずる p

ーのたゆまぬ秘極的なPRである。品' "

ビ金属阪を乙れらの外装材に使用す 3  補 修 対 策

るに際しては，環境に応じていろい 出ビフィルムは配合により 1削次の

ろな性態が安求されるが， これらを )]IJ はあるが，加工H寺に多少の{ あがっ

維持させるための 1な点について述 くこと がある。 胞工後もこれらを維

べてみたし、。 持させて行 くた めには，組' I r . 後たん

1  下地材の選択

出ビ金属板を外主主とする場令， ど
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ねんに補修しておけばより完全であ

る。もちろん， フィルムが按者され

ているため似が進行することはない

がれ .PI!. 上必裂なことであるペ

4. 汚 染 対 策

Ji . i ビ金属板のフィ ルム l弱は作劫に

汚染しないのが特長であるが. 長期

間の内にはどうしても多少友面に小l

Jつすることはさけられない。美しい

Ｙｊｬ材を佼用した以上，やはり え ｬ ｩ ｾ＿［ の

手入れが肝要で. i;t けん，] <や中性洗

剤l等で清翻しておけば何11与までも斬

.ifrな!ぷ じを保持され る。

5 そ の 他

最後にJ <. . { ビ金属板の仔米に対す る

) j 策としては，経済的に しかも j 三の

とも なわな い組怒仏の航行を来す よ

うな品質のものを絶対に製作 しない

こと，それには各建築別に よる fFl i会

の適正化とともに批p'(.( 化に よる枝市

化，ぷ! ; 俗化が必要であろう。、判、l I il

l'日361下谷，建設行より不燃材の; 必定

があり，さ らに J IS 化されたのを段

会 lこ';;;J 9f 家およびメーカー側が ・体

となって，この新 しい化粧板の俊秀

引を充分 lこ発wさせることこそ. 今

後とも市要の安定とが ｩｾ 材と し ての

1'11 ' . . 1 . および認識を高めていくことに

もなり，またそれだけ に ・防の代行

を! 長ず る次第であるc



材

ホーロ - ;v.k似 !; i : ，ベースメタル と

なる鉄板に， 800
0

C 古iJ' r去のiffi¥. 度で

障のガラス質を融着さぜたもので.

友uii のホ ーロ-11と;t、になる鉄板と

の合成品である。ホ ーロー質の広' . み

はj並常 0. 12 - 0 .25mmれ陀である。

1. ホ一口-

J芝山iのホーロー ! H! 酸 ・制n椴 . }JII 

III . 弗化物 ・無機顔料等か らな る

磁の カd ラスで ，J . 京料としては: A矛I

長'{ i ・ソーダ灰 ・捌砂 . IsI鉛革ミ与を

用い， 乙れ等を1混琵合して Jルレ y ボまた

はガラス f浴与融炉炉iで1溶容角解平 したものをA水く

または空気で台急、冷したものである。

乙の?粒主立- 状また はチツフ

のをフ リツ ト ( 組粕l薬) と l呼呼んでい

る。 組l薬はド 51和! と上引最11とに分け

られる。下引車i J は一般の白機塗料の

F塗盗事: ↓ にあたり，上司| 剥iは仕上塗

料に相当する。下引剰iは鉄板と裕行

する性質が強く ，少益の般化コ バル

ト・般化ニッケルがはいっている。

このために鉄板に焼付 けたときは緑

色または浪%I t 色を呈する。このド 51

滑hだけ施した鉄板は強L 、|釣針 )J をも

っているから ，サンド イツチ1 'J のノ、

ネルのｾ板に用いる乙とができる。

上引車11は鉄板および下引fUI を保設し

波飾的役割lを梨す。 ζ れは [' 1色刷と

透明粕!ζ 分かれる。白色事hには il 0.

;'fl J と し て 自主化チ タンがはし、ってい

て，そのまま使用するとドl色製品 と

なり ，少iii の顔料を加え るとパステ

ル色に な る。透明粕は各陸の- 1 "f色十1:

上げの場合の台柑! として用い られ

る。 7 ッ卜用には 7 ット用台平fhが片 l

質

ホ 一 口 一 鉄 板

L 引 潮 ( O O d - O. l 6 …J

Ｎ ｾ Ｏシ Ｎｾｾ￸ ω 似勿幼必 μ ￘ｻ｀ ｛ ｾ ー τ す ｬ 粉 Ｈ ＰＰＴ - 0 <76  Ｍｾ Ｉ＠

"  -}民王 寺五二

図 1 ホーロー鋭、阪を組、 たした断而1凶

いり れる。乙れ ウ悩楽は. いずれ 4

鉄板と釣令った膨脹係数 ・耐風化t'l

，1' 釘峡強度等を考1むして製造 されて

いる。

2. 着 色 剤

ｾ築ホーローはｻでぶの ｩｩ｣ に炎 ｬ 削Ｎを

仕上げることができ， しかも組色が

ないのが特色である。 ζ のためにぷ

色斉11としては各精の金属酸化物を出l

il fi t &で焔焼 してホーロー用顔料 とす

る。企部ｾＦＡ機質でホ ー ロ ー 焼付 し た

とき . ホーロ- ' l ' l にとけ込んでガラ

スの ・成分 となる。 故に 般の喰

料のように交槌色がない。

3. 鉄 板

即日IJ としてホーロ一周銅紋または

純欽似と日子ばれている炭素分の，J <JEめ

て少ない良質の鉄板を用 いる。 市i似

のSP材でもホ ーロー掛けする ζ とは

できるが，ホーローと鉄板のiも" 1' it
'
l  

• L上上り ・パネルの平却1.)支 ・盗み ・

ピンホ ーノレ等からみて. その使用は

j¥! i けた )J がよい。

3.1 ホ一 口一用鋼板 八械製鉄所

より 7 1レエス純欽の名称で市i仮され

ている。この成分は

C  Si Mn  s  

0.021 0. 008 0 ，027 0 .009 0. 011 

，11' 0 ，076 

ィ、純物の合r. fI ' i J が 0 ，1 以下となっ

ている。炭系が少ないために変態点、

を上昇 させ，納薬の焼成温度に よる

収縮 ・l制肢が少ないので，ホーロー

製品に惚維なひずみを与える ζ とが

'.j，'なl 、。また i山の小純物も少ないか

今ホ ーヨーの欠陥がfl:. じ郊く . 歩間

りがよいな ど綬れた利点をも「てい

る。

3.2 ベス ナメル 米間ベスレヘム

・スチール公 社(Bethl ehem Steel  Co. )  

が故近市l似し始めたもので. SP材級

の鋼板 (炭オ: 合イミiil: 0. 08 {立) をオ

ー プ ン ・ コイ ｊ レｪＺｾＧｬｊ ｬｴｬ 法により脱炭焼

鈍 Eさせたものである。炭素合1' i訟は

0.002 {立で， 1谷に. セ、ロ ・カーポン

スチ ーJ レと 日子ばれている。 7 ンガン

祉は 0.3 96程度合まれている。 ζ の

碩の鉄板lま力、、スレンジ等のワンコー

ト討にと くに適している。その他は

純鋭、と差がない。いずれにしても材

質的には ζ く低炭索で， >1乙1f1な枇の

ない鉄板でなけれはな らない。

3.3 鉄板の加工 ホーロ -11: 上げ

した鉄板は後から折 IIl Iげたり エン

ポスをつけ た り す る こ と が で き r

L 、。 そのために焼成する 前に鉄板を

希望の型状に加工しておき，その後

ホーロー仕上げす る。ホ ーロー { 上ょ

げには800

0

C IJij 後の1昆度で 2 - 3

|訂l焼成される。この際，ひずみを!- I

じ多; いか ら}J[ 仁仁はなるべく簡単にす

るよう心掛けるべきである。ノマネ J レ

の"平1' tll な型状決定の Ir.! j は，必ずホ ー

ロー業行 と 打 合 せ る と と が':11. まし

L 、。

ホー ローはきわめて微細な泡構造

のガ、 ラスであるから . 1五i喰 ・1111げi ) 1l

1'1に対しihtn、。
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ホ 一 口 金失キ反

表而処理( 製造法)

駿 i先 じ 程

ニγ ケルメ y キ

加 ィ昆 60"C 

10分浸漬
3 - 5 %硫酸

5  - 1白子

硫酸ニ ソケル液

力U ilffi. 

1. 酸 ， 先

鉄板を主|ι 似そのままか，またはふ

ちを祈り 1111げたり，エンボスをつけ

たり ，取付け用の穴等成型加工した

後，俄沈工程 lζ 移 し こ と で 清 浄 な

鉄板とする。

始め lζ 索地鉄板 lζ 付おしている il11

脂類を脱脂械で完全に除 く。次に殿

i光桝 lζ 送り ，銘を除くと同時に鉄板

の表而を荒して下ろ l紬が密着し易い

ようにする。 J欠(c. /]<i 光村i を経てニッ

ケノレメッキ村'iK送り，イオン化傾向

を利用してきわめて薄いニァケノレメ

ッキを施す。これはホーローの省者

をよくする乙とと，ホーロー製造途

上発作し易い欠陥を防ぐのに役立

つ。ニッケ J レメッキの終ったものを

己ら IC. 水洗し，アルカリ液で中和し

て乾燥し荷1争な鉄板となしておく。

2. 粕薬の調整

l'jiJ 写iで，l己したどとく ，手rtI薬 l立ド引

il lJと 上引納 とに区別される。 F引f l H

は鉄板と密ねする性質が強 く，上引

rtJ と鉄板の仲だちの役目をなしてい

る。各車IU薬とも粘土 ・化学試薬 ・ノド

等を加えて，微粉砕して泥状物にす
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1 0 分

る。乙れはちょうと¥塗料でボイル

illl と顔料をねり合したものに相当す

る。 上引車IHには別 lζ 希望する色を出

す顔料を加え同線に泥状物とする。

扮砕工程はホーロ ーの仕上が りを左

，{ j するから，厳しくむ' 理! しなければ

ならない。

3.  ホーロー加工 ( 鉄板の表面処

理)

11
1
;浄にされた浜地鉄板 lζ ， 1ご引手IH

のスリップをスプレーガ ンで吹き付

けたり ，またはどぶ漬けしたりして

塗装する。 日ド引車由は両面とも塗装す

る。: ; r r 面は乙れによって| 坊31j され

る。塗装の終勺たものは乾燥室を経

て乾燥される。乾燥されたものは焼

成炉で800

0

C 以上の温度で焼付けを

行なう。この焼付けによって塗布さ

れたカ. ラス粉末は硬く鉄板に密着し

ている。しかも図 1 のζ とく，微細

な泡構造をなすから容易にｾｦ＼ｬ ｊ 離する

ことなく ， したがって，曲げ ・衝 'J 院

に対して強く なる。下引粕のかかっ

たホーロー鉄板を下引製品と I可7・んで

いる。

焼付けを焼成と呼んでいる。; 焼成

ノーダ灰

加; 且

1  0 分

には 7 ッフル炉ーまたは電気炉を用い

る。 小規模の場合 l乙は箱型式を大規

模の場合にはトンネノレ炉を用いる。

箱型式の利点li 長尺物を縦吊して焼

f、1・けることができる。 トンネル式で・

は，一般に吊下げ得る最大寸法は

1，8 0 0 mm以下である。' 7 ' ノフル炉は

火焔が直接製品にあたらないように

|漏墜を通して加熱するように特別の

構造をなしている。燃料! こは主に弦

illl を用いる。

F引車由の焼成の終ったものは検火

または手入れをして上引制lを塗布し

吃燥して再び800

0

C 位の温度で焼付

けする。下引利! と上引勧とは相互に

なじんで続話する。乙の上引の工F三

を 1 - 3 1ヨくり i! 与して表面を希望す

る色で美しく仕上げる。

A 応乙の工程でホ ーロー仕上げは

完了するが，建築材料としては，単

板そのままで使用するものは少く，

大部分は次項に述べるパ才、 J レとして

のJJnT が施されて始めて完成品とな

る。



加 工

ホ 一 口 ー 鉄 板

1  目iJJ[. のごとく して製造される 機かる無機質まで非常に広い純閲の には Ｐ Ｎ Ｖ ｾ Ｐ Ｎ Ｘ mm ホーロー欽似を，

ホ ー = 一鉄板には，使用鉄板の厚み ものが使用されている。またー枚の 災面には Ｐ Ｎ Ｓ ｾ Ｐ Ｎ Ｔ 下引ホーローまた

で， 0 . 3 mmの薄手から 2 mmf立の厚手 ノマネ J レでも矯正板! 日立セ メ ントアス は亜鉛鉄板を比!i合せたものがよい。

まである。屋根用の波板 ・刈波 ・挿 ベスト板，断熱にはガラスウー J レな ! 亨みが 7 mm ! 立になり防火 2 級( ( . 合

j_6λ 式の腰板およびシング J レパネノレ どと ，各材料の特質を最大限( (.発担1 格する。 ; 窓枠にと りつけが千平易で，

l主単板そのままで用いるが，一般に するよう な組合せ方をとっ ている場 ガ、ラスととり合せ使 ffl に便利であ

! 立断熱，結露防止. 平面保持等のた 合が多い。 る。

めに，インシレイション材を併用し

て，サントイッチ ・パネ J レとして用

いる場合が多い。この項では: f i I l の々

材料を組合せ，複合材として加工し

たものについて述べる。複合材とし

た助合には，断熱 ・遮音効果，結露

防止， '1L:I: f1.度保持 ・強度情加等感々

の後れた特長を 11mえるように なるが

単板に比しコスト高i J l f立WI )J 日等の

欠#，がある。

2  使用するど、材は ｉＩｾｪＺ Ｎ正 ・ 外壁の

ｾｉ ｊ お よび耐火 ・ Ａ坊火能力 ・ パ ネル重

2.1 内装用 3  ｾ Ｒ Ｕ＠ mm のハー

ト‘ ボード，チ y プボード ，ベニヤ，

紙ハニカム等を芯材として用い る。

l両面化粧の j易合にはホーロー鉄板を

ｼ両面Ａこ貼り ， 天井 ， ｾ板等の場合 ｬζ

は片面をホ ー ロ Ｍ ｾ板とし， :2J:iIiiは

下引ホーロー鉄板か亜鉛鉄板を11占っ

てサンドイツチにする。ミ昼間に くる

阪を除くと乾湿に応、じて板が反る。

( 図- 2)

2.2 外装用

2.2.1 薄手芯材 防火または化

:w: ・断熱 ・遮音能) ] ・パネノレ] 彰状 ・ 粧のみの場合 lζ は 6 mm 位のフレ

コスト等々によって決められる。有 キシブノレシート等を芯材とし，安田
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'.>:1- 2  内議JII サンドウイツチ ・ヨドウオール( ホーロー桜)

2.2.2 厚手硬質芯材 0. 8mm以

上の鉄板に， Ｒ Ｐｾ Ｕ Ｐ＠ mm の既製の耐

火ボ ー ド実il を，広材として利用する方

法で= ある。非常に耐火性能に優れ，

I!ui 火 2 または 3 級 lζ 合格する。里子沢

サンドイツチ ・パ ネル， 浅野パーラ

イ ト・バード，日アスパネル等のセ

メントアスベスト製111131は 40- 50 mm 

の 厚 み が あ れ ば 耐 火 2 級に合格す

る。今後の問題としては， f，而絡の安

L 、ラス7¥り力 J レシ ウム ・j リケート

板 ( シリカ ーチート勾〉の使用を考

えるべきだと思う。耐火 3 級では，

ＲＵ ｾ ＳＰｭｭ のサンドイツチ ・ パ オ、Ｏレ，

ドリゾー ｊ レ，アスベニヤ ｾｪＮ ［ でよい。
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オーロ，級

外封i I I l' V . 似式サンドウ f ツチ ・ヨドウオール ( ホーロー似)凶- 3

ヲ ウS レ

臼 8 ';' ，:-' j
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Z明- 1同 シ1i l....l
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、芯対智弘1
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¥事長一事正

1  (d.8-l l 後経)

L?S-.75 _  

3 - z  

ヨfウJ 心

(b. fi .，i，I'-

j包ガラス板， アJ レミハニカム ガラ

スウーノレ等がある。使用する材料の

成分 ・浴度 ・j早みによ り， rllj ，にノ、

ネJ レの断熱遮音係数をもためる ことが

できる。 高性能で!I墜いため超高層用

の壁材として訟も適している。( 図

-4参照)

ポ ・ ， ク ス タ イ プ の 秘 書I ( 外袋川)

にはt . にコンクリート壁の化粧材と

する場合が多い。乙の箱型ホー ロー

鉄阪の特民を生かすには，内部に統

LE板や断熱材を入れ，さらに京 1111に

相似の鉄板製の箱と組合すと ，内外

壁を兼ねた '1嘆くて強度高 く，耐火 2

級に合絡するカーテンウォ- ) レとす

る乙とができる。箱の中に光駁する

ものには. セメントアスベスト阪、

凶- 4

ホーロ Ｍ ￮ｾ ［ 板を ｉｉ 占 ることにより変色

しない化粧板と なり ，かつ強度 ・恥l

ｪ 孔化性が高まるため ， 組高周辺ｾｾお の

外峻+ - 1 として使用することができ

る 。 ( 図-3参照)

2.2.3 箱型式のサンドイ ツチ・ パ

ネル 2 .5- 75mmのフランジ折ーし

た箱型式のホーロ ー欽似はそのまま

でも 外峨 lζ 使用できるが. この協合

ヨ ドウォー ノレパ ネ ノ レ ＱＱＱＱ げお よび ｾ Ａｦ￭ ｪ jl持弛1I 立

-x 一い必 材iい辺 而 材汁 ｩ十十え 吋叫 ヰ叩官叫叫官悦叫叫叫 ｾ ｉ斗沖恥ｼ卜トトいト ｅ虫問訓附川 ｅ引附附ｍ 月川ｗ川 ｴν洲 Ｏ川 ｍ
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組 立 取 付

ホ 一 口 一 鉄 板

ボーロー鉄板をカーテンウオール

と して用い るとき ，ノマオ、 ノレユニット

としてサッ シ業者と -休になってT

ＮＺＱｾで組立てる場合と，現 ｉｌ［ で方立制

で止に取付ける羽合とがある。外枠へ

の納め方，パネノレの継手形式は各祁

の方法が探られているが，その基本

形式は端部紋丁- としてはi I i : ね識を，あ

いじゃくり継，，. j ( ざね継が用いられ

ており，付加物による継手形式は拘1

汲継，震さね継，枠組またはこれぐ5.

の組合せ Ir . よっている。

工場組立では相当複雑な形式でも

消化できるが，現場取付のJ : rj合には

ホーロ ー鉄板そのものがガラス質と

，、うことを考l位に入れて，できる限

り取付を: & : 払にしなければならな

t 、。また厚手の外壁用の ものは後加

工が困難であるから公差等も充分考

包すべきである。取付の際，常に問

題となる点は雨仕舞の点であろう。

ホーロー鉄板を折山げずに切放しの

ままでパネルとした場令. その縁町(11

の発鈷を心配されるが，われわれ 10

1 聞の経験では総蹴部を シーリンク

ー ア，ｾ ， Ｑ［＼什 Ｑ 午
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、tラJ-" コ，ヲ

凶- 6

司鳴Oどr; tJ 是令

コール系のものと併用すると よい。

すなわち継手の内部には氏通の合成

樹指系を光民し，雨がかりの支局に

少jii; チオコーノレ系をつめるとよい。
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凶ー 7 凶 断 凶

材で光分ンーリングすればその心配

がないことを知った。コーキング ・

シーリ ング材は良質のものを選び，

さらに高価ではあるが 2 i制化のチオ



ホ 一 口 ー 鉄 板

維 持 管 理

ホーロー鉄板執ゐfi ，:{i ' :  K K淀川波鋼所 丸田裕美)

結論的! 乙いうと ，カーテンウ誠一 シンナ一等で拭き，パテ汚れ，接泊

J レ材料としてはもっとも維推竹避し 汗1) の汚れ等をとる乙と。その後洗剤

Ｍ｢Ｉいものである。 ζ れはホ ー ロＭｾ i伎を泣ーした布で拭 くと美麗に なる。

板の特質 l乙基くもので，表面が耐久 タイル洗の塩駿の飛散は絶対に避け

性の高いガラス質から なって いる上 ねはならない。建築ホーロ一利は析

に，下地は欽という金属の複合材 lζ 色を考慮lζ 入れているから，化学総

よる。その後れた特性の し 2 を記す 機用の耐塩酸性ガラスは使用してい

ると，①耐久性，耐候性が高い ① ない。したがって塩駿には極めてわ

強度が大きい ①硬度が大きい @  ずかであるが表面が犯されて失沢す

色彩光沢が向由①表面が平庁i- ，以 る。乙の失沢したものは斑点となり

上の点のために化粧面そのものはH寺 消す方法がない。

々中性洗剤または燈き砂入り洗剤lで 1.2 白地の点検 Ｑ ＡｘＮ宇 ｈＩｾ と パ オ、ノレ

吠うだけでよい。 との白地に異状がないか清掃のとき

もし数年を経ずして失沢風化が比 点検し，不良点があるときはコーチ

られる場合 lζ は，秘薬の選択を誤っ

たか，発色を主体として糊薬の適切

な使用温度以下で焼付けを行なった

ためである。経験ある業者では， ど

の系統の色lこはどのよ弓 な粕薬で蚊

低何度で焼いたな らばよいかという

データーを保千T しているし，また，

光沢などもツヤ有りから 7 ットまで

数段階のものが焼成温度の高低でな

く，ガラス質の変化 lζ よりできる。

1  . 管 理 方 法

1  .1 表面の清掃 liiJ 述の ごとく

中性洗剤液または磨き砂入り洗剤を

つけた布 ｪ 十で時々試く乙と。Ｎｴ｝ｾ目立士号

を用いてはいけない。建設のとき引

渡しが! の泊婦には，揮発油，一般の

ング材を充槙しなければならな い。

1.3 衝撃 によるホーローの破損

! 民いも のがぶつかる処には使用し

難い。しかし，エレベータ ーの 内装

lζ 用いた経験で比イT機塗装鉄板，

アノレミ板等よりは格段の耐久性があ

る乙とを知った。もし強くものがぶ

つかってホーローが剥縦した助会に

は現場での補修はでき ない。取換困

難な場合[ζ は. 2  i皮性の樹脂塗料ま

たは向動車ラッカ一等で補修するこ

と。建築完了後 Ｑｾ Ｒ 年経ってから

; 刈離個所を生ずるのは，パオ、 J レ取付

の前後強い衝撃を与えた乙とに( 足

場の取外しの際など) よってガラス

' l ' l にひび割れを生じさせたためであ

る。 ζ の際も取換え困難な局所は消

婦の際必ず主主料補修しておくこと。

2.  欠 点 と 設 計 上 の 注 意

ホーロ ー鉄板をカーテ ンウォー J レ

として使用する場合には，その欠点

をよ く知った上で使用するならば，

必ず新し t 、建築材料としてよくその

機能を発揮し・注目を浴るであろう。

一般の金属板のど とく，複雑な加

寸. はよ くなL、。 したがってできるだ

け簡単な形状とする乙と。形状より

も色を主体としてデザイン (I'，j に生か

すのもよい方法と恩われる。

、ド桜式のものの小口からの錆の点

は， シー リング材の発達により心配

がな くなっ た。この形式の ものは ポ

γ クスタイプのものより製作が容易

で， コストも安く ，寸法的に融適性

がある かる芯材の研究とまっ て活用

をi汁るべきと思う。ボックスタイ フ

のフランジはなるべく 2 5 mm 以上に

すること。またそれの ｒ は ＵｾＶ mm 

が望ましい。

色は早自に指示し，充分発色テ ス

ト，予備焼成の時間を与えてや るこ

と。

'主業品であるから ，場合によって

は多少見本や各片毎lζ 色の異なる場

合がある。色合せと称して配置場所

にしたがって順位をつけてやれば使

用上支障はな い。

1111111・111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 111 1111111 11 11111 111 11 111 1111 111 111 1111111111111111 ;1 1111111111111111 1111111111111111 111 111111111111 11111111

建 築 写 真

つ ね な り す た じ お
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金属外装における絶縁の問題

不 ニサ Y シ工 業 K KliJ fヲr. 富良

小 松 茂 雄

tl IIIIIIII I IIIIIII I' IIII II IIII II IIII1111 11 111 111111 11 111 11111 111 11111 11 1111111 11 111111 11 11111 11 11111 11 11111 11 1111 11 11111 111 111 1111111 1111111 111111 111111 1111111 

1 . 遮

3 乞

田

*  

ウ オ ー ル ユ ニ ッ ト

11 1111111111111 11 111111 11 111111111111 11 11111111・1111 1111111 1111111111 1111 111111 1111111111 1111111111 11111111111111111111 111 1111111111111111111111111111111111111

カー テンウ ォ- )レを椛 求す るユニ

ステンレス ， アノレミ ， スチ ーJ レな ールなど金属材料を骨協 と して製作 ット は ， ほとん どパ ネ ノレ ｽ ｾ ｩｾ と ガラス

ど金属材料は，ぽの装飾的 な外装ま され る一般カ ー テンウ ォ- )レの迎行 部l ( 窓) の混成から な り， その.ilmi"i

たはカ ー テン ウオ ールとして佼われ 値 は，25- 50dBの広 い純凶iで製 作 さ {直は，各々 パ 才、J レの逃i 'i. j J とIlI j. W比

ている。装飾的 な外装として佼 わ れ れて い る。 で異な るが，27- '35doが多く ， 力。ラ

る乙れ ら金属材料はほと んと遮TTを

目的 としないが，装飾をかね た カー

テ ンウ ォ - )レは遮音i l l I の対 照 と な

る。

カ ー テ ン ウ オ ー ル

カーテンウ ォーノレは外部l騒? 干の逃

i l( ζ よ り，室内の騒73叩レベルを;rF終

値 以 下 におさ え ，仕 事 の ￭￬ｾ ネ ｉｲｬ ｊ 上，

J，I; '住者の百平略的 プ ライベ イ 卜の{乱保

な と ， 快適な宅内民 Ｑｾ 売を造り ＱＧ｛｜ す乙

とが要求さ れ る。

快適な吉宗 1''] J;l !克 は ベ ラネッ クの

N C  ( N OISE CRI TeRI ON C URVE)  fl自

でぶめぷ官 ｉ ｊ により外部ｾＱＡ i干を知 lれ

ば， カーテンウ ォー ノレに必求すべき

進 行他! まわかる。( 図1.1，表1.1，

表1.2)  

ｾｻｅＮ ステンレス ，ア ルミ ， スチ

(dB )  

lf 

もt

ｬ 叫 ＱＮ Ｑ 貯Ｂ・ Ｑ ｌＩｾ￬Ｇ ｦ Ｚ ＡＱ の［ｪＨ ｾｾＡｊ

外郊凶 (1 iYr'J!J N  C  itlHf /，t， ウオール

ユニ Y トの T . L + 吸 7T尚If:
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:&l.l 各 極 の Ｒ 起に対する騒音 の Ｖｾ l¥!l ｾ＠ 〈ベラネ Y ク〕

!宣邑 の 極 類 |  組酬酬11川11山 C，I川I iW 1  *Ah  ｾＨ ａ ｾＧ［Ｍ ］ｾｾ Ｉ＠ の ｊ汎 ｉ Ｎ ｲ鉱ｾ ｾＮ伯古 Ｊみ ( A スケール

甘匡 送 ス タ ミP オ ｎｃ Ｑ ＵｾＲＰ＠ 25 ｾ＠ 30  

rr 却と 当f ｎｃＱＵｾＲＰ＠ 25 ｾ＠ 30 

劇 場 ( 5∞府，拡，tf 淡むな し) ｎｃＲＰｾＲＵ＠ 30 ｾ＠ 35  

tf i車j 当i NC25 35 

プ レ ピ ス タ ジ オ NC25 35 

7 パ ー ト ・ホ ア )1〆 ｎｃＲＵｾＳＰ＠ 35 ｾ＠ '10  

メ4、A、 l議 .Ij.¥ (鉱山該自っ き) ｎｃＲＵｾＳＵ＠ 35 ｾ＠ 40 

教 E包 (JU、，a淡町 'J し) NC25 35 

家 路 ( 校 主) ｎｃＲＵ ｾ ＳＵ＠ 35 ｾ＠ 45  

ｾｾ＠ 商 百1 NC30 40  

ｲ， ｾ＠ 院 NC30 
'10 

教 会 (拡，ti 型mはし ) NC25 35  

I主 干1) 所 (封、，ti 談日" し ) NC25 30 ｾ＠ 35 

図

"  
町l NC30  40  ｾ＠ 45  

事i DI !  NC45 55 

.illi ! @ 競 技 場 (組、，U技l i 1っ き) NC50  60  

車騒TT3十のA t在住のJ主み It jj]j'，詰 NCナ J パー j 101i r . になる。

1.<J .2 ' ]J 務 所 IC j 1 j 川ずる N C

NClll l線の NC{if
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uI 腿 f官 t克

|  非州……首比川川に岬 哨… 仰伽カ

f位E訴の4弘使I!川 は出尚j)足己

λ太;き f々 C会2誕富亙髭f  

適 JiI 

i !( 役軍 および50人仰の太 主な会決屯

|… … ト 討 は セ ミ フ ラ イ ベ イ

J5ft テーブルで会泌がで 主る

千加の ｊ Ａｩで Ｑｏ ｾ ＳＰ 百 ト' ]1政所，20ノ仰 の会議'ゼ または l 'i

fE訴の使IlI lt; 的JJi 1  介主

30 ｾ＠ 35 

|H6… 斗4引 仙f札川1げテ イ小引一一Jル川川レゆ叫の的…会
|  巾Fねd皮の大き苫O " ji {ι .i所y列r I仁υ:ソJ¥¥' j(問
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スの函松本は3 0 - 7 096が多い。最近

建築設備の進展，普及から窓なしの

カーテンウォー J レもみられるが， 35 

- 4 5 dBの遮音肢が多い。また現代流

行の全面ガラス ウオ ールでは2 5 - 3 0

d Bが多い。( 図1.2，表1.3)

長1. 3 工場生践によるウオールユニ Y 卜の

大別分類

干21 飽

|  … 全下の面にT硝多子い- L(<Gの3い・0Ld8Bm) mのの以も

Ｑ ＳＰｾＳＵ Ｑｾ …子の 組 Ｈ Ｕ合 ｾせ 8  えら れ る

2  1 3 0 - 3 5  硝 m m) とパヰ

J レ ユニット

T ・L の 高40 dいBパ) ヰルを使面

R積1し( 孟 硝子

を小さくする( 孟30%)

4  I  40  - 45 I硝ユ子ニ商ッのト な い ウ オ ール

3

 

d

・
'E

判

事

圏

実

窓

: 容の遮音は，その形式およびガラ

ス厚さで異なるが，その範囲は- A

窓で 1 5 - .30dB，二亙窓では窓と窓の

間隔により ，その遮音は大きく変わ

る 。 ( 図1.3) 一例をとると ，二重;

依殺窓 ( 2 1オンス ・ガラス) でその

間隔を0 .51/ ， 51/ ， 8
/
/と変化させると

その遮音値は 38dB，49dB， 53dB と

変化する。一般に二重窓では，乙の

間隔を最低 10c m以上とらないと二重

窓の使用目的を満足させることがで

きないといわれる。

隙 聞 と 遮 音

以上がカ ーテンウォ ーJ レユニット

の遮音値概略であるが，カ ーテンウ

オールは隙間 ( ユニットのジョイン

1，11¥ 

45  

ご、，' 0

‘ 、

ー一一一一一歩 L可 決 吹 い'引

ト部など) 透過損失がウォ - J レの迷

音低下におよぽす影響は大きい。 図

1.4 のよ うな40dB遮音 ウオールユニ

ットの 四 周 ｛ζ ＰＮＵｭｭ の ｉ ｾ ［ Ａ 間を仮 定 す

ると ，隙聞からの侵入音量はウォ-

J レユニ ット透過音韮の 10倍にも な り

隙聞からの佼入音に左右され遮音は

30dBまで低下する。 l紋間透過損失γ

よるカ ーテンウオ ール遮音ノ3の低下

は，高性能遮音壁ほどその被:25は大

きいため，隙間透過損失の防止考慮

をしなければならなし、。

結 び

以上カーテンウオ ールの遮音はウ

オーノレユニ ット自体の遮音性と ，そ

の取付胞工の完躍を期してこそ，は

じめて快適な宗内潔境を作りだすこ

とができる。

了

凶1.4

'

J

η

 

図 1.3- 1 依役 ・ 型 ｾｦｬ ｢ ・ 完全 ａｔ 片・引 ・ 引巡の

T . L 比較グラフ

テ

ン

ー 30 ウ

/ / 〆 i :  
，;"  _，，' ，.，'  I  '1 

γ L _ 叫." 、川忠 ル僧 用 / P ' _ _ - I  '" 

τττ ' ."'" .. 古- ; ; - ')' . . . ' "， .  I  T . L  . n' l  
l' L  ｯＺＺ［ ＳＵ ， ｉｉ Ｚ ， Ｎ｣ｯ本 ｾＧＯ I  

r L -=却 d ll パネレ! f ll: _ _ / 6.ム

一一一ー一一一ーーーー 127  

251 :..，__ .........____，. 

100 抑 制 70 回 50 40  30  

25 

2υ 10  0  

ウオールユニット硝子部の面積皐

雪1. 2 硝子 ・ボードの面積比と T ・L 舶の栂関グラフ

図1.3-2 7 ) レミとスチ ール弓l進: 容の T . L

比較およびアルミ 引違窓の硝子原

を変えたときの T . L比較グラフ
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ネノレK fu色などの相聞条件lこより生ず

る結露は，湿度が高いほど I iffit 度差

およびK 値が大きいほど結露しやす

い 。 般 に，複合パネルのK 値は小

さいので，K 値の大きいガラスおよ

び仲J催の表面に結露がとEじやすい。

〔例〕室内気温20

0

C ，視度5090，

外気風J i l i 4 .6mj sの条件では 1巨板ガ

ラス ， スチ ーノレおよびアノレミ仲，fJ j'

熱材入り枠は，各々 6
0

C ， 3 .5
0

C .  

1.7

0

C および - 5 . 5
0

C で友而結露を

起乙す。

アノレミ ，ステンレス製の粋および

) J 立は一定条件でー結露をとr . ず、るが，

図2.2 の C の如く受熱而( 室内のIIt

かい空気K 接する部分) を多くしj広

然面( 外気( c 援する而) を少な くす

ると， I妨露上有利である。 ( A BC の

l仰乙結露)

DまたはEの如く断熱考慮を』をした

作および方立はさらに有利である c

D は断熱材入り形材の基本型で， ，忘

1111111 11 11 11 1111 11111111 1111 111 11 11111 1111 11 1111 1111 11111111 11111 11 111 111 11 111 111 111111 11 11I11111 11 111 1I1 1111111111 11 11111 111111 11111111 1111111 1111111111111‘  

ヲ肘ヲ々熱断2. 

111 111 111 11111 11 11 1111111I11111 111 11 111 111111 11111111111111111 1111111111111111111111 111111111111 11111111 111111 1111 111 11 111111 111111 11111111 11111 111111111111111 

い。また一般枠材のK 値は， ステン

レス ， アノレミ， スチ ー J レとも大差な

く恥板ガラスより少し小さく 5kcalj

m
2
hr

o

C 前後である。( 表2.2) これ

に対し寒冷地で多く使用される断熱

長2. 2 7  j レミニウムとステール材のKI:Ii

| アルミ形材 1 " ，平-j" 廿 1

1斬熱M入り

一一
l

一一一一一一一 - 一一一竺| ア

J レミ形町

冬 I 5.0 - 5.5 I  4. 5- 5.0  I  

:  I  2.0- 3.0 

liI I  4. 6- 5. 0 I  4.2- 4.7  I  

材入り仲のK 値は2 - 3kcal j m
2
hr

O

C と

小さく，使用目的は複層ガラスとの

Of伺 で，Ｊｾ｜損失および結露の防止に

ある。

ステンレス ， アルミ ，スチ- ) レな

ど金属材料は，カーテンウオールの

パネノレおよびユニットの Ｇｾｊ ・絡として

使われるとき，各々 の; ¥' - 1 ¥11流r終(K )

がそれらの熱損失を決め る大きなフ

ァン夕、ンョン』ζ tJ .る。

しかしとれら金属材料 ) { ｉ ｬＡ ｾＱＨ で

単板パネノレとして使用されることは

ほとんどなく，他，f o l l 非金凶パオ、 J レ

( l( 憾の小さいもの) と組合せ複合

峨として使用される。

熱

露結

宅l'l li)

l  

図2.3

ｾｉｖｉ＠

el. h・五

"i> J  

凶ぺ

u. I  

曲i ， 

本|付 j R度 ・室内外j昂度差およひツマ

Kω = パ ネル 何 件 画。t 母I

ｋω ｾ Ｐ Ｎ Ｕ 一 一 ーー叫 加食 用
• ｾ＠ 1.0  - - - - - - 5屯

・ ｾ Ｑ Ｎ Ｕ 一一Ｍ K =5.1  

一

四

隅

圃

咽

国

間

f

使

用

ー5

2  

1  r丹市

4け日

率

ウォ- ) レユニットのK 値は熱伝述

本およびｾ内外の風速 ・ 気焔などの

条件で決まり，冷暖房貨に直接結び

っくため，可能段小1直にすべきであ

る。そのK 値はユニット構成材 〔パ

ネノレ ・ガラス( 窓) ・枠〕のK 他お

よび各々のその市約不により決ま

る 。 ( 図2.1)

- ! l l 在製作されているユニットの K

(1立は，可1板ガラスとパネノレの組合せ

で 2. 5- 5kcalj m
2
hr

o

C ， 複層ガラス

とでは 1.5 - '3kcal j m
2
hr

O

C 程度で，

ガラスのilii 約率は3 0 - 7 096のものが

多い。

ト

つ

一
8
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団

。

幻

油

デ
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一
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一
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下
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伯
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チ
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胸

桝

K
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↑
一

H

H

の

一

一
一

H

H

彼

子

一

一
一

1
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4

u

d

清

一
一m

↑

↑

仕

+

2

一

例

一

3

5

F

F

P

F

r

長

一

;涜実

0.1  0.5  0.6  

>a/ h  

ガラニぇ ・パヰルの面積比と ウオール ・ユニ Y ト

K 伯の相関グ ラフ

(泊二 上stJ ? ・ラフは仲を無視 したが，高i胤 す れ

ばK仰はJ u 大で20%1世える)

0..  0.3  0.2  0. 1  

I司2.1

ｦｊｾｲＮ の形状に ｫ ろ結訟の先只

外 ｩｾ ｩＩ

ｴｾ Ｒ Ｎ Ｒ＠

( '  

カーテンウ誠一ノレ 1[. 使用されるガ

ラスは ，5 - 1 0 mmの1私仮が多く ，そ

のK 他は表 2.1，ζ 不す如く大きいた

め， ウォ - ) レの弱点となっている。

これに対しア J レミ ，ステンレス など

友面ノマネ ノレ材で椛成される後合時の

J ( {I直は0 . 5 - '2kcal j m
2
hr

O

C のものが多
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冷地で伎r r -J されている。般にバネ

J レは外表面のみ，アノレミ ，ステンレ

スなど金属材料を使うため，冬期は

室内側の水蒸気の浸透でパネル内に

結露を生ずる( 図2.3) 。それ故， パ

ネノレには釧/ ] <孔を設け， ｉＩ ｾ＠ .. 長!日材 [ζ

i盃淑.t'l の小さいものを選ぶ必1)27.があ

る 。 ( 表2.3)

ぷ2.3 1't 凪材料の.i1i i! i J .係数

料 |υ 上; ;|仰 iG(gxzJ l  
財 その rnj m 1  h.  mmHg)  

l 箔 1 1  0.1 1  0  

l 箔 1 1酬 10∞ぉ

ギ-l 出士宮プ
シツヲ II 上喰 IJO 1  2.5 

長五二二五割引τ戸z州副「|  oo…  

受レ Ｍ ｾｉ 13  ｉｾ＠ -1  

1  1  6  1  0. 3<1 

1  6  1  0.48 

コJ け板 | 110  1  0.078 

ベニヤ仮| 1  6  1  0.121-0.17  

11 112  1  0.074 

11 |ラワ:，-.j;t12.8 1  0.54 

材| 担i い2 1  0似7-0 脳 l

＿ご ｾ ｉ い∞ Ｑ 0.014 

モルタル 11:4 120 10お

1  1  :  3  120 _  L  0. 181 

レンガ| い∞ 10.03 

出吉 び

以上が， カーテン ウォ - J レユニッ

トの断熱概時 で，K 値は熱1.u失，す

なわち 11互冷房に直結するため， 'Wi  

K f直の小 さいすぐ れたユニットの製

作が期待さ れる。また結露防止対策

として，古室内の気jffit および線良: の調

整を行 なうか， ウォ - 1レユニット構

成材l乙K 値の小 さいものの使用が必

委条件で，ユ ニッ トパ 才、 / レの内表面

材に熱. 1'1流性と透漉性のすぐれたも

の を 使用する乙とと ， パ ネ ノレ ｉＩｾ の対 ｩ

語録1'1]<孔設問の考慮も 忘れてはな ら

t，H、。

3. 水 密

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 111111111111111111111111111111 1111111 111111111111 111 11111111111111 11 111 

女ヲ貨安

1111 11 1111111 1111 111111111111111111111111111111111 1111 111 1111111111111111111 111 111111111111 11111111111111111111111 111111 11 11 11 111 11111 11111111111111 1111 11 11 111  

金l奇外装の主主ーがコンクリート唱に

比して，Ｑ 切水条件が不利である ｽ ｾ ｜ ｉｉｉ

として，

、。』立而活l度変化がj放しく ，ンーノレ

材が吃燥，収縮， f仏軍:i ，脱水，飛散

しやすい

。怪ｦ￯Ｑｾ主であるため品 ｾｻ［ｉ ｊ しやすい

。吸/ l <tLj : がなく， Ｑ 昨日 ｾ ｪ ｬｬ ｊＺがもろに

接合部にかかり ， μ 人水は ｪｬｾ 内に保

育1されず u'{ 接' -' h内 fWI 漏水のJ j ; t l羽と

なる

したがって， ｊＱ Ｑ ｜ ＺｴＱＮ ｴｩｊｚｊ な外 ＱＱｾ のｽ［ｦ［ ｩＧｊＧＮ

は，

。外自 ｾｓ 表面からの ｵ 入 Ｑ｝＼ を ＧＮＯ｣ 々に

阻 止する

。略体内)"jj Sに根気をti i1>'l せず. 1" 1  

111 に外市へ排視できる

と考えるれるが，乙の二.lJ iは相反

する性質であり ，接合部シー J レ材の

施工に対する完令な保証はmし:Yi jfr い

ので，現実には11，，": 休内 部への多少の

口入水はあっても ， ｾ内 ｦｗｉ へ漏水さ

せず巧く外部へ抜いて日主体を担似さ

せなければよいという下法がとられ

ている。

ジョイントの水宿泊; を治ずる句会

よくオ ーフ' ンジョイントとクローズ

ドジョイントが対比される。( 図3.

1) 

白 ￭ ｪ ＭｻＧ￭の Ｉｪ がｾ場施工に性能を頼 み

ないだけ信頒できるが， コスト; 誌の

ため，アルコアヒツレその他数台IJ の' 人

例しかない。後名ーのシーノレ材胞工欠

陥部は，部分的にオープンジョイン

トを形成するわけで，/J く街性[ 乙 l絞っ

ていえば，j¥l ，jcfi の差異は内部Q 入;; '1

火水量の程度差 [ζ すぎない。

ー

引

-
引

99パーク アベニユ アル E 型 防

a  オーフ、ノジョイント

b - 1  チェスマンハツタン b - 2  チェスマンハ Y クン

ぷテンレス; 1I 制策 アルミ Ｇｊｾ 脳 集

b  ? ローズド シヨイント

IAl 3.1  オーフンヲヨイントとタロ- : ( ドジョイ〉ト
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、色

また形態によるジョイントの分芸員

が広 く行なわれてい与が，図 3.2 .

図 3.3の如 く多様で，水省性を論ず

るには適用しない。

接合部の7l<!&i 性を支配する因子( :;.

外部から室内fillJ に通ずるi陸路と . そ

の途中l乙介在する毛符破断または滅

fEエアポケットと事liせられる スペ ー

スである( 図3.4) 。 とくに後者(:;.

暴風雨時，振動圧l時Iこ有効であるc

ガラス飯込泌の・ン - )レ方法を整理

すると ，図 3.5のとおりであり .

般に溝底部lζ 空気庖または気泡をと

って断熱， シーJ レ材の逃げ. 振動変

形の逃げなどを考慮している。

外拘l縁の方が内押縁より振動に対

して安定であるが，前者で' I ; i : 押絵端

笑付部よりの佼/Kが多くヨラ roxを要す

る。

γ - )レ材は高性能なものほ と施工

条件が難し く，現場穐工ではその性

能を l OOq6発揮できな いc (表3.1)  

上 玄 亙

ち管破断 (Mf:玉

ニア ポケ y ト)

' 印のあるところ

ヲ'';'' - /1... 1)オ〈‘ノ .;.. ォコ，ι 4- ;1" 1 - /レ

〆" " 11 _ / /  

「 円闘「

I  τキオ ヲ・{...-: に

叉lt 7 "レ_ I{... .. 眠 ，型ｾ ＼＾

パヰルーパヰル!地 3 ヨイント 分頬図図3.2

凶3.4

自
宅 三 ゴ

ガ ラ ス i i X込 f岬 の シ ー ル 方 法

キオコィレ

ナ士子ル ［Ｈ Ｑ ［ｊＺ‘ Ａ ニ ィｾｾ 型よる Ａ［Ｍ主 ゴー Ａ し

ｾ ｊｬ Ｏ＠

11 /  ' "  
句ニ斗レ ' コーキング

クγ るヨン 文 ， Ｎ寸 ヲ ト ｟ Ｑｾ リ ボ ン

隔 月

図 3.5

ｾ ｩｬ ｾ＠

止…

ι

-

2

作

品

ロ

ぜ
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仲 ー 仲 間 ジ ョ イ ン ト 分 類 図図3.3

一
一

』

一書

骨

一

一
一

一

閥

幽

一

圏

諸

問

凶

山口

同

盟

↓

堺

幼

時

パ

図

院

州

立

l

U川

河

川

凶

パ 4 ルゾヨイントの作んのlil:: 問旦 11" ｾ＠

試 験方法 と定量化の方 向

/K密性を外壁の性能として倣ー立す

るためには，自 然条件， ジョイント

およひ' 壁ユニットのノド街機織を定E

的に把爆し，格付け，合理的な矧台

セを可能にする必要がある。

NA A MM ( アメリカ建築用令属製

品製造業者協会) の樹定法準 ( 62"['.

改定版) によるカーテンウォー J レの

試験法の紙要は下記のとおりであ

' ' ; >0 

、

: t t 験体四周の全部のジヨ 1 :..-トを ft むつfJ. !、

ユニット

飾的試験

・傑郁銭験注水量1 5 ガロン /h .  sf  ( 3 .4117)  

m') ，圧力差 0.75吋( l 9. l m)

水柱で15分間

的飴抵験( 条件の酷しい地域に遁J l j )

下 図 静 圧 変 化 ICよる 12分間注水紋験

( 下図参照)

プロヘラの回転による 風流を当て

ながら注水する。プロベラの位れ

から 5択下流の風速を呼祢風速と

し，プロペラと: t t 験体{立悩は，16 

土 l 択である。呼称風速 130mp h

ｻと ＵＸｭ Ｏ ｳ･｣Ｉ で ， Ｚｴｴ験 Ｑ 理面相 ｾｉ

風速は大略65mphで晶る。

・傑司自立高験 呼弥風速l(泊mp h (叫 .6m/sec )

注水位3.41/分m"で15分間

.  ｨＱ 目ｾ Ａ式験静的Ｚｴｴ験の場合の ｊｐＢ J P2をそ

れぞれ呼弥風速 I∞mp h，130m 

phll : 1G換えたも の。

t的誠験

- 通気i 止と 流線の乱れは超凶する飛詳 Il:対する

保証i:li'" を考え， 1阻板の立上り σ + J P により

! J l 付けをする。

- 百合せ，杭，仲間ヨヨイントは通気 Il.t":: より

絡付けされ，室内側に耐水せず， ジョイント

を伝わ りllU板 ll: iIi1る 。

当社では東京大学生産技術研究所

脇 田教授の ご指導により試験装置を

支置，研究を進めており，結果のま

とまり次第ご批 判 を 仰 ぐ予定であ

る。

試みに開閉: 容に おける l J <似性絡 [.1

けの方針 案を示す。

臥吊五司

• aのλ; 由自の位は 通気古I= Q (m"/ hr/ m) と

対象，圧力差 = iJ P (m m水位) との函散と

して示され，σ一=K ・Q ・J P-" の佃き型にた

るらしい。

・ 以 上 の方針で［Ｑ［ＭＧ験により数伯爵 ｾ￭ ￮Ａ を ｊｩｴみ てい

る。
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J.t 3.1 シ ー ノ レ ; 財 の 性 能

fii 性 物 質

i  l  |  一 波 ｉｉ ｾ ー硝油子性コマーテキノグおよび 不乾性コン バウンド 合成ーーゴム コン性パ ウ4ンド I  

f特 剤 タ イ ブ 低粘土11: タイフ

ｾ鍛カル ν ユーム ポリプテンまたは混合 O プテル 。ハイバロン O ，f. リサ ルフアイド ν

アスベストファイパー ポリプテン，，f . リイソ ポリサル 7 7 イド 0 7 ク ' ) J レ その他無線 リコーン

E  IJX; 分 im 鉛 筆 プテレン ( ブテ ル) 7  0 ネオプレノ 顔料合成樹 On! リウレフン

合成鈎脂不乾性I i J I スヘストファイパー 液 状 市 合 体 O エトリル sl'i t ( ど その他

0 ビニール 色耳5. 繊維，無機顔斜

耐 J f j 年 数 | 3年以上 5年以上 15年以上

11 

10年以上

コ ス ト 円I1 1  Ｔ ∞ ｾＶ ∞＠ Ｖ ∞ ｾ ｌ ｏ ∞＠ Ｓ ， αＩＨＩｾＴ ，はＩＨＩ
11 

ｌ 似 ＩＨＩｾＶ ，飢ＩＨＩ Ｔ ， αＩＨＩｾＸ Ｎ αＩＨＩ＠

成 耳目 品

.fi fi 矧

合 良 ウ ー ル フ エ 川 ピ ニ ー J レ | 材 プ レ ン | ブ テ 日 ム)1'  ｾｾ性 ｊ 目

; f . リブテン l  プ テ 山 ( ポ リ イ ソ |  ゥ → フェルト ビニ ール ，f . リ合ロロ イソブテレン

アスベストセイク プチレン) Jド硬化，)1'1尉食性 ヲロライドポリマー プレン イソブレン

1品 分

アス 7 アルト 入り |  カーポンプラツ 9 酸化合ロム その他 ポリマー

その他 j明隙薗i料 そ の 他 無 綴 節 約 jj 属機顔料

ガ ス ケ ッ ト の

j醇 tA: 
綱 ｪｾ＠

物 抗 張 力 ( k g/c m" ) 小さい

性 1111 強 度 第 Jド市に大きい

Fl(i 復元組力)

ｾｮ 、

3 m mx l 2 mmテープ状

Ｑ ＸｾＶＰ 内 ｭ

面4 JII 4ド
数 l 3 年以上

水幣，対日時，強度貫主験談El t

70 

PII i:1l成形品 | 主 と 川 パ テ 状 の 馴

シート ，スポ J ヂ 出成形571そ に補強セ J イ

シ ー ト 状 }' ，. 而，按. l 1J ' i 11塗布

の他シート を中心に入れ

るリポ μ 状

0. 9土 0. 75 ｊＮ ＲｾＲ ＮＶ＠ ＱＮ ＲｾＲＮＸ＠ ＱＮ ＲｾＲＮＸ＠

ＰＮＷｾ ＱＮＷ Ｕ＠ ＱＶ ｾＲＳ＠ ＹＸｾＲＴＵ＠ ＲＸｾＲＸＰ＠ ＵＶｾＱＷＵ＠

3∞以上 ＲＵＰｾＳＵＰ＠ お ｏｾＵ ∞ Ｒ ∞ ｾＸ ∞＠

弱 か ｉＨ りｾＮｊ かなり弱
| 以 好 1 E..!. 

ｊｏｏｾ Ｑ ＸＰ 内 Ｑ ｭ ＳＶｾＶＰｦ 司 Ｑ ｭ I  Ｖｏｏ ｾＸＰＰ ｐｬ Ｏ ｫｧ＠ I…o l no~72 ωＰｾＸ ∞円 ｉ ｫ g  I  " v V  iiii h 円I k g

5年以 1: 5年以上 3 年以上 1  10年以上 I  10年以上

111111111111111111111111111 11111111111111111111111111111111 11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 111 1111111111' 111111111111111111 

4. 電 解 腐 食 **吹*

11 11111111111111111111111111 1111 11 111 11 11111111111111111111 111111111111111111 11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 11111111111 111111111111 

合以) ( 酒食は屯解質 JJ<i1点i皮と金属体

友IIII との相互の反応である lEi 合が多

し、。

電気的 l肉食のl i ! J i . t，: な伊l として，校

間 l肉食，応郎l肉食，j妥jrJ!1tfi 司会および

添加l代金広ぷの彩仰な どがある。

1  ' 粒 間 腐 食

舟2: 1こIJ fl T用アルミニウム合金で・

は， ｾｾｪ 品 ｎＺ 界がｊＱＡｩ ｬ￭ｾ 的にいわゆる校

間腐食の傾向がある。この原肉とし



とになる。鉄とアルミニウムが必ず

しも直接接触していな くてもこの現

象がみられる。

Cu および Cu 合金との接触は，乾

燥状態では比較的安令であるが，他

の場合，たとえば青銅線の網戸に雨

が当り，それがア J レミ製の窓などに

かかるよう な場合には微量の銅イオ

ンの供給 lζ よっ てア ルミ( r . . 孔食を生

ずるので避け なければな らない。

ロ

，、

合 金 元 素 の 影 響

アルミ中の不純物としてFeが多く

合まれるほど，耐食性が劣化するの

は組織中の Fe- AI
3相が陰極相として

作用するからである。とくに高純度

アルミでは Feの回路限が微小である

ため，少量の鉄の存在が大きな影響

を与える。不純物の C u はア J レミ中

の固i容度がかなりあるので，僅少誌

であれば大し て有害では ないが C u-

AI
2

が析出するように なると有害な

働きをする。不純物として珪系は常

温での固溶度が極めて低 くJ Ｚｾｴ 冷し

ないかぎりつねに微細な5i 相が存在

し，乙れが陰磁的作用して耐食性を

粗害ーするが， Feほ どの影轡は ない。

乙の陰槻相があると乙ろはア ルミナ

被膜のイベ述続点をと仁じやすく ，局 部

腐食の条件を準備し. 電気化学的腐

食を促進する。 Mn とアルミとの中

間相である Mn- AI
6 および Mg と5i の

ｲ� 間屈である ｍｧ Ｍ Ｕｩ 相の電係電 ｦｾｌ は

A Iのそれに近い値を示すので， A1 rl l  

へMnを添加しでも ， またMg と5i と

をMg
2
- 5i の比の割合で添加しでも耐

食性をほとんど劣化させない。した

がって耐食性の良好なA I合金! ; ; AI -

Mn系， AI - Mg
2
- 5i 系，A I- Mg 系の合

金で Cu，Ni ， Zn などを -::¥"{l- ずる高

ノJ アルミニウム合金は耐食性がよく

ない。高 ) J A I 合金への Cr ，Mn など

の添加は結川村を微細化し f庁il'r tiel

を繊維状とするため校間腐食を| 坊 11

する。

ては，怯界 lζ 析出物とア ルミ国{ 容体

との局部屯池 lζ よ る と いわれてい

る。 L たがっ て粒間腐食性には添加

) 1二* と熱処理が大き く影響を与える

が，結晶の方向性とか腐食液などに

も関係がある。 AI - C u系の合金 ( 175

245)  は海水中で粒間腐食を生ずる

が. それ以外の場合 l乙は 11ミじ ない。

また乙れに Zn を添加した755では粒

間腐食性はさらにはげしくなる。 AI

- Mg系の合金である 35，45， 525 な

どでは粒間腐食を生じ ないが Cu

の添加された 565 では高慌に放置す

るなどの特殊な環境では位悶腐食を

起こす。 A I- Mg- 5i 系の 635 および

615 は牧閲腐食 lζ 対する低抗がもっ

とも大き l 、。

溶液の定 等 &

陽極，陰極の面積i七

ニ 分J甑作用

などの諸因子からも影符をうける

ので ー概 !ζ はいえない。

アルミと接触してあらゆる場合 IC

安全な金属は Zn，C d， Cr で Ti およ

びステンレスがつきにつづく。 jJ; の

場合をみると，たとえば海水中では

欽が作¥l C陰極と なるが CoC0
3
，N 02  

C 03を微 ilJ: 1乙含む淡水中でアルミニ

ウム (ζ 対 し，ｾｊ 、が最初陰極であった

ものが後に陽極と なる。 乙のことか

ら鉄イオンが水 IC溶けこみ， 乙れが

アルミニウム表而 l乙付析し，局郎屯

i也を形成し，ア ルミ ニウム を浸すこ

長4. 1 主はる金属の] ーノルマル液の水深傑司自

電極[[11'立

v olt e  

- 2. 925 

- 2. 715 

- 1. 337 

- 1αm 
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カドミウム

ニッケル

鈎

鉛

水 浜

銀

首』

金

信 イ 借 金

極 オ t谷

低 ン 丘 属

位 化 I 1

l 棺i 11 

向 大 卑

事I i} 

大 )

Jj、小

高: l ' i "

き

食

アルミよりも高包位の金属陽イオ

ンがア J レミ表面の陰恒部に tlTtl'r し，

これに隣接するアルミニウム栂をあ

る限界電位以上 lζ 陽極的に分離す る

ことは酸化皮膜が破壊され，孔食を

やずるといわれている。食品温水中で

は，IR度や No CI ｩｋｾ 度の ｩ 科大と とも

に孔食の可能性を増すが，ヂL食の半

ι ｾｩ 深 さは 減少する。 孔 食の進行述皮

はl時間とともに 減 少 し そ れはほぼ

H寺聞の 3 采恨lζ 比例する。それは皮

膜の厚さが 2 倍になると点命が 8 (た

になるこ とをな味している。 I気食を

とl じに くく ，その上孔食の進行述度

のi ! ! い合金は525，615などである。

腐部局2目

.}<4 .2 アルミ回総体および各部'111:11相の信組

m位

i-
( vol te)  

O. I N カロメ

ルスケール

- 1. 07 

- 1. 07 

矧

Mg，AI .  

AI 十Zn + M g ( 4 9百Mg 2n2)

凶花H本

組

ー ト 01

- 1. 02 

- 0.96 

- 0. 87 

- 0. 85 

- 0.85 

- 0.幻

- 0. 81 

- 0. 69 

- 0.56 

- 0. 53 

- 0. 26 

Mg Z no 

AI - 4%Z n 

AI - l 形 H

AI - 4%M g  

MnA 10  

アルミニウム( 高純度)

A l l Mg  十日 ( 1%1¥1g
25i)  

i品目主体

問符H本

IliltiH本

体

体

的

H

m

凶

回

A I- l :彪5i

AI - 4  %C u  

F e AI:r 

CuA I， 

段 事 長

アノレミニウムの ｭｾｾＧ［ｬ ｊＺ ￭ 立は低く ，

陽極的であるかゐ，アルミより陰阪

I) (J な金属に接触すると，ア J レミが陽

傾 ＨｉＯｾｉζ 腐食されるととがある。乙の

作用の強さは，原理的には 2 種の金

属の電位比{ y1]I ζrJi める{ 立むが速 く離

れているほど強くなるはずであるが

この他に，

イ 接点、の電気抵抗

食腐触接
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ただし， 1立溶液巾に 53g，J、l acl および

3g， H
00 2 を含む水前液中でdl.' lit ( 日本金

風学会J主より)



どしどしと投柄下きい。テーマ自由。 掲臓の分

托は組品塁上。係入のハガキをと利用下さい。

口 ヌ J l， 口

土地似保賃貸住宅建設資金借入ト1
1

込書の側内 l乙 iCオ) 差引差額( ヌ

ノレ) J とあったのを， ある人が指弧

内の外国55ヌーノレが何の意味である

か，周聞の者 lζ 吋ねたり辞書をひい

たりしたがついにわからない。 i淡当

公共機関で聞いたと乙ろ何の乙とは

ない。上側の( ヌ) 側か ら( ノレ) 欄を差

引いた額を( オ) 側に記入する乙とを

ヌーノレと現わしたね号なのだ。な る

ほど，'¥!.r式をみればまったくその通

り( ヌ ) 7 イナス( ル) のことである。

てんで笑話ーのようである。乙れはこ

の人が漢字のつぎの括弧内の片仮名

が外国沼であるという既成観念があ

「たからだ。そのため周囲の者まで

そのペースにつられて迷ったもの

だ。乙れは見毛!i とか施工lこも当ては

まることだ。号待易な乙とを勘違いし

たかむずかしくヨ5・えて却って的は

づれの処置をする。私どもは既成制

念lζ 捉われず，柔軟に頭脳を向転し

て的隊な処置をしたいものである。

( 徳島市中前11¥町 天 羽 鴻)

口 住
L、

と 色 口

私たち建築技術者 Ij. (1む身にな

ってｾ築せねばなりません。また色

は私たちの環境に影響することは非

常に大きいといえます。たとえばカ

務室 ｬ こ ｴｾ 色系を使って，冷静に物ー ｊｬ

を処恕するに役立っても ， 住宅のＩｾＺ

室 lこ使ったときは L、わゆるソフトな

安らぎの落付いた気持になるでしょ

うか。 10 棟も 20 棟もア パートの列

で， 1 日中団地生活で家事をする -t

婦にとって真白な壁，ヨ草色系の建只

および枠は無味に感じませんでしょ

うか。やはりやわらかいl夜色が身近

にあってできるだけ多く芝川納樹に

よって緑を配したなら，疲労! 必も少

ないと思います。外観においても( ¥

い壁l乙波紋の建具，; W; 黒の手摺，建

築家好みであっても ，私向身生活す

るときになれば寸思案します。

結論として建物自体に取付けられ

ているものは台所廻りを除いてl暖色

系にすべきと思います。変化の強い

色彩は( 原色を含めて) 庭闘設備の

騒々線として利用すれば l節白い変化

がペーれてくると思います。

( 国鉄工事監督 ・京昂i 柳本正，台)

口 サラリーマン と家 口

アメリカのサラリー 7 ンは ，¥¥ .1， 

の月給取りより介性があるという。

なぜ ? 1 : 1 本の大学卒の初任給は 2

) j - - 2 力 2 千円位に比べて，アメリ

カの大学卒初任給は約600 ドJ レ位(

約 144 ，000円) になる。それで独立

家屋の娃売が約 2 刀トソレ，20 ヵ年月

賦で買える。一年当り 1，000 トル，

凡当り 80 ドレ余り払えば} 戸建の家

l乙住め，月給の 1596位い払う乙とで

fl 分の家からオ 7 イスへである。 H

，ＮＮｪｾでは反対に永年Ｇ日々孜々として働

いて，停壬「ーになり社宅をほうりださ

れる ;);J 自で，やっとこさ i品聡金をは

たいて ー軒の家がもてる状態。片や

サラリーマン ・年生が自分の家を買

い， )'，ブ"j!ま)=j給取りの終点でやっと

家をもっという。

U ノドのサ ラリー 7 ン Ｍ ｾ ｲｾＱ ・で家を

! l うなどはとてものこと，そこでい

ざ粘絡となると，家付の嫁さんを探

したり，介性なしは親のl胞を噛って

アパートの権利金をだしてもらう。

公営 ・公開住宅に入れるのはよほど

巡のよい方とあきらめている。建築

J1 ! . という家を建てるわれわれが他人

織の家をせっせと建てて，自分の家

はなかなか建てられないとは的けな

い。サラリー 7 ンで 5 年もすると手|

分の家に住める位になっても不思議

でないはず。建築屋さんは介性もち

になりたい。 i 車!t 尾の (1袴」でなし

IC。

( 六日 本土木 K K 山本 茂)

口競技設計作品展口

国立劇場競技設計作品展が 7 片

29 [j - - 31 日，新朝日ピノレ 13 1桁で開

催。なお，国際会館の応募作品展が

来る 8 月 8 日- .10日東京 U 大 5 弓航

において，さらに 8 月 19 1:1 - .211¥京

都市立美術館において日目的予定。

¥ ¥ 一 一 九 時 ，k 塗 料 /

制 毛 又 は ス プ レ 塗り

淡彩 Ｑ ＲＺ ｾ 惨水谷ペイント
美乾速価安
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電 気 メ ッキ に つ い て

大開岡市 立大学教授 ・応 JII 化学 石 田 武 男

lTi 近の 10年H，¥Jにおけ るわが国のI U気メッキ工業はいら

じるしく 先述し，鉄鋼，制合金および' ijI 鉛ダイ カスト製

J 111t の外側の尖化 と |約食に 役 立ち， 合属製品のliUi!iUをお

め， ｻ史川Ｉｪ 命を ｾ ばしている。これは剣 ， ニッケ ｊ レ ， ク

ロム ， '1Ii 鉛. カド ミウム，スズな どのJ ¥: : i) { メヅキのずeit:

によるところがy い， とくに1低気メッキにもっとも多く

川いら れているニッケ J V，クロムメッキは Ii 転111，オ一

トパイ ，11川4転忌 '1ドL な どUのI) J:二;業匙のブ発古L迷主lこ叶{、'1ドt つて発達している

のであつて，ム民AいIj間i刊刈¥j， Ｑ知 ｈ悦ｾ Ｚｊヨ光 ｴ凶 ｡以 Ｔ ニ ｬγ ノケ ｊルレメツキ E研f丹fJ貯皆 ク

ロム メツキのコ

としなしい、主|ドi tl討↑刊イ化hのよい光沢ニ ツケ Jルレ メ γ キがi仰!リ} られ るよ

うに なり， 光U以4ニ ツケJルレ クロムメツキ lにζ 4改〈良 され るよ

うに な つて，外観，1妨食 がいちじるしく II 'J上 し，ｲ ｾ Ｉ ・ な

メッキ製品 が 半 ｉＧ ｉ ｾ ｊ または ＱＧ Ｑ 鋭 ｪ 淡 ［ ｷ こよっ て ｊ ｉ 印さ れ る

うに な った。ニッケル臥鉱を輸入しているわが肉 とし

ては. ニッケル節約の白( j ( Jで銅がドJ也メッキとしてHJ l 、

られ， 銅ーニッケノレーク ロムメッキが行なわれている。

ア メリカ においては厳 しい使用条件 lこたえる メッキ とし

て，ニヨZニッケ J レメッキ ，二重ク ロム メッキ のよい ζ と

が報ぜら れている。

必築lζ tU気 メッ キを用いている部品は少な く，水道金

Ｕ ｾ ，＠ ｾ Ａ Ｑｦｦ，＠ ドアー金只，手摺な どである。 乙の うち もっ

とも多く HJいら れている水道金具は剣合金上 lζ 光沢 ニ γ

ケJ レーク 1 1 ムが メッキさ れているのであっ て， 1幼食のー仁

からは鉄鋼製品のようにむづかしくは ないので，長い川

ｻ史 ｭ しでも光 以 を失 な わ な いものが多いが ， まだ徒 ， ＺＧｦ ｾ ｩ 不

良 ，J吹i城および腐食 しているも のも見受 けられ る。 sAll 出il

Ａ よ 光 沢ニッケルにおよびクロム メッ キ の大な る ｊ ｊ ｾ 郎必 ノ ｊ

によるのであって，ぷ地 とニッケ J レのi法i若について， A

l也の材質 ， liiJ 処f'J ! ，ニッケ J レおよびクロムメッキのJ' JLさ

を考 え る必公・がある。 j喰滅はメッキ の以 さ， とくにクロ

ムメッキの以さを似 くする乙 と! ( よっ てl約がれ る。 l尚食

は メッキがi.lt い場合および段 境にもよるが，附総のiJtrf'

に血般を{ 史川する ととによる場合がある。このよLJ作はと

くにクロ ムメッキのj尚食がいちじるしい。乙乙に製造 業

{'i ， メ Ｐツノ キ 〕業巴 Ｔ者ｾＧ， l'佼史用才点i' のt花Eぷによつてよいメツキ: 製盟J

を以く {使史則できる乙とを望むものである。

' 1' 11 11111' 1' 11 1111 111 111 1111111 111111111 11111" 1111 ' 111"11111 11111111 11"1 11111111111111111111 11 11 1111 111 111 1111 11111 11111 11111111111111 11111111 11111111111111111 111111111"11111111111111111 11 1111 11 111 111111 1111 11111 11111 1111 111 11111 111 111 11 11 

金 属 外 装 と 下 地

( アル ミニ ウム鋳物 の利用)

f I 栴アルミニウム [ 業 K K 溝 口 賢太郎

j成近日)rij ヒソレに対して金属外装のカーテン ウォ- J レ1.

ｩｬｾ が ｩ ＱＺｬ 1されるように な った。 金);.1:¥外裂 といえば， ｩＺ Ｎ ｬｴｾ 、

金);.J:I似をロー J レフ 見ームしたコノレゲイ トスパンドレノレ

か，アレスパネルか，あるいはアルミ ji ll /l¥機の中Il1i- せが

泌例と な っている。とのよう な外装は他 の機能をi川jj止す

ることができても ，ｾ 築，没， ｛ｪＧ Ｍｦ￭が ｾｾ 求 する 侃 ｬ 予感を Ｇ ｌ み

だす乙とはl週sM!: である。 20- 30什ーIji J米I.EI でアルミニ ウム

鉛物が外殺の- :ls! ζ 利用 され た乙と がある が，それは今

11われわれがいっ ているところの金属外装の観念とは程

泌いもので，ただ Ii 然ゐーの代り にV，物を{史mしたに過ぎ

ない。 以 j[ アノレミニ ウムの特妹介金を用いて陽極限化炭

!肢を 1'1 然免 色して何 々なシック な色調をだすことができ

るように な った。この新しいぷ ｬ Ｈｊ ｪ 処出 ｩｊｾをアルミニウ ム

糾物にj白}りすると ，ｾｽｦ 物特有 のみ ［流れ による 脱 線や ＡＱ Ｂ ｩｪｊ￭

によ る色 ， 制の変化が ｼ 当然のｾ き あ る Ａぷ党 を ｊＺＨｾｾ する乙と

ができるのである n

たとえば ， ナ ｊ レミニウム 珪 Ｒ 総合 金は ｊ ｪＨ緑 色の ｩｬｬＩＡ［ｾ な 感

じとなり ， アルミニウムマン ガ ン合金は渋い淡褐色を T

するように な る。このようにして，灰緑色，淡黄色など

74 

数f11の発色が 1'.[ 能 となった。

またアルミ ニウム鋳物は そ の 製作法 すなわち砂匁鋳

物， シ ェ ｊ レ ｾ ￭ 物 ， 金 Ｑ 包 ｪ 泌 物 ，ダイ カ ス ト 鋳 物 によっ て そ

の表而の感J.! : がk '; ;i に災なるので，それぞれがまた設，11

家の好みに応ずる ζ とができると考えら れ る。

こうしたアルミ ι ウム鋳物の 取付法としてはさねは

ぎ，やとい ざねな と・従米木工で用いられた接合i1; をその

まま 利mすることもできるが，枠組をして，椛造物にあ

らかじめ Ｑ Ｑ 叫 ｬ けた ＩＱ 同級 ｬ 乙 Ｑ 収 付 けるブ ｾ ｲＱ 、がもっとも イ ｆ ､ ｩ ｊＧｩｬ立

があると与えら れ る。

アルミニ ウム鋳物は耐食， ｉ ｦ￼ ， ｊｊ ザ ｾ Ｅｌ Ilti H民性のJJ-Lでもっ

とも催れた.H* ' f であるばかりでな く，乙乙 lこ上げた 1'1 然

発色による )j it は色凋が合金組成によって 1' 1然に発色し

ているために永久に泌色する乙と がな し かっ陽極皮i以

の友商は)jo'，: ;:;!ζ 汚れがつ き焼く ，) j  .汚染 しでも非常 に

終ちやすい。挽7;すればfff 通の風雨によっ て1' 1然! こ がH¥lf

されてしまうのである。

一・般のlili似合以外裂 としてもっとも鮒しいN-l I: Mi はフラ

ットシー トとして JI It 、る 切合，似の乏を完全に取 り|徐く

こと ができ なし叫人である。にもかかわらず設t汁将はフラ

ット パネルを攻ー求 し，かつ重厚! 必を望むこ とがIHJ 々ある

のである が， そ の よう な場 合はアルミニ ウム 鋳 物が ｾｕｉ Ｇ

のととろその要求や沼j t: Ｑ てくれる ｉ ｾｲ ーの 材 料ア丸ＷＮ， ｾ＠

巧える。



法 規 と 金 属 外 装

大阪府組築部指導t組長 山 本 康 雄

払l在のところ，建築1 J ; 準法の条メ; の I_Pで，金属外装と

|刻lili のある条文; は，施行令の耐火構造およひq¥J j 火構造の

ｊｊｾ 定と，法 ＲＲ ｾ 長 Ｎ ｩＮ ｾ ＲＳ ｾ 長の ｊ［ｻ 恨およひヲ ト峨についての不

燃材料の刷定ぐらいであろう。

このうち l耐火椛造の刷定lよ，どのよう な必単でさめら

れているかというと. J ISA 1304 の刷絡により. 211与IHJ

ＨＩＩ 削 Ｑ ， ＰＰＰ 度以 上 の火熱をりえても Ｒ 火ＺｉＺｦｾが ｩ 盛る ｩ 切れトｼ

を生せーず，かつ: &凶iiM肢が 260瓜: を必えないものが合. f 'il

とJぷめられており，刻化のところ金属板 単体で， ζ のふ!

＿各に合格するものはない。 ｉｾｪ 火構造の規定は， J ISA 1302 

の* J . ! 絡により，下地がイ、燃料料で，できているものは，

j比両 840 皮の火然を tJ えても， 30分のl削は，変形，発炎

がなく，哀 lui 釧材部分のiffil 皮が 450度を趨えないもので

あり 下地が木材で. できているものは，通常延焼性の

火熱l乙耐えるもので，その: & 山lja皮が 260度を超えない

ものである乙とが必必で，JU. f 正のところ，金属板 と木毛

セメント .#i の組合せ材が認められている。不燃材料 とし

ては，金! 必板単体が認められている。

以上のように，金属板が現行防火規定の中で，活用さ

れている割合は，下地材と関述して認め られる程度で，

金以板単体としては，少ししか; がめられてお らないと ，

いえる。これは金属似が，それ fl 体は炎を発しなくても

熱の伝導，熔耐! の点でiJ;J くて. 1坊火上イi必J でないこ とを

物語っておる。 ζ れは金j民自体の 'r i ' i i I [ i 的欠陥であるが，

今後の法刷上の放いはどうであろうか ?

ノト|盟会で上程，通過した超高間ビノレのA152定緩和姶 ii':Uよ

当然 Ｎ ｾ築物の怪 ｬｩｩ 化 ， 不燃化をａ，以 上 に必Ｑｬｩとしてく

る。そラすれば，組高層ビソレの外壁は，延焼の恐れの少

ない部分などには，構造材をはさんで内部耐火，外郎不

燃というような巧えプj も可能になるのではないだろう

か。いづれにしても ，趨高脳ビ・ J レ併は金属材料界に新し

い関桁分野を与える乙とに なるだろうと思う。
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アルミニウムの着色法

(着色塗装板)

TI' 同製鋼所結合金I111銅'11; 監部

同先部第二捌低限 荒 巻 毅

ｪｦｲ ｊ，ドアノレミニウムが ｾ築Ｎ 1，":州， 日品物の分野iζj よく川

L 、られているが，さらにう主釘[i(ドJ . ｅＺｬ 境色彩のｊ， ｾ 地からおー

色されたアルミニウムの;JJ! 炭鉱[ l i'J が大 きくなってきた。

アルミニウムの ， ｩｲＱ 色は［として①似版処 ｊＧ ｉＡ刷 ｩ 如こ ｾ Ｂｩ Ｚ 色する

J j i L ①ぷ色イI 機被11児を被 ll : l する Jji l; C塗装，ラミ ネー

ト) - ①必色無機物と被泌する J uL Cホーロー) ，②化

11父処月! 被肢と j助成する Jiili などがあげられる。乙 れ らの

ね色Jjil; により色光以の選択の作払さ - !J!;!品陥jのカラ

ー7 ッチ， { 米色性- .}長 lliili 史む ，耐tl 較fH' L JJI 円: 性， ｩｦｾｴ 食

↑'1・，耐熱ヤ1" 絡む守性， iil i修性などの品目f !Jニ能が異なって く

る。 jfrll!i ソレフィニッシュさ れた材料からの成型 JJII T. が

悦んに行なわれるようになり，相々の性能をj 伝ね{IiI fえた

喰波紋がA さく，{i-I = I されてきた。

塗H としては紛れt1_. 耐光性の点よりアクリノレ塗料が

もっとも阪れていることは衆目の -致すると ζ ろである

が. この系lζ 非常に多; の品維がだされている。アノレ:

ニウム主主淡似がしはしは協似処主J l と比絞対象されるが 1:_

な性能について比較するとつぎの如くである。

色. ) ¥' ; 択の自 ELi

カラーマッチ

ｻｾｾ色性

JJII 1- 性

耐 食 性

耐 j取. J ; t t1: 

経 済 t'i:

塗3主板 陽極処J ' J l

>  

>  

＾ｃ イ ｾＭ機染色Ｉ

=  ( 世話機染色)

: 出li: ，絞 り) > 20

0  

I曲げまで

環境により異なる

〈

>  

塗装ＮＣｊｩは ｬ 民度，耐 ｪ 苧ｾＨ性のｽ， ｉλ で陽極処ｊＧｊｬよりも劣るが，

塗料の選択により鉛勺脱皮で F - -6 H の悩| 邸内で変えれ;

る。しかしながら似さと JJII 工性は逆比例的関係にあるの

で， Ｍｾ 求される加工皮，砲 ｧ さに応じてもっとも適当な仏

極を選定すべきである。

アルミニウムは鉄lこ比して耐食性は非常に後れている

が，塗装する場合は同じと考えら れがちである。プレコ

ート紋から加コー されるときの断 IJij からの発銃，使用中不

凱IJの械による発銃およひ: ) ( 過食生成物のゐー染皮からアルミ

ニウムのみが桜れている。このl ' 1¥山lζ より米国ではアノレ

ミニウム塗装似はluif点比で欽の 3 {i:;- が伏期されており ，

欽は合同 ｴ な どの低級ｾ築物のみに用いられている状況で

ある。 ｲ ｦｩＺ悩 Ｎ ｾ築分野における怪位化，コド燃化およびブ

l コート板から成型JJII 工される 'W勢から今後日本におい

てもアルミニウム f会決板が二l i ! j HC仲ひかることがJVJ 刊され

る。
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米国高層建築権威者の来日

不ニサッシ工業

製 品 計 画 セ ン ター 豊 田 孝 雄

スキッドモア ・オウイング ・メリ J レとウェ J レトン ・ベ

ケット両建築事務所の副社長を招き ，高層ビノレの設計技

術を中心lζ ，東京 ・大阪で講演した。

カーテンウォーノレのメーカーでもある不二サッシ工業

(佐野友二社長〉では基準法改正に伴う ，都市高周化の

問題点の解析に寄与すべく，米国で高層事務所建築のも

っとも経験の深い， s ・0 ・M 事務所のジョン ・B ・ロヂ

ャースと W ・ベケット事務所のカール ・ラッセルの両氏

を終i汝以来久方振りに招月号し，不二サッシと技術提携を

結んでおり ， アルミカ ー テンウォー ｊ レ設計の ｾｩｬ 成者で

A IA より 受1 ' 1 : した乙とのあるフェントロン社のピラク技

師長を加え，東京 ・大阪で 5 月21 nから 約 1 週間にわた

り講演を行ない，その実際的な経験談，意見はわが国の

超高層建築の推進な らびに方向付けに多 くの示唆を与え

fこ。

大ｼ奴サンケイホール に は地元大阪はもちろ ん 泌 く Ｉｾ

j il ，中国，北陸，中京からトップレベルのアーキテクト

が 1，500名聴講した。ロヂ ャー ス氏はカーテン ウォー ノレ

による高脳ビルのデザインと題して， 都市計画から設備

までの基本的な考え方について約 1 時間。ラッセル氏は

都市高居化の必然性に始まり，ケース ・スタディと して

オークランドl己最近完成したカイザーセンターのすべて

を映画によっ て説明，最後にプレキャスト ・コンク リー

トによるカーテンウ品ー J レについてふれ， ピラク氏はメ

ーカーの設計技術者としてアルミカーテンウ オールにつ

いての越本デザインを説き ，その内容は理論と体験を交

え，実際に業務にたずさわる人たちには，とくに長重な

ものであった。シ ンポジ ュウムは翌回新大阪ホテルにお

いて，京大横尾教授の司会によっ て，学界， 業界，デザ

イナーを中心に50名が委主力rl，三氏を囲んで行なわれ，都

市計画上からの高j百ビノレの問題，; 偽造，とくに基礎工法

の問題，防災，避難の問題， スモークタワー，カー テン

ウオールのデテイル，経済性の問題などに質問が集中。

かなりつつ込んだ質疑応答が前日の講演を基礎にかわ さ

れた。

なお， ｉ 柑 ｈ の記録はよ ｪ￼ Ｇｩｾの分と合わ せ てイベニサッシに

おいて編集中で 8 月中旬以パンフ レッ トができる予定で

ある。
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合成樹脂

塗床材

壁材内装

- 外装用

トルギノールは合成樹J l l l の塗装式( コ テ仕上) の床材で継目がな

く衛生的で，圧力， lfI flHc耐えて永色ちのする: m! 恕釣床材で保温

防奮はもＱｩｦみ踏む ｾじのよい適度の到 Ｑ 力を も っ ています Ｎ

* 不変色 色E悩 :(E 肯 総名記入力 11 ログ御請求下さい

トルギスキンとは特殊合成樹脂を主体とした高分子留状盗料であ ります。

特 徴 湿気性があるため，施工下地花泉坐早〈盛装ができ ，剥離するととが

あり ません. その上乾燥も 極めて早し従って工期の短絡ができます

製造元 大 元 工 業 株 式 会 社

ｩ 一一 ＯＱＱ ＱＦ ＮＺＺＺｴｦｬｭｾ ｴｩｩｬｩω ｔ ｅｌ 大阪Ｈ …
営 業 所 東 京 j ' q 古屋

EL( 561) 必78 TEL( 24)4491 

f l け 実 武 防 込 ャi Zq- 全 般 I
設計。製作。施工。

続 出 俣 製 作 所 文 阪 支 届
大阪市北区若松町30 電話 (341) 9
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日本天主公教 下山手教会 聖ヘンリコ 聖堂 一神戸ー

概 設

日本の洋風建築の発展のなかで，

特異な分野を占めるもo ，: i lζ キリス ト

教関係の建築がある。

乙れは キリ スト教の机拝，伝導の

中心をなす教会堂や司祭館などの建

設にあたって，外人宣教師や建築家

たちが洋風建築の綴式と技術を導入

指導し ，それが日本人技術者に倶取

されて生みだされたものであるから

で， ζ れらの洋風建築は当時のいわ

ゆる擬洋風建築とは自ずから臭 った

純鋳 lζ 入るものであ った。乙 ζ I L報

告さ れる教会堂は，それらのなかで

も後期に属し，煉瓦造という明治l時

代の風卒をったえ，しかも乙の時代

のものとして一応完成されたかたち

と内容をも っている 建物という乙と

ができるものである。

沿 革

神戸 IC最初に建てられた天主堂は

旧居留地37番( いまの大丸の南側)

の地にフランス人事¥l 父ムニクウと在

住外人建築家スメ ドレーの手によっ

て明治 3 年にできたものである。

とれは日本の開国とともにいちはや

く宣教師を派逃したフランスパリ ー

の外国宣教会が，長崎 lζ プチジャン

とフユ ーレの両神父を送り，彼等は

大浦天主堂を築いたが，その神父の

人プチジャンが当時函館にいた前

ｊ 己ムニクウ 事 Ｑ Ｑ 父を ， 兵庫 ｉｾｉｾ 港を ｪ 切に 外 観 南 東 面 を み る

神戸 lζ 上陸せしめた乙とにはじまる

のである。

乙の居留地の天主堂は段初在留外

国人を対象としていたが，日本人信

者の培加により ， 日本人のための会

堂をもっ乙とが必要とされ，明治35

年現在の下山手の地 IL仮の伝導場が

木造で建てられ，ひきつづいて本型

堂の建設が計画されて，現在の規模

の型堂が建てられることとなった。

プラン S  :  1/500 

乙の建物の定礎は明治42年 ( 1909)

10月 3 臼IC行なわれその落成は明治

-回」園田....:
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lli 柱のベースと聖水受台

78 

43年 (1910) 9月18日であ った。

ζ の教会は正式には日本天主公教

下山手教会となっているが，教会創

設に設も訂献したフランスのド ・ノミ

ノレディ 93f f l . を記念し ，そのヰ名の12

人出へンリコ皇帝証: l 2 者に体け・ら れ

て，明へンリコ教会とも称されてい

る。

建物について

悠物はノミジリカ式のプランをもっ

教会堂で ， ｉｉＧＭＡＩｾ の ｾＧＺｪ ｾ 、 身 ｊｊￎｬｩ と ＱＱ Ｑｩｪ ｾｉｉｈ ζ

一段低い側Jfiri をとり， ，:・5い身IJIli の側

壁より引内 lζ 色ガラヌを通じて採光

されている。

外観は;)) 、i.Jli.bt: の化事IJ J' lみで， JI' 止処!

りイifl'1，11¥人 11 や窓は総仰をつけた

-I t尚之Jで車問止とられ，1[ 1伺ナノレセック

スIC州 、円する人 11 はキ ャピタノレをも

っィ1巡 りのオ ークーが配されて，そ

のとの、ド川アーチで lニ! 刊を受けてい

る。また切lE判にみられるイ i.it ロン

パノレ ト，:i; ーの装飾はとくに 11立ち全体

はほぼロ 7 ネスク 11¥にまとめられて

いる。

内msは1 & 怖にステン ドグラスがあ

り， ζ れはフラ ンスで製作 され，，)i J  

記 ド・パノレディ男f f J . によってIWI られ

たといわれ る。入口』とはいって右側

にらせん階段が二階ギャラリーに通

じ，左手に洗礼台，つづいて側郎の

壁 lζ 告解室が設けられている。正面

正 面 後 陣 主 祭 塩 を み る

は後陣 IC主祭坦があり ，聖体拝領台

ICよ って身廊と仕切られている。内

} 鳴の族柱およびヴォ ーノレ 卜を型ど っ

た木製リブその他の造作材は，すべ

て惨造りで県下沓写山よりえ[i ばれた

ものといわれる。

会堂ができた当時は現在のどとく

強怖されたものではなく ，! 廷にかけ

られている御絵，洗礼金控はあとから

のものであり，大正 8 年従来のガス

灯が1E灯 lζ 改められ，両側壁の腰張

りが完成したのは大正10年でt あった。

乙の建物は戦災を免がれたが，小

脳裏の被爆 によって戦後木造小屋組

が鉄什造 iζ 改めら れたといわれる。

側雌の窓はいづれも鋳鉄製の サ ッシ

で 下郎は上り出しとな っている。

j，ll 秒Jの設汗|一者や施工者については

いづれも 明 らかで=ない。しかし主任

司祭であったフランス人アン リ ・ペ

ラン神父の献身的努力があり ，その

指導は大きか ったと思われる。ま た

竹中工務庖施工の説もあるが，確か

ではなく後考をまちたい。しかしい

づれにしても明治年聞に建てられた

がu瓦造の天主裳 と し て は 後J切に属

し，現存する数少ない会堂のひとつ

である ζ とは注目 K 価しよう。

( 板 本 勝 比 古)

乙の報告については ，型堂50年，下山手カト

リッタ教会1960を重Sff(j させてI ri きノーエル ・オ

ンス神父のど教示を脳った E とをしるし ，お礼

申し上げたい。
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本社工場 大阪市内淀川区御幣烏来 2 / 5 電話大阪 (471) 1494- 4  

第二工場 大阪市西淀川区御幣島西 3 / 99 電話大阪 (471) 0  4  2  6  

- ド ア を 閉 め る の は

ボ ク の 役 目 で す

Ｍ 狙Ａｾ線式的著しい発達に Ｑ 半ぃドア の経iit 化、附架化さ れる現代.

傍いドア チェ y ク丸これらに適応したものを製求されます.

自11立 4 0余年を誇る最古の経験と、政新の特fA' 専用機設I I l iから生れる

= ユースター ・ドア チェ ックは、 村' H幾の合型化、確実な作動、耐久

力、斬新なデザイン、これらを完全に満たし た絶対信頼いただける現

恕的な製ER，です.

ＮｾＱＱＧｪＧｬ 刷悶ｾ

ニ. 1 - 亥写ー製品

. 7 0 7  ヒ ン ジ

・ドア チ 1 γ ク 検 出

革 担

鴎様式

- ピ;y. ':t ト ヒ ン ジ

・ラ川トリ ヒ ン ジ

・4甲 板 J ラミ ン樹脂

o j甲 板 タ '1 スタル冊子

日 本 ド ア ー チ ェ ッ ク 製 造 K . K

本 社 工 喝 究 匝 市 生 野 区 四 民 桶 町 2 2  2  電 枯 げ 16) 2 2 3 1 - 6  

車J : < ""活 現 車 副 千 代 田 区 神 田 錦 町 ' T 回 目 電 枯 ロ 引 ) 1920 ・時四

幅 聞 出 損 所 咽 岡 市 柚 嘩 町 l 書 地 電 話 (74 )3312 ・白 河

名 古 屋 出 強 所 名 古 屋 市 車 区 高 画 町 I ｔｾ＠ I  I  電 話 ( 9叫 叫 計 - 8
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幸支 調守 σ〉

アノレとニクム建材の彩色

概 要

アルミニウム主主材の; 局委の鳩加とともに ，アルミニウ

ムの表面を美しく彩色することが，多くの建築家によっ

て要求されるようになった。 ｉｊｾ ではまだアルミニウム

処材の1096f呈度が彩色アルミニウムであるが， フランス

では45901立，アメリカでは257ぢ， ドイツでは
2096位が彩

色である。彩色の方法には塗料によるもの，滋施工ナメ

ルによるものもあるが， ζ こではアルミ ニウムを陽板酸

化処理( 電気化学的に般化皮膜をア J レミ ニウムの表面に

生成 さす) をして，後染色処理によっ て酸化出換を者色

する方法をいう。 ζ の染色によるアルミ ニウ ムの彩色! ; i :

他の金属ではそれほど容易にはでき ないので，アルミニ

ウムの ・つの特色であり ，そのため非常に多くの染料が

開発された。染色の初JUj には繊維用染料を利用していた

が. その後アルミ ニウム lζ 適する多くの アルミニウム用

染料が染料メーカ ーによっ て開発さ れた。

アルミ ニウム建材の大部分は尾外( 外部) 用[ こ用いる

れている。すなわち窓，スパンドレ J レ. 外壁，方立， ソ

ーラ ースクリーン ，あるいはカ ーテン ウオールなどで，

いずれも U 光，風雨に l燥される状態で用いられるため，

これらの染料は H 光堅牢度( 耐光性〉が高く ，酸化皮膜

l;i長年の耐候性をもつことが必須の条件として要求 Eされ

る。さも ないと 2 - ' 3 年で色がアセた り，腐食によっ て

色がぬけたりする。以内( 内部) 用アルミニ ウム往材は

かなりす手怖を異にするので，条件は級かである。

陽 極 酸化 皮膜 処 理

アルミニウムの表面に人ｔＮￅＧｾ な 酸化ＩＵＨ Ｑ 撲を屯気化学的

に作成させる( 陽極酸化皮映をつける) ためには，まづ

f J レミニウムの表面を脱脂清浄 lζ し， 自然κ できた般化

成膜 ( 0 .0 1 - '0 .02 ミクロンの膜厚) を除去して， アルミ

ニウムの表面を清浄な業地としなければな らなL、。 ζ の

ノ引去には種々あり ，総事J; して前処理 といっ ている。

アルミ ニウム建材の前処理! こは，機械的 仕上 ( パフ研

! 弘サ テ ン 仕 上 ( 艶消仕上 ともいう) ブラッゾュ i去な

と) ， 化学的清浄法 ( アル カリ洗総，般j先機，がf芥1) 1高気

頁

11 
材料部門

ＮＨ ［ ＺＺＮＺＮＭｴｪＭ ツシ 仁 業研究者 ￰ ，ｾ 圏 倉 栄

iJ¥: 微など) ，化学研l畿がある。これらの 前処加をしたア

ルミ ニ ウ ム は 硫 酸，I1彦駁の電解液中で陽極般化を行な

い，その結果，アルミニウムの友 1mに多孔質の酸化皮!換

が生成される。

米関における建築用アノレミニウムの機械的仕上の例を

2 ， 3 あげると，

N A A MM*  

記 号 機械的仕よの内容

N A- 3  .& . 聞に平行' " スヲラツテラインがある民いサテン !土上。

アルミナの ｊ ＲＰｾ ＱＴ Ｐ 位ｉ￭ｲ Ｎ［Ｎ ｭ ぃ ， ホイールの 周 速度は Ｖ Ｎ ぼ沿

択/分。

N A- 4  &. 面 K 平行はスヲラツテ ライン がある 。 中程度のサテン 1士

七。

アルミナの ＱＴ Ｐｾ Ｑ ＸＰ 段ｉ￭ｲをｽｬ ｪ い ， 古イー ｊ レの ｪ 岨 速度は Ｖ Ｎ α ＩＨＩ

択/分。

N A- 5  &. Il困Iζ 平行なスヲラッテラインがある。調Hいサテン tl:上。

アルミナの Ｑ ＸＰｾＲＲＰ 湿度をＡＱＱい ， ホイールの 胤 速度は Ｖ ，瓜 ゆ

択/分。

N A- 6  Ij l性石鹸水で澗消したステ ン レススチールウ ールで 手勝 邑

仕上。

I註後は君。ステールウールで乎府主 す る。

N A- 7  ステンレスステールワイヤプラツ ν ユのホイールで 仕 上げ

る。ワイヤの筏 oω5・永イールの周速度 1;1: 6.∞0択/ 分。

N A- 8  等220のアノレ Z ナ質砥E立を J ll l 、て，ポンヰツトホイー J レ{上上。

SJZiuilCは周平信ホイールを ， 平岡で位いものにはパラの点

イーJ レを 1Mいる。

• N A A MM= Nat i onal  A ss oci at i on of A xc hi t ec tura l  

Metal  Ma nuf acturers  

米国における建築用アルミニウムのr -':i 準化常的仕上 と

陽極酸化仕上の例

N A A MM 

記 号 内 "" 公益

N A- C E  ，: 可性ソーグまたは苛性ソーグと 金邸を用いるアルカリエア

チングf エッチの程度 は液の濃度 とUd' l時|測によってコン

トロ ールする 。

N A- C B 化学的光買P{:f: J: ， (註 : 11 本では化予日f賂 という) 高い盟主

と光測がある。

I¥l A  1A  無色の臨場極重量化仕上( l 5%iU1i ! ，航鍛法) 般小終j事. ∞04・

段小皮膜ill m 17m g/平方インチ

N A- 2 A  無色の蹴極強化仕上 0 5%虫1i ! . 硫鍛法) I世小1鹿島(.α )()8'

段小皮 ｾｩｬｬｴ 証 ＳＵ ｭ ｧ Ｏ 平方インチ

アルカ リ脱脂，エッチ浴は 5名苛性ソーダ，浴猟65

0

C

i云治時間 1 分i立がtf 準である。
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化学研l経浴は燐駿73劣，硝酸 4 9o. 酢酸 10
96. 硝酸銅

0. 296. 残り 7.1< ( 12.890") の組成をも つが，侃度 1000C

ｩ 式出 ＱＱ 寺ｼ尚 ＱｾＵ 分である。

硫自主首? の際準は 15
0
6 (屯i u: ) 硫般を用い， ES流術皮

ＱＳＰＭ Ｇ ＱＵＰａｭｰ Ｏ ｭ Ｒ • 庁＿潟 ＱＸ Ｍ Ｇ ＲＰ Ｐ ｃ Ｎ 屯解 ＱＱ 与問 ＶＰ 分が外部

川アルミニウム建材の染色に用いられる。

封 孔 処 理

陽極自主化処理によって生成された酸化} . xll 史は，組成的

には rA 1
20 3 であり， ζ のものは屯子顕微鏡的な微細ヂし

を令する。たとえば 15 '?6硫彼浴で，浴侃 l OOC . ｾ五Ｇ解電

JT ＱＵｖ で生成された ｴｾ 化皮肢の微細子しは直 ｩ 壬約 ＰＮＰＱＲ ミ

クロン ( O. OOl mm= 1μ ) 程度で，子しの数は l mm
2
の l面的当

り 7. 7 X l 0
8
もある。乙の微細孔は陽極酸化過程で電解 ifx

で満たされ屯流の通過した部分である。染色する乙とが

できる迎 111 は，般化} : kll 英のもつ乙の微細11千しに染料その他

のお色体が吸れまたは化学的結合をするためである。染

色後乙の微細孔を封じないと染料がyf，EIi'， したり. 外部か

みI1過食性の ガス，治i皮( 実際には' 1 I i . 硫酸，硫般. ij 託;)<な

どの大気rlJ t乙存t正するノk泌) が般化! 支l淡を j並って系地の

ア J レミニウムを腐食させる。この対孔操作は間単で，脱

出水c ; 年前:{I)<に近い) の混度 98- 100

0

C の Fで. 30分泣

iJl すると rA I
2
0

3 は化学変化が起って rAI
20 3 ・H20 なる

アルミナ - /)<和物に変換され，重111培加となって細孔l二

聞返される。有機染料のあるものには封孔処理中i91;I@水

にi容けだす( 染色では「泣く J という現窃認がある) の

で， m. 般ニッケル，問: 俄コパ J レト，酢酸鉛，捌般などを

用いるとよし、。染料メーカ ーが上I孔浴を指定する乙とが

あるからその場合はそれにしたがう。

ア ル ミ ニ ウ ム 建 材 に お け る 陽 極 酸化 皮膜

の 染 色

前lこili べたとおり! l ! a 極酸化政11英は封ヂししない限り多孔

質な皮肢で，染料( 行機染料，無機染料) をよ く|以着す

る位置ーをもっているからアルミニウム建材をね{ とする ζ

とができる。

染色処E理Eは一見附ヰ恥i なように

ム ｅ正建 Ｑ主 ｩ主Ｚ材は大きな ｬ而釘 ｦｾ砧ム点 Ｑ をもつので ， '，f;)'(均 a の色調で染色

をする乙とはなかなか技術を変ーする。とくにカーテンウ

オー ルのよう な場合，色調の均一なことが強く変 ;)'Uされ

る。このためには染液限度， 染色j a度，染i夜の p H (ぺ

硫酸ア j レマイトおよび染色 の工程 図
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ーハー 浸漬l時間，染浴のJ 1' t f ' I とな どを細か くコントロ

ールしてある一定条件に保持して処理する乙とが， 必須

条件で ある

アル ミニウム建材の染色に用いるイヨ機染料，無|後染料

l三往材の大部分がおかれる過酷な気象条件下で長期にわ

たる耐段位 とLI 光箆牢性を異的しているものでなけれは

使用 にた えない。乙のような染料! ま数都知iあるに過さな

い。以 F もっとも世界 iJ':J に，) ミ用化され，また推焚されて

いる染料! こついて述べてみたL 、。

A. 無 機 染 料

1Rt 機質を含 む の で ー般に耐( 民性は長期的と考え みれ

る。 現在 宅用化されているのは ゴー ルドとブロンスの色

調をリえ つぎの 2 極の無機染お朔lである。

1.  El angol d ( 欧州での名称)

組成 i多鮫{ O; アンモニウム ( N H'I)3・Fe ( C P 413 ・3H20

色 調 l 削 濃 度 染 色 蹴 . C 1 良債H側 | 封子山 理 '

除、ゴ リ l 山 11 1  50土j I  5 分 | 糟 水

根 いゴ - ド |  お ，， 1 ，， 1  必 I  '  

東放のpH :  Ｕ Ｎ ＵｾＶ Ｎ Ｕ＠

，ll 1  建材には一般に 25gl l の濃度をJ l I t 、，色調に対すろ浸記1時間のt': i

司11，{.}: 定' _;，. 各工場で実験的に設定し，決まったなら Qi i ' l 時間の許容差

ば二 10秒壱超えないように漁色する 。

2. ｩｬｲ ｊＧ￭時 間 が ｃｾ Ａ ｴｖｊ より良く ＱＲ する場介は浴の ｰｈ が不適当か ， また

は Fe イオンの消息Eをzι・昧するので，染料の補給をすろ 。

3  染浴の濃度は F eの京を分析する 。

I gFe = i .66g (NH，，):ド F e (C. O，，):: ・3H20

2.  Elanbronze ( 欧州での私称)

( 0 ) 浴 ー司i 重量 コバルト C o ( C 2  HJ U2)  2 ・4 H20

( b) 浴 過7 ンガ ン酸力 1) K Mn O'1  

封染E 色 浴 浴波蹴皮浴混 皮泌削泌H叫t

(川a叫) 附 附= ，パ〈ル川ト| 例 町C叶 2 分 I (誌 ( b ) の

( 吋7J 1f ン鼓 I 35gl l  I  50. C叶 2 分 |訳 出 法 で 染

E lanbr onz e 染色の工限図

;1t ]. J :犯の二液交互Q記w、l土巾な ろf旨針にすぎ ないが. Ｑ ｩｾ に巌終点 ｲｴ

の前J土 ( b ) 浴とする。

2. ( a ) 浴のi限度はCoのllt を分析す る。

j gCo = .I__ _ gの無 水Co (C
2
H. 0

2
)2 

4. 22 

( b ) 浴の濃度は銃撃鉄アノモニヤの. mir 放 と K MnO.，の規定

液をmい比政滴1i:: によ る。

告色町 S t CP  ( a )i苔 水 洗 ( b) 浴 水洗

一例 1  20抄没潰 0.5抄 20抄浸浪 1- 2分 ( 十分ホ洗寸る )

2 以降 10抄浸漬 0.5紗 10砂浸漬 1- 2 分

B. 有 機 染 料

ここにあげるものはアルミニウム住材用 ( j 機染料で pl

界的に朽名のものである。染色体の耐光および耐似のを

牢性を l'分発揮するためには，尾外周アノレミニウム it .f>!

の酸化皮 ｬ 慌の厚さは ＲＰ ｾ Ｇ ＲＵ ミクロン以上を Ｈ￬Ｈｦ 保すべきで

ある。 10 - .15 ミクロンより日れ、酸化皮! 肢に染色したもの

の I単Eドl:f[ tまj享い皮膜のそれより JYj らかに劣る。 25 ミク

ロン駿化皮11英をつくるのに硫主主アルマイトでは電流街度

150A/ m
2
で，60分近い陽極酸化時簡を安する。アルミニ

ウム建材用手i機染料として1世界灼に熟知されているもの

をつぎにあげる。

色! 被料名称 ｼ メーカー ｼ 執句 Ｑ 尚 ｬ 竹 ｾ ｉ 起 ＴＱ Ｑ HH 巧

O Al urni ni ulη 分

ぬ 65 ') (¥ 4. 2 'r 
鳴 ｐＮｲｾ ［ｐ，＠ Bl ac k ジユ ラノ 10 v i: l  30 士0. 5 .，'s

M L W  封孔

ｏ ｾＡｾ Ｚｮ ｾ ｲＺ ｩ ＮＮｬ ｵ ｭ＠ ..  _  =. . . L r- 70 0 ( ¥ 5. 0 榔臆

赤 F ast  Red  ジユ ラ 戸 5  土1 20 ":t 0.5水

I  B  3L W  1  

O Al urni ni um 

1'1 T ur quoIse Iジユラノ

P L W I  

70 0 0  5.5  Ni  

5  "j: l  20 土0.5 Co  

A c  

O Pontarninc  

F ast  _ ， "  60 
' ユボ: ，. . . 2  v v_ L ， 15  

T ur quoise ア 士l A C1  

Bl ue  8G La  

Q L i ght  B lue 1サ ン ド
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を
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7
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染色の工程図

ＺｾＮ 易怪 酸 化＿

Jη t. ]. ，中lドi和i浴将 tトN、崎I H

ま fたこは ｎ｡ ｈ ｃｏ ，， ＲｾＳ 芦忽 Ｖ 液 Ｎ -t，j 札IWl l

または ｎ｡Ｒｃ ｏ 沌 ＲｾＳ Ｅ 液 Ｎ Ｑ ￎｾＧ 泊 ｗｩｬ

量産化皮膜にある微細孔内に吸. [ j された低解法( 一般に{流笠) を完十

に中和する 。

i- A c ，封イL 酢積ニ ッケル 5gl 1 ¥浴 . 8O. C  5 分泌ill

811厳 5gl 1 f  pH  Ｕ Ｎ ＵｾＶ Ｎ Ｐ＠

3. Ni -C o- A c ，封孔 終 : 双 f i i zj i l 1谷. 98.C附 WIl

ＸＱＱ 酸 ＸＴｾ ￭ ｩ ｜ pH  ＵＮＵｾＶＮＰ＠

ア ル ミ ニ ウ ム 建 材 の 電 解 発色

一般にア ル ミニウム建材の彩色は前 ili した ように陽悩

般化処理によって生成された酸化皮膜を資料に用い，染

色する乙とで符みれている。この染色アルミニウムは

般的には M光"暴露で退色 ( 色がアセ J レ) する傾向があ

り，長期 ( 10年以上) の耐光性を必裂とする建材にはま

だイ、l' 分である。したがって染色によるア ル ミニウム往
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材をJ白紙的に多 hl 採用することには難点がある。ところ

が近年染色によらないで，陽極駿化処理( 簡単に電解と

もいう) の工程中で色をだす ζ とが開発さ れた。乙のES

島平発色による彩色アルミニウムは 1. アルミニウム合金

I_t に合まれる発色_je業や 2. 包解液の化学的組成による

発色にもとづくもので，耐光性，耐食性とともに一般の

染色体よりも泌かK 優秀であり，高性能のものである。

これまでに修般による陽梅酸化炭朕は黄褐色の色調が得

みれ，また硫般法で 4 3 5 系合金を用いて， クレー系統の

色調を電解発色で得られている。また む な どの合む合

金を用いてゴールド lζ 電解発色する ζ ともできる。

硫酸浴で電解発色するアルミニウム合金

発色の色:¥111 使J Ml 合金の名祢

Al c oa 1  Kai ser  1  Al c a n 

<<11 ｾ＠

滞いグレー T y pe20 

中位の I  ｔｾ 悶
レツト叙は各社

時の厚さを

グレー
NO. 30 器犯して伽 と4 クラ Y ド (

合せ板) で基材

il'lいグレー T y pe40 
NO.40 ・B- 33S- H 07 は3∞3壱J l l いて

〈七 色 T y pe 5  No. 80 L、る。

さらに最近ではアルコア社，カ イザ一社が芳香族カ J レ

ボン酸のあるものを電解浴とし，特定のアルミニウム合

〈訟を用いて， 特定の電解条件のもとで，ブロンズ系統の

色調，黒系統の色調を主とする一周広い純聞にわたる彩

色アルミニウム建材の電解発{ 立法を開発した。

アノレコアは Duranodi c  300 と カイザーは Kal color と

命名し，カ ーテン ウ ォ - )レな どに脳極的 lζ 使用して，耐

久性のある彩色アんミニウム建材を9l 築界 lζ 供給して い

る。おそらく 数年先 lζ は普通クラスの染色アルミニウム

往材は市場から' z s を消す運命になるだろう。

｟ｾ生 ｬ ζ アノレミ ニウム合金の ・ 定材料を用いて脇級般化

していくと般化皮膜の厚さがifj すにしたがって，より{ 泣

い色調 ( 11行色) となり，ある施の合会とq ; z 解浴を用いる

と非常に異なった色調のものとなる。乙のflf( の彩色を

DU剛、。dic 300 の種獄( アルコア社)

I  b .  ｾ＠ I  使川する指定合金名 l  
プ ロ セ 只 No. 1 色 調 I u. ; : / l J  '1 r " " j l ; l J .C， C . m- C1 I  ｻｾ，＠ ｾ＠

|  | 板 押 出 |

_  I  A noc l a d A noc l ad  

311 E  Mいブロンス ｔ ｾｾｾ Ｇｪ￯＠ ｔｾｾｾＧｩ￯＠ S : 仮

312  i  

3l 3 i  

324 S  

3ぉ 2

A noc l ad 

巾伎のブロンズ T y pe 11 

1  Anoc l ad 

mいブロ〆ズ I ｔ ｾ［ｾ Ｇ￯￬＠

， A noc l ad 

中位のグレー 1ｔｾ［ ｾ Ｇ￮ Ｒ＠

i A n o cl a d  

T y pe  13  

Anoc l ad 

T y pe  II 

n  阪は T y pe 11， 12， 13の3filj から 5f遺書1の色，

担1

'

111は T y pe 1]， 13の2 軒1から。
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E 拘1111

inl egr ol cal or と日子ばれている。

i nt egrol  col or で色調の均一性，安定性を{ 佐保するた

めには， まずアルミニウム材料の表面状態( 籾度，反射

ヰ¥) はもちろん，$Jf 造，JE延， または押 tf : L 熱処 理の諸

条件を一定の細かい純聞に精密に コント ロールする乙と

が必裂であり，また陽限酸化処理条件も各々の色につい

て厳格 lζ 規定した条件にしたがって行なう必要がある。

電解条件の精訟な コントロールは近代的設備を備えた集

中;[;1] 御方式の r) f; i で: まいとも官製，1ζ 今日では行なうこと

ができる。

K o¥col or の性能を述べると . 従来の硫民主法で生成され

る! 支膜1c比ベジェ y ト式! 差足テス トで 2 5- 100761支膜を

よ立通する IC< a する 11寺間が長くかかる( 色，使用 合 金 に

より変化する) 。 また . J j 塩水噴窃試験! 立 10 ，000 時 間 以

上. ;)<i 接試験は7 ，000時間したが， Ko¥col orの試料は表面

!ζ 何らの異状も認められなかった。 ζ れらの試験は騒め

て酷しい海辺の待問気での多年の! 燦b Y J 1ζ 相当する。

また強力な紫外線! 爆露試験装置によるテスト (1屋外円

光l曝露 2 0 - ，30 年に相当) において K o¥col ar は色アセ .

腐食は認められなかった。また実際の屋外曝露試験とし

ては米国における日照の最強地 アリゾナ州フ ェニ ッタス

で 3 年厚. 外l爆露しでも何ら色の変化および腐食は認め- ?

h なかった。またフロリダ州デ ー トナーヒ ーチにおける

海辺 で，塩分， IJ 光 l将による屋外11暴露が 3 4- に な って

も試料表面に何 ら色の変化および性能の変化は認め られ

なかった。また仁協からでる煤煙，取索，硫化物，その

他の汚染物質を合む気流の風下， 250 フィ ー卜 の距離に

Ko¥cal or 試料を 2 年半 '1暴露したテストでも色と表面の性

能に何ら変化が認めるれなかった。以上の カイザ一社の

テスト報告により K o¥co lor 処理した彩色アルミニウム

建材は外部用怨材 カーテンウォ- ) レのスパンドレノレ，

窓枠， ソーラースクリーンなどに応用して. 製作最高の

性能をもつものと称せるれている。

K o¥co lor の滝実員( カイザ 一社)

色 Ｚｴｉ ｾ＠ |カイザー| 使用指定合金名 |  
Z己 号 板 l 抑証i

56233200 1  K S - 52 K E- 63 寧合印せは恒cl adsheet  

(f;-tt .ttil 

7  ン 3230 K S- 32* 

註 仮 K S- 32，

アンバークレー 1 5530 K S- 55 
353種，5。2，55，86の

オ リ ー ブ 3245 K S- 32* 押出 K E- 63. 51 

0 ライトア ンバー 5623430 0  

の2  種高も。
K S- 52 K E - 63 

0 ，印f(は っと相も官利則

の い色 。

0 ア ン バ ー 56234455  K S- 52 K E- 63 

鱈俗時uシ企z工筏米kk国 輔 業 棺 でaお視M制I不尚的Cよ叫びニをイo鮪サザ飼hr本法一んッ
チャコ- ブ Jラレ ウノ 5545 

ゲ ブ グ レ ー 3320 K S- 3ゲ 一一

チャコールグレー 3340 K S- 33傘

でいる。

プ ラ ツ 合 お514400  K S - 86 K E- 51  
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原論部門

遮蔽係数 (Shade F  actor) について

;;<) ，主II 築字教者 ・助教授

松 浦 邦 男

i車Ml : l 光があたる :会、lζ はノレーパー， ブライ J ト・な ど各

陣の U 除けをつけて，忌さをl幼ぎ，冷房負荷を怪減し，

さるにはま ぶ しさを防ぐ。このように日射を遮，依した窓

は，遮由民しな いガラスだけの窓lζ 比べてどれほ ど太陽幅

制熱を| 釣ぐ乙とができるか，その 11 除けの性能の目安と

して， 遮蔽係数 ( 5凶 de Foc lor)  というものが使われて

いる。

A 5HA E  Gui de では，以前か らU 除けのある :会; からの

熱取得の J ｉＧ ｽ，ｉ ｾ ｉ 乙 は ， こ の 述 Ｚ ｨｾ ， 係数を用いる方法をとって

きた。すなわち

逃組長された25からの熱取得 H ，

= 逃由民なしの普通ガ、ラスの窓か らの熱取得 H l

× 遮縦係数十遮kli なしの普通ガラス窓か らの対流と再

編射による熱耳Ｙ｟ Ｑｾｽ H 2  ・ ー ( 1  )  

1  日 射 を 遮 蔽 し た 窓 か ら の 熱 取 得

-、

表- 1 各間 企イ プの日除けの活必係数 (S hade F act or  A S H A  E  Gui de 1960.  P 205)  

No.  I  日 除 け の タ イ

1  I  キャンパス日除け ，両側があいてる

|  キヤノパス円除け ，上部と両側が正II物 K l!1.{Jし ていろ

3  内部 ロー ラーシ工ー ド，全凶作

4  ， 内部 ロー ラーシェード ，全開a

I  内部 ロ ー ラ ー シ ェーＺ Ｚ ， 金 ｾ ＮｊＮ

内部 ロー ラーシェー ド，半日J.

7  i  内部 ロー ラーシェ ー ド，半|羽a

8  I 内部 ローラ ー は ー ド，半開a

プ | 太 働 側 の 仕 上 げ i

lif-- 色 |

まこま中l 色 |  

|  臼，ヲリーム色

|中1m色

附 色

自. ? リ ーム 色

ｉ ｉ Ｇｉ ， Ｇｉｊｾ＠

陥 白

i匹 敵 係 数

0. 25 

0. 35 

0 .41  r  

0. 62 

0. 81 

0 .71 

0.81 

0. 19  

内部ベネシアノブラ インド，羽織似45・惇 ｩｾ Ｇ ｬ｢

10 内部ベネンアンプライ J ド，羽織仮45・傾斜h

11 内部ベヰシ アノブライン ド，羽織叡45・傾斜b

12 内部ベネシ7' . / ブライン ド，羽機桜45・傾斜b

内，クリーム 色

拡散反射性ア ルミ

中!日i色

附 色

0.56'  

0.45'  

0. 65'  

0. 75'  

13  I 外部ベヰン アンプライ J ド，羽 板板45・傾斜h II. タ リーム 色 0. 15'  

0. 15'  
14 1 外部ベネ ν アンプ弓イ J ド，羽根板45。 傾斜b，，・ 窓を全部似 うH除 |  肉 . ? リー ム色

けとして伸ばす

15  I  外部 ベヰシ ア ノブライン ド，羽相ｾＮｦｩｊｩ ＴＵ 。 傾 斜 ，窓 の Ｒ ＯＳ を蔽 う 円除け と して ｉＱｉ Ｑ I  向，空 リーム色

ばすド

0 .43  

上

V

m

u

m

υ

以

1

2

3

m

u

 

4

 

度

度

度

度

高

高

高

高

財

閥

鴎

蹴

太

太

太

太

ン

ン

ン

ン

一

一

一

-

h

J

h

J

均

J

力

J

ス

ス

ス

ス

や

J

+

J

み

J

キ

J

除

除

除

除

M

H

回

同

口

M

回
日
目

部

部

部

部

外

外

外

舛

"
h

u

勾

'

n
m》

n
w
d

0. 52 

0. 40 

0. 25 

0. 15  

6

5

4

2

 

A

q

内
屯

U

内

，

-

の

，

-

A

U

n

u

v

n

H

V

A

U

 

( 注) a  ローラーソエ ー ドは不透明と考え ている。白い y エー ドには日射を相当透過する bのがある。臼い半透明シェードに は全閉の場合0. 55.

半開の場合0. 77を用いる。

b  ヴエヰシアンブラインドは全部下して: 容を蔽っている。居住者は羽胤仮の聞から 砲射光がはいらないよ うに関節すると荷え ている。羽胤

阪が全く閉ざきれたとき( 羽恨板が水平より 90
0

のとき) には， ローラーシェード全聞 と同じ係数を用いる 。

c  r!1の広い羽恨板をもっ，Ii 版の日 除け。太鱗光線 I土臼除けの側面を通り抜けて: 容にあたる。泌蔽 されないで露出するガラスの部分を算定せ

よ。

d  r/ i 販の日除け ，ブロンズ。金製製羽様板は0. 05イン チ ( 1. 3 mm) 巾で. 1 インチ (2. 5cm) あたり 17枚，水平 と17。傾斜している， 40'  

以下の太崩高度では，直射日光が羽椴板のl却を通り 抜け るζ とがある。その況は太朗高度が低 くとE るほど大きくはる。

e  市販のア ル ミ製日除け。羽織綬は0. 057インテ( 1. 4 5 mm) 巾で. 1 インチ (2.5c m) あたり 17. 5枚，水平と 17。傾斜している。 40。以下

の太陽高度では， 直射日光が羽胤叡のI!IJ を通り妓けることがある。そ の引は) i ; . 崩高11{が低 くなるほど大 きくなる。

f 注 ・3) よれ
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ルー 1¥' ー ガ‘ ラズ

図ー l

したがって，

逃由民係数 = ( H ，- H
2
) / H

1
・

0

・…・・・・・・・・
0

・(  2  )  

Gui de にある各種タイプの H 除けについての遮由主係数

を表ー11ζ 不す。こ れ らの値は A SHA E の Reseorch Lobo-

rotory 指導による Por melee らの研究 1) -お に よ っ て， 乙

こ10' f ほどの間 IC っ さっ さに認さ改めら れて いる。

2.  遮 蔽 係 数 は ど の よ う に し て 求 め ら れ た か ?

J レーパータイプ 日除けの遮政係数について述べよう。

Por melee らによれ ばお. ( 2  ) 式はつぎのように友わさ

れ る。( 図ー1参照)

T DI D+ T d1d十 時 {( A D- aD) I D+ ( A d
ー α d) I d}

遮 蔽 係 数 - --耳石τ五五一一一一一一一

( 3  )  

1  D  :  ｾ窓 ｉＨｬ ｩ への 直迷 ｕ 封 ｊ Ｚｌ ｴ

ん : 窓I&i への拡散 IJ 射 盆 ( 天空紺射と i也1(li 反射)

T D • A D :  U 除け とヵーラ スの組み合せの直i玄II 射に文f

する透過率および吸収率

T d • A d : 向上 の拡散 臼射に対するもの

日 仏 内 : IJ 除け と組み合せた ガラ スの直jまおよび拡

i放臼身、Iによる吸収率

τ DC， L dc : 斡 通ガラ スの直達および拡散 U 射による i三

過率

押: 日除けと 力。ラスの組み合せに吸収された然記: のう

ち室内へはいるものの割合，実験で定める。

Por melee らは 1 . 2m ftJの試料がはめられる特殊な カロ

リーメーク ーlζ 直 射 日光 を あて， ガラ スと組み合された

各種の H 除 けlζ つ いて， 主 と して TDを測定し
2
人 乙れと

jjll に理論計 釘II) によっ て求めた値とを比較 して両者が大

休 合致する乙とを『止め た。

そして， 設計 資料とす べ き遮蔽 係数に !i. ( 3 ) 式の

η 以外はすべ て ｊｉＢｴ Ｇ￬ ｾ 値を 用いた。 却 は実験の結果として

は除けが: 会; ガラ スの外 側にある場合は0.05. 内(JlIIにある

窃合は0.75として いるが， その恨拠となる実験報告は木

発表のままである。また，拡散臼身、t ! 二天空縞斗175 1
0. 1i1!. 

l固反射2596の; 中l合 と して いる。

乙のように して求めた遮蔽係数は. G ui de で佼われて

いる基準の 8 月 l lJ の時天の口. 3 つの ぬ度( 北: 年30<

400
• 50

0

) について半比j され， 表 - 2のように不されてい

表- 2 拡散反射性羽島HUをもっノレーパー少 イ7 HI除けの遮蔽係敬 (Shade Fact ol  泊' 3 P  405)  

| 仰 の 日 射 | … の 色 lmの 吋

ｾ 蔽 係敬

No  吸 収 率 { 略名) - 1
1m 闘 の 比

i

傾 斜 角 ガ ラ ス 制

IJ I  ｸ ＺＱＡ ￟ｾＰＪＢ＠ I太 陽 側 の 窓'" I  ，..""， I  W/s  I  <，. I  j，( li1 
天 空 山 間 |ワロ フィル

係1' < I  JIJ の下降

0.2 I  1 . 却注a
1. 2"  

45。
室 内 側 千3 通 0.51 10'  

2  0 .4 |  白，アイポリクヲーム 1. 2"  45  0. 59 0.56 10  

0. 6 明 色 1. 2" 45  0.67 0.65 10  

0. 8 的 色 1. 2
b  

45 0. 75 0.75 10  

5  1. 0  1 m 1. 2"  45  0. 81  0.82 10  

6  0 .4 自，アイポリヲリーム 1. 2  
。

0. 77 0.69 40  

7  0 .4 1. 2  30 0. 65 0. 59 20  

8  0.4 1. 2  45 0.59 10  

0.4  1. 2  ω  0. 53  0.49  ナ ン

10  0 .4 1. 2  
90崎

0. 37 0.41  ナ ン

11  0 .4 1. 2  45  

Regul ar  u  

Pl at e ， 
0. 63 0. 5唱 J O 

12 0.4 1. 2  45  吸 熱 e 0. 56 0. 55 1  10  

13 0. 4 1. 2  45 宅 外 側 宣" 伝
通 0.30 0.15 10  

14  0. 4 グリー ン，W 1. 0  17 0.37 30 

15  0. 8 
，Ls g  

0. 8 17  0. 32 0. 15  40  

(注 ) a  氾極皮ｾ｜ＧＡで防護されたアルミでほぼ 鉱 倣反射性 e  ￆ￼立 入 射透過中 ｾ Ｐ ＮＴ Ｑ

b  ヴエネ ν アンブラインドの際耳目的11日附。 J'}! きは間断に比 f  化学的処理!をしたアルミのスクリー ノタイフ日除け。

して無III ｷ み ＯＱ 泊 隔 ｾ ＰＮＱＵ

C  大体の{fi (羽説明」を全く 1'!jI，t二場合) g  化学的処理! をしたプロノズのスク リ- / ! / イフ 円除け。

d  垂直 入 ｱ ，ｪ ￦ 過率 ｾ ＰＮ ￯Ｗ 厚き Ｏ 間隔 ｾ ｏωＵ
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1. 0  

0. 9 

遺 0.8

萩 0. 7

f系 0.6
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0.4  

0. 3 
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凶- 2

図- 3 図 4

る。お( 図- 2参照) ただしょ);J 恨板表面は鏡 l扇反射i止で いことがわかる。

なく ，!三 lま完全拡散反射性の場合のみに 限定されて い 市販のヴ ェネ シアンブ ラインドのように ，*J 恨板が1111

る。天空 fj[l Jの窓という他は拡散日射のみ，太陽fil ll の窓は っている ζ との影響については，Por ml' l ee らは重視して

重達と拡散の両省に対する値である。プロフィル角のト いない。

段は，これ以下に なると 直射 U 光が室内へ射入しこの もう l つ， このルーパータイフの日陥lけで大切なこと

友の進級係数が使えな くなることを示してい る 。 ( 立 照 り i返 し ， すなわち 1)<半 lui 以下からの轄射に対して

Gui de の友ー1 の註 f のある他は 3 乙の友一 2 の太陽 illll ｪ 丞ｾ率が大きい乙とである。 集者の計算では， W/S =  

の窓、の他を探用 したものである。友ー1 N o. 3 の内部ロー 1. 2，中 = 45

0

，a = O. 4 の場合，ノk 半面以上からの拡散 LI

ラーシェードの0. 41の値も友- 2  N o.10の内部ヴェネシア 射に対する透過本は0 . 11 であるのに対し，水平面以下で

ンブラインドを全く閉ぢた場介の i直をとっている。 は0. 55にも なる。乙れによって遮蔽係数も当然影響を う

3.  ル ー パ ー タ イ プ 日 除 け の 遮 蔽 係数 の性 質

この遮由日係数は多くの Ｇ ＡｊＡ ，Ｊｾ に ｊｧ 轡され復刻 ｩ なｻ生ＧｬＧ￮をも

っているが羽恨仮表的iが拡散反射性な らば，季節，時

五IJ ，窓の ) j f立の変化は，フロフィル戸1の変化で代表さ せ

ることができる。 w/s = 1 . 2 のヴェ ネシアンブ ラインド

が室内<<[ 11にある湯合の太陽側の窓の遮蔽係数とプロフィ

ル戸! との関係を s 羽板板の吸収率を変えて示したのが図

-3
3
) ， ;TH良板の傾斜戸i を変えたのが図-4めである。 l主ト 4

の傾斜角 中= 0

0

， 30

0

， 45。でフロフィル角が小 5 く，

;j.: J 恨板の聞かみ直身、I光が壬J 刊に{ 心、る場合を除いては-

ｉ ｾ Ｍ 3 ， Ｔ ともフロフィル ｦｪｊ が ｪｾ 級係数にあまり影響して

いないことを示している。

また Ｎ 政 Ａ， � ， ガ ラスの ＾＾ｊ 巣 Ｈ［Ｚｉ Ｇ ｾ ト Ｓ より ， あるいは友 Ｍ Ｒ

の NO. 8 の0. 56とNo. 12の0. 55 を比べても ，それが小己

ける。 Pormel ee らもこ れを認め，今後の研究課題として

いる。

キャン円ス U 除け， ロー ラー ゾェード ，カー テン なと

についても，最近 料i おJI な ' A 殺が行なわれているけれど

もぺまだ実用資料にする段階にいたるず， G uide には

，f，l 、i直が残されている。

dF. '  1)  G. V.  Pa r melee &  W. W.  Aubele:  Tr ans.  A S HV E  

V ol. 58 NO. 1460 p377 1952  

2)  G. V.  Par me1ee.  W . W.  Aube1e &  D. ] .  Vi l d:  

Tr ans.  A S HV E  V ol. 59 NO. 1474 1' 221 1953 

3)  G.  V.  Pa r mel ee &  D. ] .  Vi 1d :  Tr ans.  A S HV E  V ol  

59 NO.1485 p403 1953 

4 )  Tr ans.  A S HA E  NO. 1615 (1958) .  No. j(渇6. 1695. 1696 

(1959).  No. 1712.  1721 (1960)  
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職 人 .1ノ

第 8 回

ビノレ大工

リ

久 保 組 稲 森 稔 さ ん ( 41才)

編集から 「職人シリーズJ tζ ビノレ

大工についての報告をといわれてす

ぐ恩い浮んだのがとの人だった。メL

っ乙い身体 IC . 溢れるエネルギーと粘

っこいファイトで押し進めてゆくそ

の仕事ぶりに，いくつかの現場を共

lζ して感嘆させられていたからであ

る。

何万平方・米の大ヒソレデ ィングも数

11 にしてその 1 階分の型枠を乙なし

てしまうという能力。皆無だった空

聞に数ヵ月にして勿然と大建築を作

り上げる仕事。やはり ζ れは向信が

なければできない乙とである。

かつて丹下健三氏の力作，香川県

庁舎の建築中の ζ と，あの荘大なピ

ロティの型枠を組んでいる! 時 IC. ，駅

間見た人が 「何だ，木造か」といっ

たという話があるが， これほどの浪

人は別としても ， ヒソレ建築での大工

の役押lは案外よく知られていないら

しい。コンクリートを型枠という鋳

型lζ 流し込んで造る以上， ζ 乙では

大工がR l ! 物を造るのである。基準と

なるおを山し，キt の: 型枠を起 し，淡

をかけ床を張ってゆく。 r仮J 1"1¥だ

と怒っていてはできない仕事であ

る。人犬が「ゲン ノー」を持ち，鋸

で絹; 太t1J や桜木を引きちぎっている
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ヌ二

のが1以外ノししだとよ くj悲U をいわれ

る。あとは質の不足を: l 1t でお ぎなう

人海戦術だという。稲森さんに いわ

せればこれは違う。わづか 3，000 川

程度の道具，釘ぬき ，ゲン/ ー， ｾ ｬ＠

，&， f! f ふり，浪者，ノミ 1 了， 乙

れだけの道具を佼ってピノレ大てとい

われて 1 人前と なるには 5 "1ーはかか

るとし、う。

躯体T. 目Jj : のまま準.IH，11Jしから LI: 上|

事の& 後の納まりまで，すべての職

磁をリードして十数庖の建物を建て

られるぞ，といえるまでにはやはり

生易しい ζ とではないのであろう。

方この頃のような工期短縮の趨勢

では，型枠大工の仕τFの早さがttlt

な十数日を生み出す重要なポイント

となっている。 2ま磁』ζ 始って嶋屋 lζ

終る( 可向かのコンクリート打作業の

て程を少しでも短縮し，仕上工事に

合理的な時聞を与えようとする。何

千平方米の型枠を数日で組み上げる

i士事である。ビルの細胞に潟、iりこん

で{士官 している百人余の大工の 1 人

l 人にまで自を通すのはま ζ とに難

かしい。[ " コンクリートの建物は大

工が造るのか」といわれるほど社会

的には虫ケラのような存在だが， 一

首f前の現場ではもっとも rj J をきかし

ていたのは大工だった。彼等にはそ

れだけ現湯をリードしているという

ｉｾ 党な い し プ ライドがあったのだろ

つ。

先にこのシリーズで紹介百れてい

るトビ，充官などと問機，乙の社会

でも若イ衆( 平職人) ， ボーゾン，

l世話役 ，大世話役 ，名義人といったれ

ぬで下から上えつながってゆ くが，

ボーシン以上の人迷には造作大工，LH

身の人が多いそうである。 3 - 5 1下

の徒弟期間を経て年期があけ， 竹下

ビル大工

|品jのお礼奉公も終って ー応の仕事を

身につけ て大工の仲間入りをす るe

稲:俗さんも ζ の道 lζ 入って徒弟の

' t . 活も経験し，縁あって久保組に入

り，戦後，沖縄の米制工事に従事し

たが，その後，関西電力姫路火力，

見本市会館ホテル，長潟橋 7 ンモ ス

アパートから現在の新大ヒツレl首築T.

'J 下にいたるまで数々の大突貫工事を

持部j のエネルギーと巧みな人) ] 投入

で次々とこ なして 's，)] を縫い， いま

では数人の優秀な w: 話役を擁し， 岳

余の大一仁を駆使して有数の大山話役

となった。かつ て一介の型枠大工が

持っていた向負心と野心と馬力がこ

の人をここまで持って来たのだろ

つ。

昭和お年 3 月明治製! t ' ! ; 工事中の現樹

( 中央が溜森さん)

この辺まで議いてみたら ，ど うら

これはいままでの「職人シリーズ4

と感じが違うような気がしてきた。

前の雑誌を繰って見たが， 乙んな2正

IJJj 気ではない。もちろん，悪mのてど

いもあるがそればかりでもない。こ

れは対象としたものの雰囲気がまっ

たく進うからだ。ビ ノレ大工には努凶

気などない苛酷なほどの短い工程

に逃ニ無ニ突進して，ビJ レを林j [ . さ

せてゆく彼等 lζ は主主を食いつくすノ

ナコ' の li f . れのようなすざまじ いもの

さ え ! 感 じ る 。 ( 篠田駿こん



会 報 ( 6 月 分 )

i通 常 総 会 |

議 事 ( 1  ) 会員台帳カードの鐙J l J l 状況報fL

( 2  ) 教育委 員会に対する仇H

20日 11時40分一一 2 1時10分 於 会 館 集 会 + .

出 席 者 尾 崎 会 長 ， 稲hi 監事外 8 氏

ぷ 事 ( 1  )  1111和3 7年度市業報告J向型の件

(  2 ) 昭利37年度決算報告，i 4 l ; 認の件

( 3  ) 昭和38年度収支予算未認の件

| 事 業 委 員 会 |

委 員 会

3 日 5 時半一一 7 1時 半 於 会 館 集 会 本

山席者 増井，欠野正副委員長外 19委日

i定 時 評 議 員 会 |

議 事 ( 1  ) 各小委員会の企画報告

27日 1時一一 11時 半 於 会 館 集 会 宅

出席者ー評議員 広 瀬ml J議長外 13氏

委任状出席51氏 計65氏

理 事 尾 崎 会 長 外 l 氏稲土日監 '1，:

1み. が ( 1  Ｉ昭和 ＳＷ 年度事業報告 Ｇ ｊ ｬＺ ｾ ｻｻの件

(  2 ) 昭和37年度決算報告 F財'l/，の件

( 2 )  7 月 8 片の事業について

( 3 ) 互の会員懇親会の企画K ついて

小 委 員 会 ( 各種説明会)

4 日 正午一一 2 11寺於会館会議室ー

11' ，席 省 藤 沢 主j ま，伊東，河野各委口

第 2 図説明会出議会社 3 社

お2 同説明会の実施についての打合せ

| 理 事 会 |

12日 3 時一- 5 1時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 尼 崎 会 長 ， 塚 本 副 会 長 外 7 琵!. 'il 

稲垣 ｴ￟ｩｩＮ Ａ ｪｾ

点 字 ( 1  ) 通常総会開催の件

(  2 ) 定11与評議員会開{ 犯の件

(  3  Ｉ建築試験所設置に関する倹討会のＨ ｾ ｜

(  4  ) 会員名簿発行委員委l似の件

( 5  )自ifi 市，住宅五季研修会共催の件

(  6  ) 講習会後援の件

( 7  ) 沖図書記長が学会近畿支部へ転職の件

( 8 )  'F務局職員新規係用の件

(  9 )  'JJ 務局職員上期11与支給の件

( 10) 明年の建築凶j体述合大会に関する件

( 11) 入退会者永認の件

( 12) 報告事項

8 日 111寺半一一 21時 於千代田 I j:_("日ホー ル

出 席 省 藤 沢 主 査 伊 東 委 員

説明会場の実地調査

小 委 員 会 ( 古建築見学)

10日 5 時半一一- 6 時半 於会館会議主主

出席者 佐孝主食 ， 小Ｍｨｾ，鎌田各委員

古住築見学会の企画協議

小 委 員 会 ( 工場見学)

12日 正午一一 2 1侍 於 会 館 会 議2伝

出席者 中村主査，得，木村各委日

工湯見学会の企画協議

主計理事会

27日 3 時一- 4 1時 半 於 会館 会議定

出席名 問中，高須両j L1f I'Jl']';: 

事務局職員の上期日リの資定

小 委 員 会 ( 講演 と映画の会)

12日 正午一一 Ｒ Ｑ 侍於会館集会ｾＮ

出 席 者 井 上 主 企 ， 大 久 保 委 員

講演と映画の会の企画協議

ん

U

U

議
併

は
鈴

田

μ

委

半

8

附

外

7

長

一

一

鎖

1

1

1

半

本

一

会

一

時

塚

一

一議

一

者

一

審

一

日

清

一

営

一

1

1

一

運

一

小 委 員 会 ( 建築写真 コンク ール)

138 正午一一 2 1時半 於会館会議ミト'

出席者 内藤主査，白: ! ¥委員

審 査 員 恒 成 ， 木 村. Af 間 3 氏

コン クール実施について打合せ

小 委 員 会 ( 展示会)

14日 正午一一 2 時 於 会 館 会 議 午.

87 



出 席 者 三 品 主 査 鈴 木 委 員

会員作品展の企画について協議

小 委 員 会 ( 若い会員の集い)

18日 正午一一 2 時 於 会 館 会 議 室

lH席者岩本， fiJ 橋 m 藤井各委員

総括座談会の実施について打合せ

25日 五時一- 6 時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 岩本 . 午後各委員斉藤訪日i! i

「大都市の隆路と ，F ・で」実胞に ついて打合せ

| 編 集 委 員 会 |

小 委 員 会 ( 青年建築家詮衡)

1 日 止午一一 1 1時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 大 辻，掘，広瀬 3 委員

第10回青年建築家特集号に掲載する者を批1!1j があっ

たおの中より詮衡

幹 事 会

11 日 Ｓ 時 一 Ｍ Ｖ ＱＱｾｦ 於会館会議室

出 席 者 諸 岡 氏 外 4 斡・j]:

10月「地下街特集」弓の企画について協議

委 員 会

14日 4 時一- 6 時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 石 原 委 員 外 7 委員

議 'j; (  1  ) 経過報告

( イ) 7 月「第 10回青年建築家特集」日ー

( ロ) 8  J:l r金属外装特集J 号

( ハ) 9 月「空気調和設備特集」弓

(  2 )  10月「地下街特集」号企画訴議

( 3 ) 職人シ リーズの職種の検討

(  4 )  11月「建築とJ : : i' l- j特集」の幹事会の件

打 合 会

18日 4 1時一- 6 11寺於会館会議室

出 席 者 石 原 委 員 外 4 氏

勾調設備座談会の夫胞について協議打合せ

委 員 会

5 日 3 11寺半一一 5 時半 於会館会議室

出席者 海上委員長外 7 委員

;義 ')1: (  1  ) 副委員長選任の件

( 2 )  1J..1>: プレス コンクリ ート 工場見学の件

(  3  ) ラジオ放送企画に関する件

(  4  Ｉ住宅設計 コンクー ノレ図 ｾ発行に関する件

( 5  ) その他

小 委 員 会 ( 工場見学)

15日 12時半一一 1 J時 半 於 会館集会室

出 席 者 高 木 委 員 日本プレスコンクリートそ

民 2 1"，

11 本プレスコンク リート工場見学について打合

小 委 員 会 ( ラジオ放送)

24日 3 1時半一- 5 時 半 於 会 館 会 議 室

出席者 福永副委員長外 3 委員東洋、ノャッタ

一 毎日放送，産経新聞各係員

ｕＡｾ築家のラジオ ｊ Ａｸ送の企画につい て 協議

小 委 員 会 ( 住宅コンク ール図集発行)

25日 3 11寺- 5 1時半 Jt 会館会議室

出席者 海上委員長外 4 委日

南海沿線 l乙II つ住宅コンクー J レの入選作- ' l v. に z引き作

111
の優秀作品の[ ' : ( [ 朱|刊行企jilii について協議

電気設備編集委員会

7 日 2 1時一- 5 1侍 於 会 館 会 議 室

出席者 羽馬委員長外 5 委員

くきれイ④ ー==且...."ス
5 0 0 0 級 ス ー パ ー

外 部 用 ・ 内 部 用

-=: - L..."ス 5 0 0 0
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大 阪 東 京 ・名 古 屋

制 問 ・ 広 ぬ ・ 仙 台

札 税 ・ 小 倉 ー神 戸

金 沢 ・ 浜 松 ー静 岡

雌 沢 . : c 芋 偽 新 潟



ＱｉＧ，Ｉ ｾｪ 作業の全 ｦ Ｊ について協議決定

給排水設備編集打合会

29日 2 時一一 3 1時 半 於 会 館会議室

出席者 田中委員長外 5 氏

執乍 lこ関し協議打合せ

21 日 3 時 5 11寺 於 会 館 集 会 室

nI 席 者 委 員 岡 本 委 員 長 外 6 委員

使用者並にメーカ - 9 氏

1  建築金物に関する第 6 同検討会として戸市， レ

- J レその他に関しむ見を交換

1.  ｾ Ｎ主築令物に関するｼ会， ｩＮ ， ｊ を終寸したので，今後の

ぴii ，i，tテーマについて協議

25日 3 時半一一 五時半 於会航会議ヰ4

/H席者 佐野委員長外 10委員

議 'J 五 1. t会社テーマに関し; 芯見交換

| 名 簿 発 行委 員会 1

7 日 3 時一一 5 1時 半 於 会 館 集 会 計

nll 席. x 池田委員長外 4 委員

議 'j( ( 1  ) 委員長の選任

(  2 ) 収支予算に ついて

(  3  ) 先行工程について

(  4  ) 編集内科について

回竺竺竺 竺|

18日 3 1時半一一 5 1時 於会合u会議宅

ｮｾ 席ＮｸＮ 滝沢委員長外 9 委員

"義 ・j( (  1  ) 未発表の大阪における資料の検川

特 許 吹 付 タ イ ル ・ 内 装 ・ 外 善 幸 用 化 粧 材

宮司i F . z 宰2v

CE RAMI C S KI N 

建 造 物 の 外 壁 面 に グ 陶 器 の 壁 紙

b .号F 9園 東

CE RAMI C C L OT H 

(  2 )  f福岡県庁舎の調査資料lζ 関する件

( 3 )  9 月以降発表予定建物の件

( 4 ) 未発表のもののリスト lζ 関する件

巨三一三|

第 8 回

「現場実務講習会」

第 9 回

講師打合会

6 日 正午一一ー 1 1時半 It 会飢集会室

出 席 者 続 本 数 脊 委 員 長 諮 問 11氏

講師の時間割その他実施について打合せ

講 習 会

l 会 JVJ 6 月 11 ， 14， 15， 19  22.  24- 29 11 

延 13 仁1 50時1m

6 )J  18 日 現場見学 21時間

1  会 場 大 | 版 建 設 会r['; 6 断集会室

1  第 B 回議1司 会 受 講 1761'，

午前 8 11寺30分一一ー 121k'f 30分 4 時間

1. 第 ? 回議? 司会受講 178れ

午後 1 11寺一- 5 時 4 11年間

科目 と講師

建築工事のお工から唆工までの業務総岡市

大 阪 府 営 給 総 板J uJ ，'i) fi 郎氏

労務1"';; 迎と安全管理!

鹿品iffi 設大阪支 j，l; ｪＧ Ｑ ｾ 悶成 ｊｉ 氏

仮設物と仮設材料

位 村 市11 政 間 基 次 氏

現場』ζ 関する諸法規とその下続

大成主主設神 戸 ｾ￧［［業所 大 久 保 な 氏

材料の検収とその管理

/J]' J  i也車Il 近 藤 史 郎 氏

コ事機械とて日器具穎

大 林 忠I l 依問 潔氏

施 て ，n. 両

大成立 ｴ 設大 ＱＹｾ 支Ｉ，Ｑ［ {公|潤 娘夫氏

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

大阪市東淀川区西淡路町3- 176 T  E  L (  371)4851  _; 3  

関東地区取初吉・小林窯業株式会社

東京都太田区新弁街 2 - 1 5 0 0 T E L (771 ) 6 3 4 7  

89 



現 場 製 l宝l

大林組占川 ｉ ［ｾｉｉ 夫氏

地 下 T iJi 

竹中J 必!苫 Jtil ，_' .  1 竺氏

土工 'JI: ，tま1謎工事，倒木工事

問組大阪支j苫 渡 辺 男氏

鉄筋コンク リート工事， 鉄骨工事

清 水 建 設 大 阪 支 応 安 )1・ 源氏

木 ｔＮ Ｇ ｊｾ ， 屋板工事 ， 金属工‘ ｊｩ Ｎ 雑ｔＮ官

! 免島建設大阪支応岩下久哉氏

石工事，ヲイ J レ工事 ・ブロック工 ιJI :

藤 木 工 務 庖 矢 野 良 作 氏

防水工事，左官工事，塗装工事

銭 高 組 武 藤 ; 抱 吉 氏

設備工 'F一般，篭気工司j

竹中工務 ｊ 古ｼ奴 口 信 ｾＭＧ［ｩ 氏

空気調和設備工事，衛生工事

竹 中 工 務 広 玉 田 健氏

現 場 見 学 津 村 別 院，御堂ピ J レ

「気泡コン クリー卜 通気性吸音板」説明会

1. と き 6月26日 111寺一一- 5 1時半

1  ところ 千代田生命ビ J レ91税ホー J レ

l  演題と諮問i

麻生フオームクリートについて

麻生フオーム ク リート取締役 u 県 火 治 氏

気泡コンクリー トの技術的研究について

麻 生 フ オ ー ム ク リ ー ト 研 究 室 続爪 些氏

麻生フオームクリートの施工について (ス ライ

ドイ.lf:用)

同 上 T {主主IU乏 小必 Ｔ ｾ 氏

i血気吸音板とは どんなものか

プ レナム計算法について

エービーシ ー商 会 技 術 課 長 高 岡 淵氏

どう して施工する か

向 上 技術主任石渡. t l 道氏

1. 聴 衆 87名

1. 協 代 麻 生 フ オ ー ム ク リ ー 卜 株 式 会 下1

総式会下1: エービー シー Il-Ij会

ｼ 工 ｚ ｾ ｉ

90 

空調設備座談会

28日 211寺- - 5 11年 於会白'.朱 会'ヰムー

出 席 者 編 集 委 員 石 原 氏 外 2 委D

新住友ピ J レ鈴江氏外 7 氏

会誌 Ｙ 月 「 空調設備特集 」号 企図として ｊｾ 施

| 若 い 会 員 の 集 い i

「現代の探検J 総括座談会

20日 6 11寺一一 8 1時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 ゲ ス ト 加藤秀俊. s : ( 京者s大学人文科

学研究所) 会員251"，

昨年度の若い会員の集い「現代の探険 d の締めくく

りとして関俗:

| 午 餐 会 |

B会長午餐会

4 日 正午一一 1 1時 半 新 大 阪 ホ テ J レ

大| 坂建設業協会の当番で開催。大阪に池築試験所を

設位する問題lこ関して協議した。各会 よりの出席者

14名。

! 見 学 会 |

三神ピル ( 全熔接構造) 見学会

設計監理 東畑建築事務所

施 工 鹿 島 建 設 株 式 会 社

20日 21時 一- 4.1時 神 戸市ご'白1111

兵庫支郊と共催 参加者 45似

大阪神ビル見学会

設 計 胞 工 大 林 組

24 日 211寺一一 4 時

大阪府主i 築 士 会 と 共 催 参 加 行 150れ

伊奈製陶工場と名古屋方面見学会

22日 ( 'iEl) 23日

{ 戸袋製陶工場，東海製鉄工事現場，愛知以虚業貿易

BG，虫[ ガ丘団地見学。東海支部との共催でー円支部

長ｾ Ｉ［とも交欲。参加者 ＴＸ ｩＧＮ 。伊ぶ製陶株式会社，大

林組その他関係、- / ' f IC多大の御高配を頂いた。 厚 く;樹

立を表します。

| 欧 洲 建 築 事 情 視 察団 の 出 発 |

れ! 附団長等 -行12名は 6 月 5 U  J じ7. ¥に; J ; j 田1: -/1' ，予をし

た。 7 月 8 U M1

Y

fの予定。

1111111111111111111111111111 1111 1111111 11111 11111111111 11 1111 11111111111111 11 111111 111111111 11111111111' 111111111I ‘  

編集後記 Ｚ 本号の釧織特集企踊にと協力いた ｲ ごい岬 τ ｬ ｬｩｾ ，

大辻真喜夫，高編通列，鶴間! 忠男，品4沢哲史，広瀬二郎の供氏である 。

総 して ｾＧｩくお礼申しあげます。



屋根浪板

谷樋にLct .

カ ラ ー ス タ ン ダ ー ド メ タ ノ レ

大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 械 東 区 野 江 東 之 1 I 1J 4 の 10 4  ( 931)  7071ー3

支 出 新 肘 浜 ・名 許 屋 ・|川 l二l 市 ・広 山

田中T ヌカイライトベンチレーター

ヌチー JL，サ・ν シュ・ドアー

スチールシャ・νター・オペレーター

何回中工業株式会世大阪出張所

大 ｼ 仮出 ｾ ｊ ｾｐ 斤兵 ｊｩｪ ｬ 県尼崎市 ｉ 朽竹谷町 Ｒ - 89 ‘  l坂

県B122 悲空 sla.2 M9キLL弘;量 (棺) ZE  t 品情 g zii-0515

信 用 あ る 技 術 と 伝 統 の

Ｗｬ 【 ＷＷＱｾ ト
Z事

専 業 大 庖

套歪タミ保由直
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冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

山 田 工 業 株 式 会 社

本 社 大阪市西区京町銅 1丁 目62 電話(441)代表2613 ・代表9431

出 張 所 東 京 都 北 区 上 十 条 1丁目 10 屯 鯖 (911) 3  9  4  1  

名古屋市中村区牧野町I の6 包 括 (5  4)  0  9  6  6  

神戸市生国区北長狭通 7丁白 1の l 電荷( 4 ) 1778 ・4386

広 島 市 中 町 2 番 地 の 4 屯 話 ( 2) 7575 ・7588

給 排 水 ・術 中

l凌 冷 房 ・換 気 設 計 施 工

22 大 阪 城 口 研 究 所

代 表 取 締 役 城 口 町 平

大 阪 市 北 区 南 垣 IOT - .  ' ; [ 0: 話大阪371局7575(代表)

| 京 右 前 川 区 大 山 正 而L 嚇 都 叩945(1-t 表)

神戸市生田区下山手通六ノー ・7U話料i戸 4 局 5  8  9  2  

水道 ・術生 ・l援冷房 . ; ) ; t 他管工事

設 計 並 在 工

特許Y M式j レーフドレイシ製造販う11t::'

(旧2者総久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 常 安 町 1 1  m=地

iU話大阪⑭ 4 1 4 5 ⑩ 2 6 8 7 ・2 8 8 7 番

木 広 東 京 1 i s千代田区丸ノ内 2 ノ 8 十1

'

12号 館 5 号

電話( 2泡1) 局6505- 8務

金次営業所 令 沢 市 n 同 町 三 五 氾 宮古 金 沢 ② 2 L 7噌

徳井出強堕 福 井 市 城 之 樋 下 町 一 o ［ｴ［新編井② Ｒ Ｔ ｾ Ｖ
高松出世原 点 松 市 二 書 丁 九 ｭ 話高校② Ｕ Ｑ Ｙｾ
岡山出張所 附 111市大供松ノ木三八Oノー 沼稲岡J l I ⑤ 704 "i

建 築 設 備 ・ 金 属 製 建 具

荷 役 運 搬 機 械 ・環 境 衛 生 施 設

化 学 ・鉱 山 機 械

一 機 工 業 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 山 間 熊 男

取締役支! 苫長 樋 口 勝 栄

大阪市東区北浜2- 22(三井口氏ピル) 常務大阪(202) 代表3071

本 応 m京 都 千 代 III 区 有 楽 町 1 丁 目 1 0 芯 地

支庖 ・出世t所 名古屋 ・ 福岡 ・ 札幌 ・ 広島 ・ 仙台 ・ 涜 ＱＱＱ ・ ｾ訳 ・ ，仲間 ・ 高訟

工 場 相 続・鶴 見・六 郷・中 1I1 ・高 槻 1  

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・1暖 冷 房 設 備

22 西原衛生工業所大阪庖

大阪rli 大淀区中津南通 n 回11 電話大阪⑮3531番

2  

暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

目 冨X A 与

株 式 会 社 ニ 晃 間 宮

本 社 大 阪 市 北 区 宮 田 IUT 16 代表 ( 341) 7  0  3  1  

支 !苫 東京郎千代田区小川町 2丁目 1 松ヒリレ ( 201)  7751- 3  

稲岡市長ｾ 10T 22 (  74 )  1  1  5  8  

ＯｬＭ｜ ｾＮ 長所 名古屋市中区新栄町 2 丁目 1 (  97 )  1  8 2  0  

福 井 ili 宝 永 上 IIIT I 0 5 ( 2 ) 1 5 9 6  

松 江 市 東 本 町 4 丁 目 147 5 0 9 8  

広 島 市 紙 屋 町 8 ( 2 ) 4 5 3 7  

電 気 ・暖 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

株式 大 阪 電 気 商

会社 大 阪 暖 房 商

ム一

A

A

一
A

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

本 庖 大 阪 ili 凶 l丞 江 戸 姻 - T 自 60係地

市 話 大 阪 ⑭ 大 代 表 8 2 3 1 丞

支 底 東 京 ・名 古 屋 ・縞 附

出 張 所 京都 ・神戸 ・岡山 ・高総 ・)よl斗・熊本

札幌 ・仙台 ・新潟 ・富山 ・令官ミ ・福井

I  I  創 業 緩 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

大 正 二 年 病 院 諸 機 織 ・ 給 排 水 ・ 衛 生

25 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 庖 - * 点 駅 前j 丸ピノレ 6 階 6 7  6 区

'，U  ，前東京 (201) 3761 ・3762 ・3763 ・3764

大 阪 広 大 阪 市 西 区 上 佐 銅 通 大 |百l ビノレ 714 Fj 

Ｇｾ ｮ＠ IlZ 大 l坂 ( 443)  3  3  6  1  - 5  

札 幌 広 札似i!i 北l旦::ki!.¥i 16丁目 1 (昨地 ; 苛回展ピノレ二階

tG 話 札 幌 ② 0 0 1 0 ・0 9 5 6 ・③ 4 6 6 1

名 古 慶 信 名古鹿市中区南大津通一丁目千代悶ピノレ522号

L 一 一一 電 話 中 局 @ 1  7  6  6  

須 賀 業 株 式 会 社

空 気 制 和 衛 生 設 官iii

設 計 施 工

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁 目 14 市話 441- 5171

支 応 一 一 東 京 ・名 古 屋 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡

空 気 調 和 装 置 ・ 塗 装 設 備

設 計 施 工

式

社

株

会
建 材 社

大 阪 支 庖

大阪市北区中ノ島二丁目 ( 新朝日ヒリレ 5 階)

fE話大阪@ 6041 ・⑫7046( 代)

本社及東京支庖東京都中央区八重洲三丁目七

営 業 所 名 古 屋 市 中 区 菅 原 町 2 丁 目

連

( センターピル)

所 広 島 市 基 町 一 ( 朝 日 ヒ勺レ)絡
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空気調和装訳、各種冷J点機

設 計 ・製 作 ・施 工

ネ土

庖

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会

大 阪 支

暖 ・冷房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

工施計設

)

)

地

州

地

大阪 dJ北区常島船大工町五三番地( 毎日大阪会館内

f，tj 話 大 阪 ⑭ 局 8 3 5  6  ( 代表

東京都中央区日本橋兜町三丁目 二四番

東 京 ・名古屋 出 張 所 九

東 京 都 足 立 区 下 沼 岡 IU} 3 6 0 審

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

社

広

場

本

支

工

大 阪 市 北 区 梅 田 8 番 地 ( 新阪急ピノ匂 8 階〕

電 話 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表)

社東京都千代田区神田駿河台 4 丁目 2 番地

暖

ご目

生

置

房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛

湿 度 調 整 装

設 計 施 工

本

社

5

寸

岡

業

大阪市北区中之島4- 39 電⑭6671-

東京支社 東京都港区芝浜松町2- 7 電(431) 7341

支 鹿 北海道 ・仙台 ・名古屋 ・広島 ・樽

工日朝

式

社

株

会4? 

暖 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 興 商

取 締 役 社 長 中 山 敏 正

活 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二 丁 目 一 番 地

電 話 大 阪 ⑪1 3 3 9 1 - 5 落

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 番 地

電話 Ｈｾ ＵＱ Ｉ 2  1  7  7  - 8 悉

神戸市生悶区下山手通八丁目三三 電 話 元 町 @初35番

仙 台 市 東 四 番 丁 四 五 電 話 ② 5 136番

A

令

官
株式会社

庖

本

支

神戸出現所

仙台出強所

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

社

レ

η

，
“

、t

ノ

n

u

u

E

u

n

u

厨日市営業所

津 営 業 所

社

階

5

5

八

3

地

3

市

京都市中京区両替町通9 ! l ili 小路上J

電話@ ( 代表 ) 7975 ・( 夜間専用 ) 553

大阪市北区天満橋筋1-37( γ 満橋北詰

電 話 @ 18 8  2  

四日市市浜田西末広町電話7503・366

津 市 栄 町 2 - 111 包 話 3 6 1

日 本 管 工 業 株 式 会

雄繁)11 代表取締役

キ土

大 阪 営 業 所

暖・冷房、温湿度調整、衛生設備

設 計 ・ 施 工

嘉 熱 工 業 株 式 会

取 締 役 社 長 三 木 徳 次 郎

大 阪 市 北 区 万 才 町 四 三 浪 速 ピ 々 六

電 話 大 阪 ⑩ 2 5 3 0 ・2 5 3 8 - 9 ・2 0 8

( 代) 5  7  2  

東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 ー ノ

電 話 東 京 ⑮ 8 0  0  2  -

富 山 市 衣 . 服 町 十 番

電 話 富 山 ② 6 6  2  

阪

京

出張所

⑨ 

本

大

大

東

⑤ 時 空 気調 和 環 境 衛 生工事 一 切

設 計 施 工

日 本 熱 学 工 業 株 式 会 社

社 長 牛 田 正 郎

本 社 大 阪 市 北 区 万 才 町 50 北大阪ピノレ

慢 話 大 阪 ⑪ 8 6  7  1  

大 阪 事 業 本 都 大 阪 市 北 区 万 才 町 50 北大阪ピル

電 話 大 阪 ⑪ 8 6  7  1  

東 京 事 業 本 部 東京都新宿区四 ツ谷三条町18 日熱ピル

電 話 ⑨ 4 臼 2 4  - 7  

名 古 島 支 1苫 名 古 屋 市 中 区 城 代 町 7

電 話 @ 4  6  9  0 ・ 3 5  2  0  

営業所 ・出強所 下関 ・金沢 ・藤沢・新潟 ・八幡・京館

温湿度調整装置、暖 房

冷房 、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 富 田 町 30 屯話大阪⑩ jiSE; 私。

本 社東京都千代田区丸ノ内3- 2( 新東京ピ J レ}

電 話 ( (211) 85 11 ・856 1 (代 j

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

電 話 7 3  3  2  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6

電 話 ⑤ 2 8 9 〆 3

仙 台 支 庖

名古屋出張所

温 湿 度 調 整 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール・アルミ・サッシ・ドア・シャッター

設 計 ・製 作 ・施 工

冷 房 ・ 暖房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

社

〕

番

3

番

)

番

問

3  

鋼 機 株 式 会

大 阪 市 北 区 宗 是 町 1 (大 ビJ レ

電 大 阪 代 ⑩ 8 6  2  1  

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 10 の

電 東 京 代 (901) 3  1  9  1  

東京都港区芝佐久間町 l の46 ( 大同ビル

這 東 京 代 (501) 3  1  5  6  

名 古 屋 ・ 仙 台 連 絡 所 福

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 4 ー 7 1  

話 ⑮ 2 8 0 8 ・2 8 0 9 . 2 8 0 0 ・2 1 3 4

東 京 都 文 京 区 元 町 2 丁 目 1 7 番 地

電 話 (811) ( 代表) 6  2  9  "4  

支后出強所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・仙台 ・高松 ・広島

理 研

大阪営業所

本社・工場

本社・分室

l 営 業 所

社本
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電 気 工 事 設 計 施 工

工 藤 電 気 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 野 111布 町 六 ) L

fli 話 ・大 阪 ⑩ 2 8 9 1 ー 5 務

東 京 支 庖 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 掘 二 丁 目十二

'iU 話 (551) 8 3  3  0 ・8 3  0  3  

常 業 所 名 古 屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 山 ・福 岡

電 気 工 事 設 計 施 工

栗 原 エ 業 株 式
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取 締 役 社 長 架 原 信 英
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電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空 調 工 事 設 計 施 工

三 宝 電 機 株 式 会 社

取 締 役 社 長 系 納 伝 三

本 社 大 阪 市 北 区 紛 笠 IsT 五 o ( 堂ビソレ三階)

電 話 (312) 1  4  7  1  (代〉

支 庖 東京都中央区西八丁掘四丁目十( 後関ピノレ三階)

1江 話 (551) 5  5  9  0  - 2  

営 業 所 名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 ニ O 番 地

電 話 ( 98 ) 2  3  6  - 7  

小 松 市 符 津 l町 才 四 四 ノ ー

't5 : 話 ( 粟津) 2  3  7  

堺 市 三 宝 町 七 丁 目 三 六 九

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式 会 社

取締役社長 浅 海 正 雄

本 社 大 阪 市 北 区 老 松 町 2 下 回 2 2

市 話 大 阪 (362) 8  7  0  1  

東 京 支 社 東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 町 1

m 話 (481) 8  6  2  1  - 4 ・3 5 7 3

営 業 所 名 古 屋 ・札 幌 ・旭 川 ・福 岡

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社 l

取締役社長 今 村 騰 1  

本 社 大 阪 rlJ 北区悔ケ校I I 1J 二 li. 番 地

屯 話 大 阪 代 表 ⑩ 8 1 3 1 - 7

東京支出 来京何; 港区芝金杉町二丁目十三番地

営 業 所 名古屋 ・神 戸・新 宮 ・敬JJ)j ・松山 ・草津

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商 会

取締役判長 山 本 龍 太 郎

本 社 大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 搭 地

電 話 大 阪 (341) 代 3 0 5 6  

東 京 営 業 所 東 京 都 中 央 区 銀 座 東 8 丁目 4 番 地

全国燃料会館607号室 電話東京(5 4  1)7464 

出 強 所 大 阪 商 - 北 海 道 -名 古 屋 四 日 市 稲 山 福 岡

電 気 工 事

設 計 ・ 施 工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

取 締 役 社 長 山 本 博 士

本 社 大阪i I i 北区中之品 三 丁 目 三 制日ピル 611!'i

111 慨大阪r . : i @ 9 5 3 1 (大代表〉

営業所 大 阪 市 西 区 土 佐 届i 通 リ 四 丁 目 八 酢 地

11 l 筋大阪r . -J ⑪ 5 2 0 1 11' 1 ( 代表) - 3  

出損所 京都市中京区西/ 京中合町二十八/ 十一

Rt 府 京 都 府 @ 3 4 8 1 -l&

電 気 工 事 設 計 施 工 I  I  電 気 工 事 ・ 設 計 ・施 工

江 東 電 気 株 式 会 社

取締役社長 猪 飼 幸 次 郎

本 社 大 阪 市 生 野 区 j防 山 通 9 丁目 72

'ill 話 (716) 4  0  3  5  ( 代) ｾ＠ 8  

支 社 東 京・都 新 宿 区 淀 橋 5 3 3

m 話 東 京 (371) 6  2  0  3  

出事所 金 沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・広 ぬ

4  

中 本 電 気 社株 式

ゐ

宮

取締役下 |長 中 本 正 明

本 社 大 阪 i li 城 東 区 野 江 東 之 111] 三 丁 目 一 五

m 語 大 阪 ( 931 ) 代 表 7 3 4 1 - 5

機器工場・大 阪 市 城 東 区 野 江 西 之 IIIJ 三 7 目ーーと

資材倉庫 m 話 ( 931 )  2  1  9  3  



電 気 工 事 設 計 施 工

並 架 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規格表示工場〉

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 梶 本 秀 尾

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 町

電 話 大 阪 ⑭ 6531 ( 代) ｾ＠ 5  

支 庖 名 古 屋

出彊所 東 京 ・岡 山 ・門 司

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

大阪市東区高麗橋五丁目二八務地

屯 話 大 阪 ( 202) 0  3  2  5  ｾ＠ 9 番

本 腐 京 都 市 東 山 区 今 熊 野 池 田 町 ( 6) 3 5 5 5  

大 阪 曾 蝶 所 大 阪 市 東 区 内 淡 路 町 1 - 1  3  (941)  0  9  7  5  

名古屋曾鱒所 名 古 屋 市 瑞 穂 区 嶋 悶 通 1 丁 目 (88) 2  7  0  3  

P  AI NTI NG CONT RACT OR 

塗 装 工 事 請 負

株式

会社 林 塗 装 居

TEL. 大 阪 ⑫ 1756- 7・東 京 ⑮ 1335

メ タ ル フ ォ ー ム 用 特 号

関西代理屈 株 式 会 社 金 剛 商

大阪市西淀川区野里町1231 阪神国道 野星電停前

製 造 元 東京サンヒット商会 電 大 阪 ⑪0417・4091

電 気 工 事 設 計 施 工

林役

，

締取

吐

表

台

代

式株 興

敏 夫

社

本 社 大 阪 市 北 区 紛 笠 町 50 ( 堂ピノレ 7 階〉

? 占 話 ⑩ 3 6  7  1  ( 代)

支 庖 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 3 丁目 2 番地

fg 話 ⑪ 1 4 7 8 - 1 4 7 8

出強所 川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 ・ 福 山

エ レ ベ ー タ ・ コ ン ベ ヤ ー ・ リ フ ト

エ ス カ レ ー タ ・ホイ ス ト ・ク レ ー ン

N ・T . E 型 オ ー トパ ー キ ン グ ス テ ー シ ョ ン

設 計 ⑥ 製 作

θ- * 工レベータ工業株式曾赴

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 事11 儲 筋 6 ( 天六 阪 急 ピ ル )

m 鯖 ( 351)  4  9  ｾ＠ 7 代 表 7 0  7  1 交 換

東 京 営 業 所 東 京 間l 台 東 区 反 省 町 2 - 7 Ｈ ｉｾｾ ロピルＩ

'111 昔前 ( 831)  7949直 通 ( 866)  5276 究 機

東 淀 川 工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 小 松 中 i l J j 5 - 6 - 2

'，'日 J 苫 ( 381) 0  3  6  3 ・ -1 5 8 8  

砲著・錬瓦 Ｍｴ ｾＭＡＯｴ

べ ｾＱｴＭ ＧＱ ー ＧｶＮ シ京寸し

曾

τ

日

商

h

u

幸

一一

一

一

一

畑

町

膏写真とマイクロフィルム

株式会社 内 真外 写

製図 ・ト レース ・複写写真

大阪市北区堂島北町16 T E  L ⑩ 9055 (代表〉

⑪去を 1lj! ま窯業商1 &

大阪市西区靭南通 2 丁 目 21 市電靭南通り電f亭前

電話大阪 ・ ⑭ 2435 ・2788 ・8597番

5  



暑中お見舞申し上げます

昭 和 3 8 年 盛 夏

⑤ 社 臥

会長

日本建材協会

中 ホオ 文 夫

本部 ・展示場大阪市西区京町堀 1 丁目 1 7 0 番地

電 話 大 阪 (443) 代 o 3 4 5 番

支部・展示場

広 島 市 鉄 砲 町 1 0  8 番 地

高 松 市 中 野 町 8 8 1 番 地 の l

福 岡 市 住 吉 松 月 町 4 9 3 番 地

T E L  ( 2)  5  4  6  9 番

T E L  ( 3)  7  6  5  7 番

T E L  ( 3)  1  2  5  9 番

- 優 美 な 繊 維 の 京 壁 材 一 一 炉

新 日 志 望 u← 繊 維 の 床 石

塗 り つ M … 材→ IUパピロ〉壁

I 壁
‘ 一一・ バルプの日本座敷壁材

- 近 代 的 な 趣 味 の 壁 材 一 一 歩

ωす' ) ' かベ'

踊ωすぎかぺ

- 繊 維 の 色

翠日

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業

本 社 大 阪 市 西 局 区 内 四 ツ 締 包 括 大 阪 (54 1) 5756- 9  

営 業 所 明石 市 西王 子町 1 丁目 3 9  電 話 明石 5 8 .5 2  

営 業 所 稲 岡 市 西 唐 人 町 1 番 地 電 話 福 |向 ぬ 7 3  7  3  

6  
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ω  

1也|ベ 組
必g 益a、

il r， 11: 
IYj.  '，'li ，bR  

(株) 久 It  尚 大 阪 市 北JXJ;; 砂 111]" 5  大阪 Ｈ ＳＴＱ Ｉ ＰＲＰＷ ｾ Ｘ ・ ＴＸ Ｓ Ｖ Ｍ Ｗ

近
(株 ) 本 下 識 三 尚 1，1; 大阪市西区iD ; 桝南通 5 / 35 大 阪 (441 )  5408 ・5486

(株) 井 上 i争 夫 尚 1); 大阪市西 l又iJ : J ; 収 Fj 曲 1 /  7  大 阪 Ｈ ＴＴ ＱＩ Ｘ ＵＳＱ ｾ＠ 5  

(株 ) 大 手fl ｾ Ｇｩ￮＠ 必:&入え
大 阪 市 南 l丸.. ，津IIIT 4 番丁73 大 阪 (631 ) 6221 ｾ＠ 4  

(株) イ1 111  建 材 ｊ ｉ ｉｾ＠ 大阪市東淀川駅 J じ今盟北 通り 1 / 31  大 阪 (301)3340 ・3505

畿

内 外 1 : 業 株 式 会 社 大阪市阿僻' I ' f - Iぇ地IIIT 1  /  51 大 阪 Ｈ ＶＳＱ Ｉ ＳＴＳＴ ｾ＠ 6  

組 イヒ 建 工 業 株 式 会 社 大 阪 市 北|メ子高片i lll]"38 大阪 (371 )  6555 - 7  

I1国

日 本 泌 ，'l 工 業 ( 株 ) 大 阪 k・J，lf 大阪市北[ ) <. ; 市川 IIIf40 大 阪 (341 )  1804 

ィー

石 井 建 材 イi 限 会 キ」 神戸市 兵庫 区説 IIIIIIT 1  T H  神 戸 ⑤12140 ・2697

前l
(株 ) 中 出 正面 1; 二 やI'} ［ 下 ｦ￯ 兵 ｦ 市医 上 ｾ ｊｾ j凶 6 / 9  神 戸 ⑤4630

)  

タ ア
ノ 《

ヤ y  白石 Jrl; 京都市下京阪PLI 条大火砕1人' 戸車交前 京都 信 ｐ ＰＸＷＱ ｾ 2  

Fl I ぬ応川化仁 ( 株 ) 大 阪 出 強 所 大 阪市西灰 Jj( llI fJ}:ll l / 74 大 阪 (441)  5951  ('¥: T  

喧E
1; ，; 1 川 建 材 株 式 会 社 名古1毛市 西 lベ桜 木町 3 / 8  才"I ，I-;!: @7461 - 3  

(株 )
t ‘  

建
Il司 、 必Z 斗Zえ 名古 l毛rti 中|反山出 IsT41ノ 2 名古屋@ 1329 ・2817 ・2106

i毎
1・.， ｾ， Ｈｾ＠ 治; H  J，1.; 名古J'fi 了fi 中伐材木 III T 1  /  12  名古 屋 ⑫3295

」ヒ 川 総 lT 工 業 株 式 会 社
金 沢市西側町 8 金 ｡ｾ ② ＴＵＵＲ ｾ 3  

ｾｴ＠
北川 i段 山工 業 (株 ) 白 山 出 似 所

官 111市 奥 111新 111]"23 ｾ［＠ 111② 2218 ③ 1014 

」ヒ 川峰 山 工 業 ( 株) 似井出 ';1を所
福 井 市 大和l中III"f70 福 弁② 4532

隆

(株) JH3 t告 '，';  ，::，1品l市大坪I t l ! . Pl f 2 丁目 32 / 1  心， I; {;f ③ 2463  

(株) 小 ん'j 1".  ｦｾ＠ 1山 富 山 日 業 所 間 111市州通 IIIT 3 12Z1003 省 1U(g) 8221 

中

t'f 盛 建 材 株 式 会 社 Ｑｾ Ｎ ｉ ［ ＺＩ 市鉄砲 川 ー ＱＰＸ 中 ② 2281 - 4  

lT 盛 建 材 ( 株 ) 1吊l 山 内 業 所 I，'{;IIII 市 東 111111T 3  |同1 ILi ② 7911 ・8169

国
( 有) 'H  甚 Il'fi ｉｾ ｉ ｾ＠ f;，iJ 山市 内 山 下30 ノ 10 |品l 山② 4272

(株) j兵 ER 盤 ｉ ｦ ｾ＠ '，'; 
尾 道 市苦 手口Hl T新 浜 l主 !1i 2760 

四
(株) ｩ 兵 ｊｊ ｾ Ｇｦ鐙 ｉ ｬＧｾ l，l;  1坊 府 Jピ'，J; Ilj iJ if 市 大林寺 I!jj 府 ② 3611 - 2  

国

古 市 断 熱 [ 業 株 式 会 社 仏総Tti' :;' ; ij hJ，問T960 AJi 干氷l ) 5034

11: . 和 尚 事 株 式 会 社 松 111市 1 番 町21 松 山② 8161 - 5  

九
JF E E 建 材 ( 株 ) 福 |吊! 日業所 布¥1日ITf T万 11寺 liiJ lllfl4 ③1225 - 6  

高 稲 工 業 株 式 会 H 長 崎 市 大橋 PIT I3&
長 山 者0) 1726

仲l
高 稲 工 業 ( 株 ) 小 倉 営 業 所

小 合市西本田T 2 小 創56)6177

建設省阪建22号認可

三

塁
西日本アスフ到し卜事業協同組合

9  



10 

イ主 ず

雨 の 多 い 日 本 に は … … …

雨 仕 舞 の 良 い 気 密 な 窓 を

錆びない・軽るい・精度が高い

X然、乞なも1参ず aB ｾ＠ 1. 1 暮し

， 

石 綿 セ メ ン ト ボ ー ド 協 会

波 形 石 綿 ス レ ー ト 協 会

建築基準法定不燃材料

フ レ シ キ ブ ル 板

平 板 ・ 軟 質 板

パ ー ラ イ ト 板

孔 あ き 板

サンドイツチパネル

小 波 板 ・ 大 波 板

( 着 色 ・ 化 粧 板 他 )

各 種 加 工 品 あ り ノ

嘆 しい カ タ ロ グお 送 り し ま す

東 京 都 中 央 区 銀 座 ワ- 3朝 日 石 綿 ピ ル

電 話 ( 5 ワ 1) 1 3 5 9 ・6 9 1 4



オ ー ト メ ー シ ョ ン で ボ ン デ ー 並 び に 完 全 焼 付 塗 装 に 依 る

ご掛川ｴＮｴｾ

ｾ・｛ＵＮＮＲＮ

-

錆びない・三直訴

ヌチー ｊｾ ザ ν シ・ドアー・シャッター
オペレーター・ド J' - J 、ンガー

ヌテシ・アルミサッシ・ドアー

主 主 三 高 製 作 附 l

本 社 工 場 尼 ケ 崎 市 神 崎:Ji 反田 200 電 話 大 阪 (401) 6158 ・ 6159

陸屋根防水には

特 許 絶 縁 工 法 を

Ｇｉｉ Ｎｾｉ ミー陣取帯
コーパータイト

特許奥山式熱工法 ・冷工法綜合防水層

奥山化工業株式含紅

- 御申越次第カタログ進呈

東京都中央1..< 銀権問 8 の 3 ' 4i話 (571)2703- 4 ・2370 ・40ω ・02ω

名市原 t- l ' ，必所名古尾山南 1;<: 1・草田f :l 3  '，(e"i; (81)  3  6  6  0  
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代2  0 3 1  (312)  話竃71<. 山谷室長ネ上

大 阪 市 南 区 北 炭 屋 町 7

式 会 社

姥 材 特 殊 硝 子 郎

経 政

株子在自田村

各 種 板 硝 子 ・鋭 販 売 ・施 工

各 務 ク リ ス タ ノ レ K K 代 理 屈

ガ ラ ス プ ロ ッ ク ・プ リ ズ ム

製 造 ・販 売 ・設 計 ・施 工
4580 ・3367

(271)  話電
田村長社

大阪市東淀川区新高南通一丁

目14
クトンケ

式

社

株

会

艶出ケン トク( 白木 ・家只 ・塗物用〕

液 体ケシトク { フローリング ・了スタイ什

t リノリューム周 l  

フロアオイルケントク

床 消 掃 1背 負 ・掃 除 器 具 販 i"e ( 392) 1  5  3  1  (代)電話市清木鈴長社

大阪市南区安堂寺橋通二丁 目

3  
社本士百日

式

社

株

会

物金金 物 ・建 具

ν 金 物

製 造 販 売

築建

サ

代5  0  9  1  ( 261)  話• 良日市太百日長

田

才よ

ツ

大阪市西区阿波座中一丁目 5

代

代

1  0  0  3  

8  7  3  1  
出品

話竃

;t ノイ

良R

タ

伊田平長

平

ネ上

式

社

12 

株

会

式事工ノレイタ
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の 新 建 材

プ リ ン ト 合 板

ピ 弔 オ 〉

ビ ニ ラ イ ト

リ 丈ι 今 司 F

美 張 民 本 比

九 徳 夫 持 IA

強 力 合 成 接 着 剤

ヲ回ル - 9. . ぜ〉

Z スロシqィ11.

tJ:Jヨ墨田']，

流し台・調理台

ｾ＠

大 阪 市 東 住 吉 区 桑 津田1 3 丁目 59

電 話 大 阪 σ41 ) 1 2 9 6 - 7  

利 歌 山 市 新 堀 6 丁 目 13

電 話 和 歌 山 (2)0298 ・9435

キ土本

大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通 l

臼41)8731- 3

お

13 

じ

大 阪 市 東区 北 浜 . ;:t;:⑫ o 1 4 1  

た

真

す

写

電話 (531) 1003 - 5  

り

築

な

建

ねつ

出 張 所
東邦商会
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ｾ Ｎ，Ｎ 一 、

I: (!. 金 沢 市 三 構 町 7 - 1  7  北陸営業所

1r:. .ij疋難

問

畠

山

風

叩

問

中

山

一

回

一

述

(乞 lJ11 !被 会)

T E L ( 632) 5771 - 3  

( 641 ) 5750，8836 
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ルま，イ〆イド

ザ - v S，
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ヤ
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鉄 骨 ・ 加

設 計 ・ 施

新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 吉 田 信 武

社 大阪市西区立売姻北通 1- 76

ＧｾｇＺ話 Ｈ Ｕ Ｓ Ｑ Ｉ 0609・6575・7418

(541)  8  1  6 6 ・8 3 4 9

夜間専用 ( 531) 2  0  5  3  

大 阪 府 大 東 市 三 筒 425

エ
エ

本

耐 酸 ツ ボ 各 明 白

拶天窓瓦福簡榊を産最地直広売 V  で三ξ J

続吉田芳雄臨ち

大 阪 市 北 区 南 森 川 叉 点 $ 劫

電 話 大阪 (341 )2 4 03 ・3904
場工

工業用及建築用 各種石灰製造販売'

セ メ ン ト

小野田 レ ミ コ ン 特約販売j苫

プ ロ ッ ク

セ シ トラノレ硝 子 特 約 販 売 l占

樫 野 石 灰 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 曽 線 崎 新 地 三 丁 目 十 四 務 地

( 桜橋電停曽線的新地西入) 電話大阪 ⑩ Ｑ ＲＷＴｾＶ

支 后 ・ 東 京 ・神 戸 ・姫 路 ・徳 島 ・高 松

450X450 

日加X6∞
床点検口

軽くて、強い、美しい、 ｾｊｪ 央完全な

mwのハードアル ミニ ウム 製

取締役社長 久 保 英 次

大 阪 市 城 東 区 古 市 北 通 三 丁 目 2 4  

¥l t 活大阪( 931)  2  6  0  5  '  84 1  8 ・7 6 2 2



網入光り波型ガラス( 刀二[ 建) 長サ 9問 問 務

噌...，.，.，.，.，.，、，.，、小，..，.
e、.... 、，.，..、，頃、，..、俳，切除，..ヘ，..、除，.，..へ，.，..夙，.，..、，.，、，.，."、'"、̂'、内̂'、保，、

ダ イ ニ チ ・ ア ー 毛 ラ イ ト
波 板 ・平 板

( 硝子繊維強化ポリエステノレ板) 各種波，す法( 長尺物有)

、ｾ旬、ｾ、，ＮＮ，ＮＢＮＮ，Ｎ｟，頃》切内向，Ｎ，ザ 》匂内俳がｾヘがＢＧ～Ｇ切 内～ＢＢ、内Ｇ～ＢＢ、

⑧ 製 造 販 売 大日本硝子工業株式会社

大阪支庖 大阪市北 区玉江町 2 ノ 4 ( 三菱倉庫ヒソレ) 篭⑪1389 ・3389

本 社 神 奈 川 県 相 模 原 市 小 山 字 久 保 224 電 ⑦3101- 4  

N. G. C武

N. G. イ ン シ ュ ラ イ 卜 工 事 責 任 施 工

メ タ リ ヤ ン メ ッ シ ュ D. M 38 番 責 任 施 工

米 国 ノ ぐ ブ コ . コ ン バ ウ ン ド ア ス フ ア ル ト 販 売

内外Z 業株式会社

脇 山 静 夫

本 社 大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 町 一 ノ 五 一 電 話 (641 ) 3434- 6  

工場 大阪市阿倍野区旭町二 ノ六六

岩 元 式

スカイライト並努喫ベンチレーターI

a‘  

ヨ存 木 目占 床 板

フ ロ ー リ ン グ 施 工 請 負

プ ロ
、y

ク

ベニヤフラ y シュドアー 造 作 取 イオ

グ ラ イ ン ダ ー 床 削

fO株 式 寄 木 商

..d忌

会 社 'J:li 

営 業 所 大 阪 市 東 区 横 掘 6 - 4 9  

電 話 (25 1) 3 7 3 1 ・3 ¥! 6  0  

工 場 大 阪 市 浪 速 区 勘 助 町 l

サッシュ、ドア一、シャッター

伸縮扉、オペレータ一、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

カ グ ロ グ 進 呈

4
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アルミニウム
東京カ ーテンオ ール 工 業 株 式 会 社

( 旧社名東京鋼板工業株式会社)

ステンレス カーテンウオール 本社及工場

大 阪 支 庖

名古屋支l占

福岡出張所

東 京 都 荒 川 区 尾 久 町 5 ノ 1 0  0 0  

電 話 ( 891) 8  1  3  1  ｾ＠ 8  

大 阪F 北 区 絹 笠:lUJ 1 8 番 地 味 噌 ピ ノ レ 3 階)

'n.i 話 題P Ｙ Ｑ ＵＴ ｾ Ｗ＠
名古屋市東区久屋町5の9 Ｈ住商ピノレＩ④ ＲＵＷ ＸｾＹ

福岡市橋口町15悉地の 1 (サ γ ピノレ3階) @8825 

ブ ロ ン ズ

KANDAN 媛冷房温湿度調整

設 計 施 工

各 種 送 排 風 機

司 j略 盟 由 「 幽 設 計 製 作

関 習 時 韓 関 銅

名 屋 ・福 ・ 徳長［［ ｾバ ｕ ヤ

s  

-

y

e

e

w

 

.  
-

-
・
・

l

i

'J
・a

u

建 築 基 準法 に フ リーパス の ガ ラス 屋 根

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト

安 定 し た ス マ ー ト な 外 観

モ ー タ ー フ ァン に よ る 高 率 損 気

内 外 の 技 術 陣 が 生 ん だ 傑 作

工 場 ・プラッ トホーム ・

体 行 館 ・ア ー ケ ー ド に 品 適

l'  

内 外 建 材 株 式 会 社

内 外 式

コンチニアスベンチレーター

筒 型 各 種 ベ ン チ レ ー タ ー

大 阪 市 西 区 土 佐 綱 船 凹J 23 ( 大 阪 陶 工 ビ J レ) T E  L (441，3983 ・4396

工 場 大 阪 市 城 東 区 天 王 口 IIs[ 1 の 141 T  E  L  ( 962 ) 1149 

設 計 施 工

議 冷 蔵 庫 防 熱 工 事
J ー アスファノレ ト防 水工 事 襲

撃 ~ ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスフアル トタイノレ工事 ミ

譲耐酸モノレタノレ工事 ・ 各 種 床 工 事 選

大 阪 耐 酸 Z 業 J K

大阪市北区浮田 町82番地 電話大阪(371 )1333番
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寄 種 照 明 器 具 設 計 製 作

大 光 電 機 株 式 会 社

本社工場 大阪市東成区大成通り 1丁目 103番地

電 話 大 阪 代 表 (971) 8  2  5  1  - 8  2  5  5  

出 張 所 札 幌 ・ 東 京 ・名古屋 ・広 島 ・福 岡
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カタログi准2 ・乞御氏名御1品業御記入

⑫ 製造元 自 (叫|旧附陥日附陥社儲名 劇 馴 山 …|唯酬金釧…物

z:勾五s首E一一- 1週策匠王式乞芸2幸裳t

本社工刻・ x 細 高 岡 市 x t; 3. 8 I 書 治 T E L (大伯尚悶 !代 表538111

東京霊祭所 東京o江 東区i 1 ! 川市! l l r2 丁目 9 1地 T E  L  (641 )  7  2  5  0 書

大陸宮泉所 大 阪 市 刷 1，( 高ぶ.r 10 '  r  1 9 . 地 T E  L  (211 lt A  1  4  8  3 書

福岡曾養所 緬 縄 市 仕 複 町 1 4 . _ 高収 ピtt. T E L  2  5 5 9 3 1" 

Il縄 嘗実 新 札 幌 市 南 ー 条 東 3 ，. 9  1  0  I 雄

化学工場の構造物e

酸蝕から守れ/

ポ リエステル系レヂンライ ニング

ヱポキシ 樹脂ライニング

サ ル フ ァ 系 煉 瓦 目 地 材 料

レオ パ ノール O R G 耐 酸 工 事

工

一

に

す

-

4
必

t

屯

一

弊

ま
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4

一

レ
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壬

一
是
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百
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責

一

円

炎

一

ム

刷

出

場

一

寸

日

現

一

設

御

耐酸化学工業株式会社

@  

イi 綿 セ メ ン ト の

A土 高 水 準 を 行 く ぞ/

アスベスト ｊｾ υ ャ
Asbesto.  Barriev 

(l i民' d 石綿似〉

建物内外壁、間仕切 、天井扉、沼気室

発f E所 、配f U室、製鋼、ガラス工場

の壁 、 製事 ｩｾ 、 製油製薬工場の床スカ

ー ト怪など lζ 最適

泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 間 心 nl J 1 の 1 1  

Ｇｾ ｉｬ 話 ⑮ ＳＴＴ 2 ・4 0  7  8  

( 呈カタログ)

17 



諸 官 庁 街l 指 定

吹付及び掻落ソリジットスタイン

床材 ( 合同リグノイド) マグネシート

外壁シリコン防水・ゴーレジン樹脂防水

製 造 。 販 売 。 ) 主 任 施 工

合 同 特 許 建 材 工 業 株 式 会 社

22 矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 出 張 所

取締役社長 山 下 謙 治

本 社 大阪市点住 吉区間i耳東之町 3- 1ω 電 大 阪 @ 9  0  8  6  大阪市東区高麗橋二丁目九 野村ヒソレ五階

電 話 大 阪 ⑫ 4 2 5 7 - 8 番

営業所 大 阪 市 東 住 吉 区 駒 川 町 3-- 54 電 大 阪 ⑮ 4370 ・6760

UI 張 所 広 島 市 比 治 山 本 町 1 1  8  0 電広島 o 4  9. 6  7  

山知所 点 京 都 新 宿 区 花 園 通 4 6 n1 東京( 351) 5298 ・5264

雨 水 浸 入 剥 落 防 止

議 ナ 耐 震 耐 風

事 ニ 安 定 軽 量

へ、 商 月 報 無 料 送 呈

産 ヮ

置 瓦

百 株 ;

霊式

似1) 会

霊 宇土

ナニワ鰻匂 ｾＲ 買。 井 田 商 事 株 式 会 社

大阪市浪速区西円手町一O一七番地 淡町駅貨物八号門前

18 

電 話 (562) 0  8  0  O.  0  8  0  8  - 9  

超r. 更す'j'''' オ に 顔 料 、 薬 品 等 を 配 合 し た 粉 末 商IJ で そ の 他

水 斜 円 、 金 銭 仕 上 げ の ね 特 に 技 術 を 婆 せ ず 、 色 ム ラ 、

ノ口汚 れ等の紋ｽｾＡＮＮがない耐 ｬ 制活性特に強大、表 ｦｭ 滑

らかで美しくi ¥' fi 紫 、 耐 水 性 に 日; み価格低廉 で あ りま

す 。 ( 卸 当 り材 料 代 ￥ 950) 仕 上 り 厚 さ 約 2 明叶呈I支

学 校 、 工 場 、 病 院 、 事 務 所 、 商 庖 、 ガレ ー ヂ 、 ガ ソ

リ ン ス タ ン ド 、 住 宅 の 玄 関 、 流 し 、 浴 室 、 プ ー ル 等

に最適て勺あります。

( カタログ進室)

製 造 発 売 元

ア サ ヒ カ ラ コ ン 株 式 会 社

大 阪 市此 花 区 四 食 品 旭 町 1- 3 T  E  L  (461)  3  5  9  4  

工 場 大 阪 市 此 花 区 四 tt };.I 旭 町 1

ｲ ｾ 可
綜合建築設計への道

段昔十部 1  各州鉄" ・J" . 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 進

姐 ｚ 築 のＺｕｚ ､ ｾ ｾ 心理 ｬ

2  ダ イ ヤ モ ン ド トラ ス ・ジグサ' 7'

トラ ス ・平 行 トラ ス 等

各 州 大 恨 IUJ 鉄 1:;" 進 め 設 計 監 理

1. 耐泌而t風 木 村 被 合 金 共 の 製 造 販 売

P A  T .  0 式 ( 織 本 式 ) ヂ ベ ル 及 ク ラ ン プ

2  鉄 筋 の接 手 及 末 端定 治 金 具

P A T . パ コ 及 バ ス ト

、、

地 質 部 ポ ー リ ン グ ・処 築 物 法 礎 工 事

の為的土佐t : l I .¥J 1t

株式会ヰJ 織 本 建 築 事 務 所 所 長 織 本 道 三 郎

( 旧織4>: 建築設計々算事務所 ・織本特殊構造研究所・ 合体)

東京都中央区日本紙かきがら町 3 の 2 泣話(671) 6443 ・7007 ・7062
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三栄建材工業株式会社

大 阪 市 ' Uf l .. ｪｾ 矢柄町 一五一 信地

大 阪 ( i 4 1) 4655 ( 716) 引 88 ・0189

t: ift ・リトビシヲー

7 ロアーヒ 21安

本コマEPテストシュート

圏 ポ ン デ ラ イ ジ ン グ に 依 る 完 全 p}j j l'l 1111 L  ，'，，'， 

特 徴

圃 l"lli.対rtl ［Ｇｈｪ に ナイロンベア リ ングを ｦｾ Ｑ Ｑｉした耐久品

最 古 の 歴 史 ・ 最 高 の 品 質

カーペッ ト、 タフトン

Z3 

市段 通、 毛 ケ ッ ト

椅子張地、 カーテン地 別 珍、 紡 毛 糸

住 江

本 社

東京支庖

織 物 株 式
...0... 

本土ヨ玄

大阪市南区安堂寺橋通 4 (御堂筋) ( 篭) 大阪 ( 251 ) 代表8 1番

東京都港区芝田村町 4 番地 (電) 東京 ( 43 1) 代 41 66寄

浪建式

ア ｊｾ ミサ η シュ・ドアー

スチールサ，リシュ・ドj ' -

シャ，リヲー・ it ベレーター

j トカライジ〉肌理I揚誠

4 ・h 一製造販売ー

&国III山、

第二工 場建 醇

浪速建牧Z業株式会社

日 制 問 l

全国線代理屈 I  

本 社 工 場 ・大 阪 山 械 車 μ !f ; [ 中 之 町 一 T ｛Ｑ 九需 ｉ 出世ｉＡＢｾ大阪 Ｈ ＹＳ Ｑ Ｉ ＱＱＷＱ Ｍ 3 需

前 二 工 場 ・大 阪 巾 城 見I Iメ 茨 m 揃 JH. 町 凶 一 昨 j 也電話大阪(931)6153 ・ω24需

見 ｬｾｴ 常離所 ・ 東京都中央 区 銀座東 六丁目木 ｉ 童館 ピル六号 館 ＶＰＷ 号室 電 話 東京 (541) 46111許

制問符 藁所 尚 間 ，h .k 神 町 . 需 j 由 { サンピル内 ) 電話 樋 岡 < ! > 8462需

H'. ' 副所 ・大 分 山 栄 町 干 01， 二 一 ヒ 冊t J世 電 路 大 分 1 3  6  6 帯
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岩 佐 の サ ‘ リシ
• ｉｾｪ ヲ

ア ル ミ

ステシレス

スチール

力一テシウオール

スパシドレル

ス チ ー ル 工 場 尼 崎 市 守 部 字 下 河 原 拾 五 電 話 代 表 (401 ) 6751 

岩 佐 サ ッ L 株 式 会 社

ア ル ミ 工 場 大 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 東二 丁 目 三 一 電 話 代 表 ( 471 ) 5123 

詰 佳 戸 ル ミ サ ッ L 株 式 会 祉

事 典 i よ 京 師 匠 今 ピ ル

⑧ 大 阪 建 輔I 業 密

本 社 E界 市 松 展 開T 1  - 6  T E L  ( 3) 5241- 9  

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 東 区 東 新 道 町 2 ー 7 T  E  L  (97)  7  2  6  4  

東 京 事 務 所 東 京 都 千 代 田 区 平 河 町 1 - 2 T E L  (却1) 1  2  4  8  

金 沢 営 業 所 金 沢 市 下 新 町 1 3  T  E  L  (  3  ) 3427- 8  

20 
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八
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発

f

イ史いよさカま

またひとつ F  

ずば抜けた吸収力で評判の目立業

務用電気掃除機 C F - V ，形に 、

付 属 品 を そ っく りまとめていれ ら

れる便利なカゴがつきました 。大

きな収じ ん容量 、独特の二 重消音

装置で、静かな運転とあわせて、 広

い床面のお掃じを 、早〈合理的に

仕 上 げ ま す 。病 院 ・ホテル ・事 務

所などの清掃に最適です 。

. フロアポリ ッシャとあわ せてお

使いになれば、より美しく仕上が

ります 。

業 務 用
6 0 0 W C F- V . 形

電気掃除機

6 0 0 W C F - V . 形

1  k W  C F - V
2
形

フロアポリッシャ

S F - R
2
形

S F - R
3
形

. お問い合わせは、お近くの目立商品販

売底・特約底または弊社営業所商品標へ

4 5 ，0 0 0 円

120 ，0 0 0 円

3 8 ，0 0 0 円

3 5 ，0 0 0 円

， 

厚 さ 2 m/m・ 一 面 坪 ￥ 3 5 0 0 → 4 0 0 0 ・ カ タ ロ グ 進 呈

筋

見

す

ト

意

で

ウ

の

ロ
ク

8 明18 句ら x 3 0 4.  

ず

ル

!

ま

イ

床

タ

の

P

 

. 3 0 4.  

売

価

部

み 易 く 仮 敷 も い ら ぬ ス ピ ー

デ ィ な 施 工 性」 ど い わ れ ま

す 。 p タ イ ル は と、ん な 場 所

で も 明 る い 環 境 を つ く る 床

材 〔 製法 特 許 品 〕 で す !

美 し L 、 ! は が れ な し 、 ! イ 纂 が

つ き に く L 、一一一一 P タ イ j レ に

関 し て の 一 一 致 し た 意 見 で す

. 玄 人 筋 か ら は Ii. 柔 軟 十 生 で 木

や コ ン ク リ ー ト の 床 に も 閉1¥

金

百

八

+

円ＮＮ，ｾ＠
(
送

料

共

)

T  E  L  (866)  イベこ6 10 1

T  E  L  (441 )  イモ 595 1

T  E  L  (57)  2  7  3  2  

T E L ( 2 ) 2 2 8 1  

T E L ( 2 ) 2 8 0 7  

東 京 / 東 京 都 千 代 田 区 神 田 岩 本 町 1 3  

大 限 / 大 阪 市 西 区 京 町 堀 | ノ 7 4  

名 古 屋 / 名 古 屋市 西 区桜 木 町 3 丁 目 8 番 地

広 島 / 広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8

博 多 / 福 岡 市 万 行 寺 前 町 1 4  

田島応用化工K K *

電 隠 大 阪 ( 231 )9648 ・ 9649 ・ 9640

振 嘗 口 座 大 阪 3 9  9  7  5 番

ご 入 会 の お 申 込 は ・・・ー・

「建 築 と 社 会 」 発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 37 


